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経営の理念 

  利用者の意思及び人格を尊重し、その尊厳を守るとともに、自立に向けた質の高いサービスの提供

を通じて、活力のある高齢社会及び人権が尊重される社会の実現に寄与することを経営の理念とします。 

 
実践的理念 

 

 

 

 

「よりそう想い つながる心」 

 私たちは、ご利用者への支援を第一に、「よりそう想い つながる心」の精神のもとで、ご家族、

地域社会とのつながりを大切に、活力のある高齢社会及び人権が尊重される社会の実現に寄与す

るため、次のことを実践いたします。 

 

私たちは、ご利用者が自ら望む暮らしを実現し、安心・安全な生活を送れるよう、以下のこと

に取り組みます。 

● ご利用者の個別性を大切にし、必要とされるサービスを必要な時に提供します。 

● 優しく、誠実で、丁寧な対応に努め、心を込めて「喜ばれる」サービスを提供します。 

● ご利用者一人ひとりの思いに心を寄せ、持てる力を十分に発揮できるよう支援します。 

● ご利用者の生活の継続性に着目し、快適な居場所づくりに努めます。 

 

 

私たちは、自らの能力を十分に発揮し、いきいきと働ける職場を作るため、以下のことに取り組

みます。 

● チームワークを育みながら自己研鑽に努め、絶えず業務推進・改善を試みます。 

● 夢と志を持って、新たな活動に果敢にチャレンジしていきます。 

● 私生活と仕事のバランスを保ち、健康で笑顔いっぱいの職場を作ります。 

● 誰もが安心して働くことができる安全で清潔な職場環境を作ります。 

 

 

私たちは、地域社会を構成する一員として、事業団が有する資源を最大限活用し、積極的に地

域福祉を推進するため、以下のことに取り組みます。 

 

● 誰からも信頼される透明性の高い施設を目指し、多くの人々が集える環境づくりに努めます。 

● セーフティネットの一翼を担い、社会的要援護者を積極的に支援します。 

● 経営基盤の安定に努め、豊かな地域社会の構築に貢献します。 

● 常に喜びと感動を共有し、将来の福祉・介護を担える人材育成に努めます。 

 

私たちは、これらの実践を通して社会に貢献していきたいと思います。 

社会福祉法人 大阪府社会福祉事業団 
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１．沿  革 

 

昭和４６年 ３月１１日  社会福祉法人大阪府社会福祉事業団設立発起人会開催。 

大阪府民生部長畑中豊作氏を設立代表者に互選、設立準備に

入る。 

昭和４６年 ３月１１日  設立認可申請書を厚生大臣に提出 

昭和４６年 ３月１１日  役員定数を理事「９名」監事「２名」とする。 

昭和４６年 ３月２５日  厚生省社第 204号をもって認可される。 

昭和４６年 ３月３０日  設立登記完了 

昭和４６年 ３月３０日  第１回理事会開催 

初代理事長に大阪府副知事湯川宏氏が就任 

昭和４６年 ４月 １日  特別養護老人ホーム泉南特別養護老人ホーム(入所定員 100

名）、養護老人ホーム東大阪養護老人ホーム（入所定員 150名）、

軽費老人ホーム和風荘（入所定員 70名）、同豊寿荘（入所定員

100 名）、婦人保護施設たまも寮（入所定員 55 名）、同あかね

寮（入所定員 50 名）、精神薄弱者授産施設大東園（通所定員

50名）の７施設の受託経営 

昭和４６年 ４月 １日  軽費老人ホーム使用料収納事務の受託 

昭和４６年 ５月１７日  初代理事長湯川宏氏退任 

昭和４６年 ５月１８日  二代理事長畑中豊作氏就任 

昭和４６年 ５月２０日  軽費老人ホーム万寿荘（入所定員 50名）の受託経営 

昭和４７年 ５月２６日  第二種社会福祉事業「医療社会福祉事業振興対策資金の貸付

事業」の受託運営 

昭和４８年 ４月 １日  補助金方式を委託料方式に改める。 

昭和４８年 ４月 １日  精神薄弱者授産施設大東園の通所定員「50名」を「60名」に

増員 

昭和４８年 ８月 １日  附帯的公益事業「老人福祉指導センター事業」の受託運営 

昭和４９年 ７月２４日  老人福祉指導センター事業の中に「老人機能回復訓練指導員

養成事業」の追加受託 

昭和５０年 ４月 １日  軽費老人ホーム河南荘（入所定員 100名）の受託経営 

昭和５０年１０月 １日  泉南特別養護老人ホームにおいて「在宅老人機能回復訓練事

業」の実施 

昭和５１年 ３月３１日  二代理事長畑中豊作氏退任 

昭和５１年 ４月 １日  三代理事長大阪府民生部長桝居孝氏就任 

昭和５１年 ７月３１日  三代理事長桝居孝氏退任 

昭和５１年 ８月 １日  四代理事長浅海浩氏就任 
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昭和５２年 ７月 １日  特別養護老人ホーム美原荘（入所定員120名）の受託経営 

昭和５３年 ８月 １日  特別養護老人ホームにおける「ねたきり老人短期入所事業」

の実施 

昭和５２年１０月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘（入所定員 120名）の受託経営 

昭和５３年 ７月 １日  精神薄弱者授産施設白鷺園（通所定員 50名）の受託経営 

昭和５３年１１月１８日  特別養護老人ホーム四条畷荘（入所定員 120名）の受託経営 

昭和５４年 ２月 １日  第二種社会福祉事業「老人総合センター」の受託経営 

昭和５４年 ３月３１日  附帯的公益事業「老人福祉指導センター事業」を老人総合セ

ンターに移管し廃止 

昭和５４年 ６月１９日  四代理事長浅海浩氏退任 

昭和５４年 ６月２０日  五代理事長板東義雄氏就任 

昭和５５年 ３月 １日  特別養護老人ホーム光明荘（入所定員 120名）の受託経営 

昭和５６年 ４月 １日  役員定数、理事「９名」を「１１名」とする。 

昭和５６年 ４月 １日  附帯的公益事業「社会福祉会館」の受託経営 

昭和５６年 ４月 １日  精神薄弱者授産施設白鷺園の通所定員「50名」を「60名」に

増員 

昭和５６年１２月３１日  婦人保護施設あかね寮（入所定員 50名）の廃止 

昭和５７年 ２月 １日  特別養護老人ホーム高槻荘（入所定員 100名）の受託経営 

昭和５７年 ６月 １日  五代理事長板東義雄氏退任 

昭和５７年 ６月 １日  六代理事長福田順一氏就任 

昭和６０年 ４月 １日  特別養護老人ホーム白島荘（入所定員 90名）の受託経営 

昭和６２年 ６月１５日  六代理事長福田順一氏退任 

昭和６２年 ６月１６日  七代理事長山中治氏就任 

昭和６３年 ２月 １日  事業の経営を「大阪府の委託を受けて」を「大阪府等の委託

を受けて」に定款変更 

昭和６３年 ３月 １日  高槻市から第二種社会福祉事業高槻市老人デイ・サービスセ

ンターの受託経営 

平成 ２年 ３月３１日  「老人総合センター」の受託経営廃止 

平成 ２年１０月 １日  特別養護老人ホーム光明荘において「家庭奉仕員派遣事業」

の実施 

平成 ３年 ５月２４日  七代理事長山中治氏退任 

平成 ３年 ５月２５日  八代理事長竹内壮彦氏就任 

平成 ３年１１月 １日  婦人保護施設たまも寮において「婦人保護施設退所者自立支

援事業」の実施 

平成 ３年１２月 １日  高槻市老人デイ・サービスセンターにおいて「高槻市ホーム

ヘルプサービス事業」の実施 
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平成 ４年 ４月 １日  東大阪養護老人ホームにおいて「虚弱老人短期入所事業」の

実施 

平成 ４年 ６月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において「老人入浴サービス事業」

の実施 

平成 ４年 ７月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において「茨木市ホームヘルプ

サービス事業」の実施 

平成 ４年 ７月１５日  高槻市郡家老人デイ・サービスセンターにおいて「在宅サー

ビス供給ステーション事業」及び「在宅介護支援センター運

営事業」の実施 

平成 ５年 ４月１５日  高槻市郡家老人デイ・サービスセンター「Ｂ型からＡ型」に 

移行に伴う「訪問事業」「配食サービス事業」の実施 

平成 ６年 １月 １日  高槻市郡家老人デイ・サービスセンターにおいて「高槻市身

体障害者デイサービス事業」の実施 

平成 ６年１０月 １日  特別養護老人ホーム光明荘において「光明荘老人デイサービ

スセンター」、「和泉市在宅サービス供給ステーション事業」

及び「和泉市在宅介護支援センター事業」の受託経営（身体

障害者デイ事業も含む） 

平成 ７年１０月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において「勤労意欲助長事業」の

実施 

平成 ８年 ３月１４日  特別養護老人ホーム高槻荘において「高槻市身体障害者短期

入所事業」の実施 

平成 ８年 ３月３１日  八代理事長竹内壮彦氏退任 

平成 ８年 ４月 １日  九代理事長永井貞三郎氏就任 

平成 ８年 ５月２７日  役員定数、理事「11名」を「13名」とする。 

平成 ８年１０月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において「美原町ホームヘルプサ

ービス事業」の実施 

平成 ９年 ３月３１日  婦人保護施設たまも寮受託経営廃止 

平成 ９年 ４月 １日  婦人保護施設「女性自立支援センター」（入所定員 150名）の

受託経営 

茨木市より第二種社会福祉事業「茨木市立老人福祉センター

沢池荘」「茨木市立沢池老人デイサービスセンター」の受託経

営 

平成 ９年 ４月２１日  特別養護老人ホーム美原荘において「美原町在宅介護支援セ

ンター事業」の受託経営 

平成 ９年 ７月 １日  泉南市より第二種社会福祉事業「泉南市立老人デイサービス

センター」の受託経営 
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平成１０年 ３月３１日  九代理事長永井貞三郎氏退任 

平成１０年 ４月 １日  十代理事長 家常惠氏就任 

平成１０年 ４月 １日  軽費老人ホーム和風荘をケアハウスに建て替えケアハウス和

風荘として受託経営 

平成１０年 ４月 １日  茨木市立沢池老人デイサービスセンターにおける「ホリデイ

サービス事業並びに時間延長事業」の実施 

平成１０年 ４月 １日  特別養護老人ホーム美原荘・春日丘荘における「24 時間対応

（巡回型）ホームヘルパー派遣事業」の実施 

平成１０年 ４月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において「ナイトケア事業及び父

子家庭介護人派遣事業」の実施 

平成１０年 ４月 １日  特別養護老人ホーム光明荘において「和泉市身体障害者短期

入所事業」の実施 

平成１０年 ４月 １日  特別養護老人ホーム四条畷荘において「福祉自動車送迎サー

ビス事業」の実施 

平成１０年 ６月１５日  高槻市郡家老人デイサービスセンターにおいて「訪問看護ス

テーション事業」の実施 

平成１０年１０月 １日  泉南特別養護老人ホームにおいて「泉南市在宅介護支援セン

ター事業」の実施 

平成１１年 ５月 ７日  特別養護老人ホーム美原荘において「美原町給食サービス事

業」の実施 

平成１１年 ９月 １日  泉南特別養護老人ホームにおいて「社会生活適応訓練事業」

の実施 

平成１１年１０月 １日  11 の居宅介護支援事業所において「要介護訪問調査事業」の

実施 

平成１２年 １月 ６日  特別養護老人ホーム美原荘において「美原町老人デイサービ

ス事業」の実施 

平成１２年 ３月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において「老人デイサービスセ

ンター事業」「配食サービス事業」の実施 

平成１２年 ３月３１日  知的障害者授産施設大東園・白鷺園の受託経営廃止 

平成１２年 ３月３１日  十代理事長 家常惠氏退任 

平成１２年 ４月 １日  介護老人福祉施設、短期入所生活介護、訪問介護、訪問入浴、

通所介護、訪問看護事業における 32 介護保険事業所の指定を

受け事業実施 

平成１２年 ４月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において「春日丘荘在宅介護支

援センター事業」の実施 

平成１２年 ４月１３日  十一代理事長 興津進康氏就任 
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平成１２年 ５月 １日  特別養護老人ホーム白島荘において「配食サービス事業」の

実施 

平成１２年 ６月２２日  特別養護老人ホーム美原荘において「高齢者世話付住宅生活

援助員派遣事業」の実施 

平成１３年 ３月１５日  特別養護老人ホーム四条畷荘において「配食サービス事業」

の実施 

平成１３年１０月 １日  女性自立支援センターにおいて堺市知的障害者地域生活援助

事業の実施 

平成１４年 ３月 １日  特別養護老人ホーム白島荘において痴呆対応型共同生活介護

の指定を受け事業実施 

平成１４年 ３月２９日  事業団出資額 40,000,000 円を加え、基本金を 50,000,000 円

とする。 

平成１４年 ３月３１日  大阪府立施設の条例改正により６特養、１軽費の受託経営廃止 

泉南特別養護老人ホームの施設廃止、及び、これに伴い、介

護老人福祉施設、短期入所生活介護、通所介護、訪問介護、

居宅介護支援（２ヶ所）の事業の廃止 

特別養護老人ホーム高槻荘における訪問看護事業の廃止 

平成１４年 ４月 １日  役員定数、理事「13名」を「９名」とする。 

特別養護老人ホーム美原荘、特別養護老人ホーム春日丘荘、

特別養護老人ホーム四条畷荘、特別養護老人ホーム光明荘、

特別養護老人ホーム高槻荘、特別養護老人ホーム白島荘、経

費老人ホーム(ケアハウス)和風荘の設置経営の為、土地及び

建物を大阪府から無償譲渡を受け、自主運営を開始する。 

高槻市立郡家老人デイサービスセンターにおいて「精神障害

者居宅介護事業」の実施 

平成１４年 ８月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において「精神障害者居宅介護事

業」の実施 

平成１５年 ４月 １日  短期入所、居宅介護、デイサービス、地域生活援助における

15支援費事業所の指定を受け事業実施 

平成１５年 ４月 １日  高槻荘郡家デイサービスセンターの建物を高槻市から無償譲

渡を受け、大阪府より同施設の土地を購入 

平成１５年 ４月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において痴呆対応型共同生活介

護の指定を受け事業実施 

平成１５年 ７月 １日  特別養護老人ホーム高槻荘において福祉用具貸与事業の指定

を受け事業実施 

平成１６年 ２月 １日  東大阪養護老人ホームにおいて訪問介護事業の指定を受け事
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業実施 

平成１６年 ４月 １日  軽費老人ホーム豊寿荘の土地及び建物を大阪府から無償譲渡

を受け、自主運営を開始する。 

茨木市立南茨木老人デイサービスセンターにおいて「老人デ

イサービスセンター事業」「配食サービス事業」の実施 

南茨木居宅介護支援事業所において居宅介護支援事業の指定

を受け事業実施 

箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「老人デイサービス

センター事業」「知的障害者デイサービス事業」の実施 

平成１６年 ４月 １日  特別養護老人ホーム６施設、養護老人ホーム１施設軽費老人

ホーム３施設の計１０施設において社会貢献事業実施 

平成１６年１２月 １日  特別養護老人ホーム高槻荘において訪問介護員養成研修事業

の許可を受け事業実施 

平成１７年 ３月３１日  女性自立支援センターにおいて堺市知的障害者地域生活援助

事業の廃止 

大阪府医療社会福祉事業振興対策資金借入金利子補助事業の

廃止 

十一代理事長 興津進康氏退任 

平成１７年 ４月 １日  東大阪養護老人ホーム及び軽費老人ホーム万寿荘、軽費老人

ホーム河南荘、の土地及び建物を大阪府から無償譲渡を受け、

自主運営を開始する。 

十二代理事長 中村幹雄氏就任 

平成１７年 ５月 １日  四条畷荘訪問介護事業所「ヘルパーステーションほほえみ」

において「身体障害者」「知的障害者」「障害児」支援費訪問

介護事業実施 

豊寿荘訪問介護事業所「ゆたか」において「精神障害者居宅

介護等事業」の実施 

平成１７年 ７月 １日  軽費老人ホーム豊寿荘をケアハウスに建て替えケアハウス豊

寿荘として事業実施 

平成１７年１０月 １日  軽費老人ホーム（ケアハウス）豊寿荘において特定施設入居

者生活介護事業実施 

平成１８年 ３月 １日  軽費老人ホーム（ケアハウス）和風荘において特定施設入居

者生活介護事業実施 

平成１８年 ３月３１日  大阪府立女性自立支援センター事業運営終了 

大阪府社会福祉会館の会館運営終了 

平成１８年 ４月 １日  特別養護老人ホーム「豊寿荘」（入所定員 50名）事業実施 
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特別養護老人ホーム豊寿荘において「短期入所生活介護事業」

の実施 

特別養護老人ホーム豊寿荘において「通所介護事業」の実施 

特別養護老人ホーム豊寿荘において「診療所ゆたか」の開設 

特別養護老人ホーム四條畷荘において地域包括支援センター

事業の指定を受け事業実施 

特別養護老人ホーム光明荘において地域包括支援センター事

業の指定を受け事業実施 

特別養護老人ホーム高槻荘において地域包括支援センター事

業の指定を受け事業実施 

白島荘グループホーム「華の家」において「短期利用共同生

活介護事業」の実施 

美原荘訪問介護事業所において「自家用自動車有償運送事業」

の実施 

四條畷荘訪問介護事業所において「自家用自動車有償運送事

業」の実施 

光明荘訪問介護事業所において「自家用自動車有償運送事業」

の実施 

白島荘訪問介護事業所において「自家用自動車有償運送事業」

の実施 

短期入所生活介護、訪問介護、訪問入浴、通所介護、特定施

設入居者生活介護、福祉用具貸与事業における２４介護予防

事業所の指定を受け事業実施 

平成１８年 ６月 １日  東大阪養護老人ホーム訪問介護事業所において「自家用自動

車有償運送事業」の実施 

豊寿荘デイサービスセンター「ゆたか」において｢介護予防通

所介護事業｣の指定を受け事業実施 

特別養護老人ホーム豊寿荘において「介護予防短期入所生活

介護事業」の指定を受け事業実施 

平成１８年 ９月３０日  光明荘デイサービスセンターにおいて実施していた「介護予

防通所介護事業」の廃止 

平成１８年 ９月３０日  美原荘、四條畷荘、高槻荘、豊寿荘において実施していた障

害福祉サービス事業「外出介護事業」の廃止 

平成１８年１０月 １日  東大阪養護老人ホームにおいて「外部サービス利用型特定施設入

居者生活介護事業」「外部サービス利用型介護予防特定施設入居

者生活介護事業」の指定を受け事業実施 
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美原荘、春日丘荘、四條畷荘、光明荘、高槻荘、豊寿荘の訪問介

護事業所にて障害福祉サービス「重度訪問介護」の指定を受け

事業実施 

光明荘デイサービスセンターにおいて「障害福祉サービス基

準該当生活介護事業」の実施 

美原荘訪問介護事業所において「地域生活支援事業移動支援

事業」の指定を受け事業実施 

平成１９年 ３月 １日  白島荘グループホーム「華の家」において「認知症対応型通

所介護事業」「介護予防認知症対応型通所介護事業」の指定を

受け事業実施 

平成１９年 ３月３１日  特別養護老人ホーム美原荘における「訪問入浴事業」の廃止 

平成１９年 ３月３１日  美原荘、光明荘、光明の郷ケアセンターにおける「障害者デ

イサービス事業」の廃止 

平成１９年 ４月 １日  美原荘デイサービスセンターにおいて「障害福祉サービス基

準該当生活介護事業」の実施 

平成１９年 ４月 １日  箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「障害福祉サービス

基準該当生活介護事業」の実施 

平成１９年 ４月 １日  箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「地域活動支援セン

ター事業」の実施 

平成１９年 ４月 １日  箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「入浴サービス事業」

の実施 

平成１９年 ４月 １日  箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「日中一時支援事業」

の実施 

平成１９年 ６月 １日  春日丘荘ヘルパーステーションにおいて「産前・産後ホーム

ヘルパー事業」の実施 

平成１９年１１月２６日  特別養護老人ホーム四條畷荘竣工 

平成２０年 １月 １日  特別養護老人ホーム四條畷荘において「デイサービス事業・

介護予防デイサービス事業」の指定を受け事業実施 

特別養護老人ホーム四條畷荘において「老人ホーム四條畷荘

診療所」の開設 

平成２０年 ２月 １日  養護老人ホーム四條畷荘（入所定員 50名）事業実施 

養護老人ホーム四條畷」において「外部サービス利用型特定

施設入居者生活介護事業」の指定を受け事業実施 

平成２０年 ３月３１日  高槻荘における障害福祉サービス「経過的デイサービス事業」

の廃止 

平成２０年 ４月 １日  箕面市立光明の郷ケアセンターにおいて「白島荘小規模多機
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能型居宅介護事業所「ひねもす」」の指定を受け事業実施 

平成２０年 ８月 １日  軽費老人ホーム（ケアハウス）豊寿荘において「介護予防特定施

設入居者生活介護事業」の指定を受け事業実施 

平成２１年 ３月３１日  特別養護老人ホーム白島荘における「配食サービス事業」の

廃止 

平成２１年 ４月 １日  万寿荘において池田市立敬老会館での老人福祉センター事業

の指定管理者指定を受け事業実施。 

平成２１年 ４月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において地域包括支援センター 

             事業の指定を受け事業実施 

平成２２年 ３月３１日  特別養護老人ホーム美原荘における「配食サービス事業」の 

             廃止 

平成２２年 ３月３１日    十二代理事長 中村幹雄氏退任 
平成２２年 ４月 １日  十三代理事長 髙木哲夫氏就任 

平成２２年 ３月１５日  特別養護老人ホーム春日丘荘リニューアルオープン 

平成２２年 ５月 １日   特別養護老人ホーム春日丘荘において保険診療の開始 

平成２２年 ５月 １日  高槻荘において「認知症対応型通所介護事業」「介護予防認知

症対応型通所事業」の指定を受け事業実施 

平成２２年 ６月 １日  春日丘荘グループホームにおいて「介護予防認知症対応型共

同生活介護事業」「認知症対応型通所介護事業」「介護予防認

知症対応型通所介護事業」の指定を受け事業実施 

平成２２年 ６月 １日  春日丘荘ヘルパーステーションにおいて「茨木市高齢者ごい

っしょサービス事業」実施 

平成２２年 ９月 １日  特別養護老人ホーム美原荘、ケアハウス和風荘リニューアル 

オープン 

平成２２年 ９月 １日  特別養護老人ホーム美原荘において保険診療の開始 

平成２３年 ３月 １日  特別養護老人ホーム春日丘荘において「地域密着型介護福祉

施設入所者生活介護事業」「小規模多機能型居宅介護事業」「認

知症対応型通所介護事業」の指定を受け事業実施 

平成２３年 ４月３０日  高槻荘における「福祉用具貸与・介護予防福祉用具貸与事業」

の廃止 

平成２４年 ３月３１日  美原荘における「在宅介護支援センター運営事業」の廃止 

平成２４年 ３月３１日  東大阪養護老人ホームにおける「居宅介護支援事業」の廃止 

平成２４年 ４月 ２日  東大阪養護老人ホーム移転先土地の購入 

平成２４年 ８月 １日  光明荘デイサービスセンター、在宅サービス棟リニューアル

オープン 

平成２４年 ９月２１日  大阪府よりサービス管理責任者等研修事業者の指定を受け事業実施 
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平成２４年１０月 １日  美原荘において定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業の指

定を受け事業実施 

平成２５年 １月１５日  特別養護老人ホーム永寿園とよなか新築工事の竣工 

平成２５年 ３月 １日  永寿園とよなかにおいて地域密着型特別養護老人ホーム、通

所介護、短期入所生活介護の指定を受け事業実施 

平成２５年 ２月 ８日  特別養護老人ホーム白島荘建替え等工事着工 

平成２５年 ３月２７日  基本金の一部 10,000,000円を大阪府へ返還し、基本金

40,000,000円とする 

平成２５年 ３月３１日  特別養護老人ホーム光明荘リニューアル工事の竣工 

平成２５年 ４月 １日  豊中市立養護老人ホーム永寿園とよなか事業の指定管理者の

指定を受け事業実施 

平成２５年 ４月 １日  春日丘荘において茨木市立老人福祉センター南茨木荘、茨木

市立老人福祉センター桑田荘での老人福祉センター事業の指

定管理者の指定を受け事業実施 

             大阪府より介護員養成研修（介護職員初任者研修課程）事業

者の指定を受け事業実施 

平成２５年 ７月１７日  大阪府より相談支援従事者（初任者及び現任者）研修事業者

の指定を受け事業実施 

平成２５年１０月３１日  東大阪養護老人ホーム建替え工事の竣工 

平成２５年１２月 １日  東大阪養護老人ホームにおいて通所介護事業の指定を受け事

業実施 

平成２６年 ２月 １日  東大阪養護老人ホームにおいて居宅介護支援事業の指定を受

け事業実施 

平成２６年 ７月３１日  特別養護老人ホーム白鳥荘建替え等工事の竣工 

平成２６年 ８月 １日  OSJ工房よりそいの丘において就労継続支援 A型及び就労継続

支援 B型事業の指定を受け事業実施 

平成２６年１２月 １日  白島荘において特定相談支援事業及び障害児相談支援事業の

指定を受け事業実施 
平成２７年 ２月１３日  万寿荘における「居宅介護支援事業」の廃止 
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２．基本財産 

  現 金  40,000,000 円 

土 地  美原荘           (8,595.58平方メートル） 

春日丘荘          (10,368.95平方メートル） 

四條畷荘          (5,569.30 平方メートル） 

光明荘           (8,507.31平方メートル） 

高槻荘           (7,200.82 平方メートル） 

白島荘           (4,371.25 平方メートル） 

東大阪養護         (14,831.92平方メートル)          

和風荘           (4,765.58 平方メートル） 

豊寿荘           (5,034.78 平方メートル） 

万寿荘           (3,303.42 平方メートル) 

河南荘           (6,155.60平方メートル) 

   

 

建 物  美原荘          (5,474.93平方メートル） 

春日丘荘        (4,446.89平方メートル） 

春日丘荘「彩の家」 （2,455.66平方メートル） 

四條畷荘       (8,660.22平方メートル） 

光明荘            (5,300.91 平方メートル） 

高槻荘            (4,420.31 平方メートル） 

白島荘            (6,099.21 平方メートル） 

東大阪養護          (9,556.25 平方メートル)       

和風荘            (3,338.85 平方メートル） 

豊寿荘            (8,056.02 平方メートル） 

永寿園とよなか       専有部分(1,194.49平方メートル） 

              共有部分(1,131.37 平方メートルのうち 10000 分の

3354) 

万寿荘            (1,639.07 平方メートル) 

河南荘            (3,066.06 平方メートル) 
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３．役  員 

(1) 役  員（平成２７年３月３１日現在） 

理 事 長    髙 木 哲 夫 

理  事    行 松 英 明 

〃       井 手 之 上 優    

〃       岩 田 敏 郎 

〃       石 原 欽 子 

〃    藤 田 綾 子 

〃    生 田 正 幸 

〃       山 上 幸 雄 

             〃       荒 田 房 生 

監  事    葭 矢 忠 

〃       武 本 勝 司     

(2) 役員退任 

役 職 名 氏  名 在 任 期 間 

理 事 生 田 正 幸 平成２１年４月１日～平成２７年３月３１日 

 
 
 
４．理 事 会 

定款第９条による理事会は、平成２６年度中に次のとおり開催しました。 

回 開催年月日 出席者数 議 案 項 目 

１ 平成 26 年 5月 29 日 ９名 

１、平成２５年度事業報告について  

２、平成２５年度収入支出決算について 

  （平成２５年度資金運用の状況報告を含む。） 

３、事務局移転に伴う定款の一部変更について 

４、各種工事の進捗状況について 

２ 平成 26 年 11 月 28 日 ９名 

１、相談支援事業の実施等に伴う定款の一部変更について 

２、平成２６年度収入支出予算の補正について 

３、経理規程一部改正について 

４、給食委託業者との契約について 

５、各種工事の進捗状況について 

６、茨木市における指定管理者継続への応募について 
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３ 平成 27 年 3月 25 日 ９名 

１、平成２６年度収入支出予算の補正について 

２、平成２７年度事業計画について 

３、平成２７年度収入支出予算について 

４、Ⅲ種職員の創設について 

５、定款の一部変更について 

６、職員の職の設置に関する規則の一部改正について 

７、職員就業規則の一部改正について 

８、給与規則の一部改正について 

９、退職手当規則の一部改正について 

10、役員の報酬等に関する規程の一部改正について 

11、新会計基準導入に伴う経理規程の廃止及び制定について 

12、評議員の選任について 

13、事務局長及び施設長の任免について 

14、万寿荘居宅介護支援事業所の廃止について 

15、各種工事の進捗状況について 

16、施設整備委員会の開催報告について 
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５．施設整備委員会 
理事会より付託され、平成 26 年度の施設整備のために委員会を次のとおり開催しました。 

開催日時 議案内容 

平成 26 年度 
第 1 回施設整備委員会 

平成 26 年 6 月 10 日（火） 

第 1号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう設計監理業者の選定について 

第２号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう入札スケジュールについて 

第３号議案  高槻荘地域密着型サービス施設入札スケジュールについて 

第４号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう入札公告について 

第５号議案  高槻荘地域密着型サービス施設入札公告について 

第６号議案  公告の方法について 

平成 26 年度  
第 2 回施設整備委員会 

平成 26 年 6 月 26 日（木） 

第１号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう入札参加業者の決定について 

第２号議案  高槻荘地域密着型サービス施設入札参加業者の決定について 

第３号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう概要説明の内容について 

第４号議案  高槻荘地域密着型サービス施設概要説明の内容について 

第５号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう予定価格及び最低制限価格の決定方法に

ついて 

第６号議案  高槻荘地域密着型サービス施設予定価格の決定方法について 

平成 26 年度 
第 3 回施設整備委員会 

平成 26 年 8 月 21 日（木） 

第 1号議案  高槻荘地域密着型サービス施設再入札スケジュールについて 

第２号議案  高槻荘地域密着型サービス施設再入札公告について 

第３号議案  再公告の方法について 

平成 26 年度 
第 4 回施設整備委員会 

平成 26 年 9 月 4 日（木） 

第１号議案  高槻荘地域密着型サービス施設入札参加業者の決定について 

第２号議案  高槻荘地域密着型サービス施設概要説明の内容について 

第３号議案  予定価格の決定方法について 

平成 26 年度 
第 5 回施設整備委員会 

平成 26 年 9 月 22 日（月） 

報 告 案 件  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう新築等工事入札後の経過について 

第１号議案  入札スケジュールについて 

第２号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう新築等工事指名競争入札における指名業

者について 

第３号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう新築等工事工事概要説明について 

第４号議案  予定価格の決定方法について 

平成 26 年度 
第 6 回施設整備委員会 

平成26年10月20日（月） 

第１号議案  高槻荘地域密着型サービス施設新築等工事工事請負業者の決定について 

第２号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう新築等工事工事請負業者の決定について

第３号議案  高槻荘地域密着型サービス施設新築等工事工事請負契約内容について 

第４号議案  地域密着型特別養護老人ホーム（仮称）すごう新築等工事工事請負契約内容について 
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6．事業内容 

（１）入所事業所 

 

種 別 施 設 名 所  在  地 事業開始 定員 形態 

特別養護 
老  人 
ホ ― ム 
(介護老人

福祉施設) 

美 原 荘 堺市美原区平尾 595 番 1 号 昭和 52．7．1 120 設置経営

春 日 丘 荘 茨木市南春日丘 7丁目 11 番 22 号 昭和 52．10．1 120 設置経営

春 日 丘 荘 

「彩の家」 
茨木市南春日丘 7丁目 11 番 48 号 昭和 23．3. １ 29 設置経営

四 條 畷 荘 四條畷市北出町 28 番 1号 昭和 53．11．18 120 設置経営

光 明 荘 和泉市伏屋町 3丁目 8番 1号 昭和 55．3．１ 120 設置経営

高 槻 荘 高槻市郡家新町 48 番 7号 昭和 57．2．１ 100 設置経営

白 島 荘 箕面市白島 3丁目 5番 50 号 昭和 60．4．１ 90 設置経営

豊 寿 荘 豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号 平成 18．4．１ 50 設置経営

永 寿 園 

と よ な か 
豊中市新千里南町 3丁目 2番地の 122 平成 25．3．1 29 設置経営

特養計 778  

養護老人 

ホ ― ム

（特定含） 

四 條 畷 荘 四條畷市北出町 28 番 1号 昭和 20．2．１ 
50 

（特定 20 名） 
設置経営

東 大阪 養護 東大阪市新上小阪 11 番 2号 昭和 46．4．１ 
150 

（特定 40 名） 
設置経営

永 寿 園 

と よ な か 
豊中市新千里南町 3丁目 2番地の 122 平成 25．4．1

70 

（特定 30 名） 
設置経営

 養護計 
270 

（特定 90 名） 
 

軽費老人 

ホ ― ム 

（特定含） 

和 風 荘 堺市美原区平尾 2196 番 昭和 38．3．１ 

70 

（特定 30 名 

介護予防含） 

設置経営
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豊 寿 荘 豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号 昭和 45．7．１ 

100 

（特定 50 名 

介護予防含） 

設置経営

万 寿 荘 池田市井口堂 3丁目 4番 1号 昭和 46．5．20 50 設置経営

河 南 荘 南河内郡河南町白木 905 番 昭和 50．4．１ 90 設置経営

軽費計 
310 

（特定 80 名） 
 

合               計 1,358  

 

 (２) 在宅福祉サービス  

① 介護保険事業 

事  業  名  所   在   地 事 業 開 始 

通 
所 

介 

護 

事 

業 

美 原 荘 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
堺市美原区平尾 595 番 1 号 

平成 12．１．6 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

春 日 丘 荘 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
茨木市南春日丘 7丁目 11 番 22 号 

平成 12．3．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

茨 木 市 立 沢 池 老 人 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
茨木市南春日丘 5丁目 1番 8号 

平成 9．4．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

茨 木 市 立 南 茨 木 老 人 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
茨木市東奈良 3丁目 16 番 14 号 

平成 16．4．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

四 條 畷 荘

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー ほ ほ え み 

介 護 事 業
四條畷市北出町 28 番 1号 平成 20．1．１ 

予 防 事 業

光 明 荘 老 人 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 
介 護 事 業 和泉市伏屋町 3丁目 8番 1号 平成 6．10．１ 

高 槻 荘 郡 家 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
高槻市郡家新町 48 番 21 号 

昭和 63．3．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

箕 面 市 立 光 明 の 郷

ケ ア セ ン タ ー 

介 護 事 業
箕面市粟生新家三丁目 12 番 5号 

平成 16．4．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

「 ふ れ あ い 」

介 護 事 業
大阪府東大阪市新上小阪 11 番 2号 

平成 25．12．１ 

予 防 事 業 平成 25．12．１ 

豊 寿 荘

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

介 護 事 業
豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号 

平成 18．4．１ 

予 防 事 業 平成 18．6．１ 

永 寿 園 と よ な か 

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 

介 護 事 業
豊中市新千里南町 3丁目 2番地の 122 

平成 25．3．１ 

予 防 事 業 平成 25．3．１ 
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事  業  名  所   在   地 事 業 開 始 

訪 

問 

介 

護 

事 

業 

光 明 荘 

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 
介 護 事 業

特別養護老人ホーム光明荘 

和泉市伏屋町 3丁目 8番 1号 
平成 2．10．１ 

郡 家 ・ 高 槻 荘 ホ ー ム 

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム高槻荘 

高槻市郡家新町 48 番 21 号 

平成 3．12．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

春 日 丘 荘 

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム春日丘荘 

茨木市南春日丘７丁目 11 番 22 号 

平成 4．7．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

美 原 荘 訪 問 介 護 事 業 所 
介 護 事 業 特別養護老人ホーム美原荘 

堺市美原区平尾 595 番 1 号 

平成 8．10．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．１ 

四 條 畷 荘 訪 問 介 護 事 業 所 

「 ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン ほ ほ え み 」 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム四條畷荘 

四條畷市北出町 28 番 1号 

平成 12．4．１ 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

白 島 荘 訪 問 介 護 事 業 所 

「 は く し ま ヘ ル パ ー 」 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム白島荘 

箕面市白島３丁目５番 50 号 

平成 12．4．1 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

豊 寿 荘 訪 問 介 護 事 業 所 

「 ゆ た か 」 

介 護 事 業 軽費老人ホーム（ケアハウス）豊寿荘 

豊中市新千里西町２丁目７番２号 

平成 14．4．1 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン 

「 ふ れ あ い 」 

介 護 事 業 東大阪養護老人ホーム 

東大阪市上六万寺町 13 番 47 号 

平成 16．2．1 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

定 期 巡 回 ・ 随 時 対 応 型 訪 問 介 護 看 護 事 業
堺市定期巡回・随時対応ケアサポート

OSJ 
平成 24.10.1 

短 期 入 所 生 活 介 護 事 業 

介 護 事 業
特別養護老人ホーム    ９施設 

※９施設全てで送迎サービス実施 

昭和 53．8．1 

予 防 事 業
特別養護老人ホーム    ８施設 

（光明荘を除く特養施設にて実施） 

平成 18．4．1 

訪 問 入 浴 事 業 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム高槻荘 

高槻市郡家新町 48 番 21 号 

平成 5．4．1 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

介 護 事 業
特別養護老人ホーム光明荘 

和泉市伏屋町３丁目８番１号 
平成 12．4．1 

居 宅 介 護 支 援 事 業

特別養護老人ホーム   ７ヶ所 

養護老人ホーム     １ヶ所 
平成 11．10．1 

南茨木居宅介護支援事業所 平成 16．4．1 

認知症対応型 

共同生活介護 

白 島 荘 グ ル ー プ 

ホ ー ム 「 華 の 家 」 

（ 短 期 利 用 含 ） 

介 護 事 業
特別養護老人ホーム白島荘 

箕面市白島３丁目５番 50 号 

平成 14．3．1 

予 防 事 業 平成 18．4．1 

東大阪市新上小阪 11 番２号
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春 日 丘 荘 

グ ル ー プ ホ ー ム 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム春日丘荘 

茨木市南春日丘 7丁目 11 番 22 号 

平成 15．4．1 

予 防 事 業 平成 22．6．1 

認知症対応型 

通 所 介 護 

白 島 荘 グ ル ー プ 

ホーム「華の家」 

ﾃ ﾞ ｲ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ 

介 護 事 業
特別養護老人ホーム白島荘 

箕面市白島３丁目５番 50 号 
平成 19．3．1 

予 防 事 業

高槻荘「やすらぎ」

ﾃ ﾞ ｲ ｻ ｰ ﾋ ﾞ ｽ  

介 護 事 業 高槻荘郡家デイサービスセンター 

高槻市郡家新町 48 番 21 号 
平成 22．5．1 

予 防 事 業

春 日 丘 荘 

グ ル ー プ ホ ー ム 

介 護 事 業 特別養護老人ホーム春日丘荘 

茨木市南春日丘 7丁目 11 番 22 号 
平成 22．6．1 

予 防 事 業

デイサービスセンター

春 日 丘 荘 

「 彩 の 家 」 

介 護 事 業

茨木市南春日丘 7丁目 11 番 48 号 平成 23．3．1 
予 防 事 業

小規模多機能

型 居 宅 介 護 

白島荘小規模多機能型

居 宅 介 護 事 業 所 

「 ひ ね も す 」 

介 護 事 業
箕面市立光明の郷ケアセンター 

箕面市粟生新家三丁目 12 番 5号 
平成 20．4．1 

予 防 事 業

小規模多機能センター 

春 日 丘 荘 

「 彩 の 家 」 

介 護 事 業
特別養護老人ホーム春日丘荘彩の家 

茨木市南春日丘 7丁目 11 番 48 号 
平成 23．3．1 

予 防 事 業

 

 

 ② 障がい福祉サービス・地域生活支援事業 

事  業  名 所   在   地 事 業 開 始 

基準該当生活介護事業 

（経過的デイサービス含） 

光明荘老人デイサービスセンター 

和泉市伏屋町３丁目８番１号 
平成 6．10．１ 

美原荘デイサービスセンター 

堺市美原区平尾 595 番１号 
平成 12．10．１ 

箕面市立光明の郷ケアセンター 

箕面市粟生新家三丁目 12番 5 号 
平成 16. 4．１ 

短 期 入 所 事 業 

特別養護老人ホーム高槻荘 

高槻市郡家新町 48番７号 
平成 8．3．14 

特別養護老人ホーム光明荘 

和泉市伏屋町 3丁目 8番１号 
平成 10．4．１ 

特別養護老人ホーム美原荘 

堺市美原区平尾 595 番１号 
平成 13．4．１ 
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居 宅 介 護 事 業 

（ 重 度 訪 問 介 護 事 業 含 ） 

郡家高槻荘ホームヘルパーステーション 

高槻市郡家新町 48番 8号 
平成 4．7．15 

光明荘ヘルパーステーション 

和泉市伏屋町 3丁目 8番 2号 
平成 3．4．１ 

美原荘訪問介護事業所 

堺市美原区平尾 595 番１号 
平成 10．4．１ 

春日丘荘ヘルパーステーション 

茨木市南春日丘７丁目 11番 22 号 
平成 10．7．13 

四條畷荘訪問介護事業所「ヘルパーステーショ

ンほほえみ」 

四條畷市北出町 28番 1号 

平成 17．5．1 

豊寿荘訪問介護事業所「ゆたか」 

豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号 
平成 17．5．1 

移 動 支 援 事 業 
美原荘訪問介護事業所 

堺市美原区平尾 595 番１号 
平成 18．10．1 

日 中 一 時 支 援 事 業 

箕面市立光明の郷ケアセンター 

箕面市粟生新家三丁目 12番 5 号 
平成 19．4．1 入 浴 サ ー ビ ス 事 業 

地域活動支援センター事業 

就 労 継 続 支 援 A 型 
OSJ 工房よりそいの丘 

東大阪市上六万寺町 13番 47 号 
平成 26．8．1 

就 労 継 続 支 援 B 型 

特 定 相 談 支 援 事 業 
光明の郷相談支援センター「はくしま」 

箕面市粟生新家 3丁目 12番 5 号 
平成 26．12．1 

障 害 児 相 談 支 援 事 業 
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 ③ 市町村委託事業 

事   業   名 所   在   地 事業開始 

地 域 包 括

支   援   セ   ン  タ  ー

美原第１地域包括支援センター 平成 24 年 4.1 

四條畷第 2地域包括支援ｾﾝﾀｰ 平成 18．4．1 

光明荘地域包括支援センター 平成 18．4．1 

郡家地域包括支援センター 平成 18．4．1 

茨木市地域包括支援ｾﾝﾀｰ春日丘荘 平成 21．4．1 

要 介 護 認 定 訪 問 調 査 事 業

特別養護老人ホーム 7ヶ所 

養護老人ホーム   1 ヶ所 

軽費老人ホーム   1 ヶ所 

平成 11．10．1 

南茨木居宅介護支援事業所 平成 16．4．1 

老 人 短 期 入 所 事 業

東大阪養護老人ホーム 

東大阪市新上小阪 11 番 2号 

※送迎サービス実施 

平成 4．4．1 

豊中市立永寿園とよなか 

豊中市新千里南町3丁目2番122
平成 25．4．1 

老 人 福 祉 セ ン タ ー 事 業

茨木市立老人福祉センター 

南茨木荘 
平成 25．4．1 

茨木市立老人福祉センター 

桑田荘 
平成 25．4．1 

茨木市立老人福祉センター 

沢池荘 
平成 9．4．1 

池田市立敬老会館 平成 21．4．1 

堺市立東老人福祉センター 平成 23．4．1 

堺市立北老人福祉センター 平成 23．4．1 

堺市立美原老人福祉センター 

美原総合福祉会館 
平成 23．4．1 
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在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 運 営 事 業

（ C S W 事 業 含 む ）

特別養護老人ホーム光明荘 

和泉市伏屋町 3丁目 8番 1号 
平成 6．10．1 

特別養護老人ホーム春日丘荘 

茨木市南春日丘 7丁目 11番 22号
平成 12．4．1 

茨木市立南茨木老人デイサービ

スセンター 

茨木市東奈良 3丁目 16番 14 号 

平成 16．4．1 

配 食 サ ー ビ ス 事 業

高槻荘郡家デイサービスセンター 

高槻市郡家新町 48番 21 号 
平成 5．4．15 

春日丘荘デイサービスセンター 

茨木市南春日丘 7丁目 11番 22号
平成 12．3．1 

茨木市立南茨木老人デイサービ

スセンター 

茨木市東奈良 3丁目 16番 14 号 

平成 16．4．1 

特別養護老人ホーム四條畷荘 

四條畷市北出町 28番 1号 
平成 13．3．15 

高 齢 者 世 話 付 住 宅

生 活 援 助 員 派 遣 事 業

特別養護老人ホーム美原荘 

堺市美原区平尾 595 番 1号 
平成 12．6．22 

産 前 ・ 産 後 ホ ー ム ヘ ル パ ー 事 業
春日丘荘ヘルパーステーション 

茨木市南春日丘 7丁目 11番 22号
平成 19．6．1 

高 齢 者 ご い っ し ょ サ ー ビ ス 事 業
春日丘荘ヘルパーステーション 

茨木市南春日丘 7丁目 11番 22号
平成 22．6．1 

 

 

(３) その他の事業 

事   業   名 所   在   地 事業開始 

訪 問 介 護 員 養 成 研 修 事 業 高槻市郡家新町 48番 21 号 平成 16．12．1 

社 会 貢 献 事 業

特別養護老人ホーム 6ヶ所 

養護老人ホーム   1 ヶ所 

軽費老人ホーム   3 ヶ所 

平成 16．4．1 
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自 家 用 自 動 車 有 償 運 送 事 業

美原荘訪問介護事業所 

堺市美原区平尾 595 番 1号 
平成 18．4．1 

四條畷荘訪問介護事業所 

「ヘルパーステーションほほえみ」 

四條畷市北出町 28番 1号 

平成 18．4．1 

光明荘ヘルパーステーション 

和泉市伏屋町 3丁目 8番 1号 
平成 18．4．1 

白島荘訪問介護事業所 

「はくしまヘルパー」 

箕面市白島 3丁目 5番 50 号 

平成 18．4．1 

ヘルパーステーション「ふれあい」

東大阪市新上小阪 11 番 2号 
平成 18．6．1 

豊寿荘訪問介護事業所「ゆたか」

豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号
平成 26．4．1 

O S J 介 護 員 養 成 ス ク ー ル

OSJ 介護員養成スクール美原校 

堺市美原区平尾 595 番 1号 
平成 25．4．1 

OSJ 介護員養成スクール四條畷校 

四條畷市北出町 28番 1号 
平成 25．4．1 

OSJ 介護員養成スクール高槻校 

高槻市郡家新町 48番 21 号 
平成 25．4．1 

OSJ 介護員養成スクール豊寿校 

豊中市新千里西町 2丁目 7番 2号
平成 25．4．1 
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Ⅱ 平成 26 年度事業執行概要 
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平成２６年度事業執行概要 
 
平成２６年度は、特別養護老人ホーム白島荘建て替え工事の竣工に伴い、法人事務局の

移転とＯＳＪ研修・研究センターの開設、そして、堺市・高槻市における地域密着型サー

ビス施設の工事に着手するなど、施設整備を進めてまいりました。また、旧東大阪養護老

人ホーム跡地においては、平成２５年度から準備を進めてきた障がい者の就労支援事業を

開始するとともに、茨木市での多世代交流センターの公募においては、保育・療育分野に

ついて他法人と連携して事業を提案し、採択されるなど当法人において新たな取り組みを

進めた年度となりました。 
経営面においては、平成２７年度の介護報酬改定や新規施設整備における建築費用の高

騰などが当法人の収支状況に与える影響について検討し、施設改修・整備計画の更新を行

いました。また、月々の経営状況の確認とその課題への対策に加え、経費削減に向けた取

り組みの一環として、一括契約の推進やＬＥＤ照明の導入などコスト削減についても積極

的に取り組みました。 
介護人材の確保については、当法人の最重要課題として雇用安定にかかるプロジェクト

チームを立ち上げ、リクルーター制度の導入や紹介手当支給制度の創設など具体的な取り

組みを検討しその効果を上げることができました。また、大阪府に対しては地域医療介護

総合確保基金を活用した介護職員確保に関する取り組みを提案し、平成２７年度から他機

関と協働して大阪府下全域の介護人材のすそ野拡大にも関わることとなりました。さらに、

法人４施設において介護職員初任者研修を実施し、その研修修了者に対して働きかけを行

い、介護人材確保が困難な中、多くの雇用に繋げることができました。 
人材の育成については、ＯＳＪ経営塾やリーダー養成自己啓発研修を引き続き実施する

とともに、職員に対する個別研修を充実させるための適切な研修計画を立てる「わたしプ

ログラム」の作成を全職員対象に実施しました。 
地域との連携に関する取り組みとしては、堺市における認知症カフェの運営受託や各施

設における認知症サポーターの養成など、各市町村が取り組みを進めている認知症高齢者

支援について、施設が果たすべき役割を考えながら積極的に取り組んでまいりました。ま

た、非常災害時における取り組みとしては、４回目となる総合防災訓練を地域住民との関

わりを含めた内容で実施するとともに、各市町村には災害発生時にそれぞれの施設が地域

の要援護者支援の拠点となれるよう、福祉避難所の指定に関する働きかけとその協定の締

結を進めることができました。 
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Ⅲ 中長期経営計画 
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Ⅲ 中長期経営計画 
１．自己評価結果について 
平成２６年度取り組んだ実施計画は合計１０３項目となり、その項目ごとに中長期経営計画推進Ｐ

Ｔによる自己評価を行いました。その評価結果については以下のとおりです。 
（１）平成２６年度進捗状況一覧     

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計 
介護・生活支援サービスの充実 21 10 4 3 38 
経営基盤の安定化に向けた取り組み 12 0 2 1 15 
人材育成と環境の整備 30 5 3 2 40 
地域社会との連携 6 1 1 2 10 
合計 69 16 10 8 103 
（Ａ：計画どおり進んでいる Ｂ：概ね計画どおり進んでいる Ｃ：やや遅れている Ｄ：遅れている） 

２．中長期経営計画の進捗状況について 
中長期経営計画も実施４年目を迎え、平成２６年度の実施計画の自己評価については、Ａ・Ｂ評価

割合が約８１％となり、概ね順調に進捗している結果となりました。これらＡ・Ｂ評価となった取り

組みについては、本報告書の「Ⅳ．管理」の部分で具体的に示しております。ここでは、Ｃ・Ｄ評価

になった主な項目について以下のとおり報告いたします。 

「介護、生活支援サービスの充実」では、認知症ケアの充実について、中長期経営計画初年度より

認知症介護実践者研修等の受講を各施設において積極的に進めており、認知症ケア加算の算定要件を

満たす受講者数を確保できる平成２８年度から算定していく予定です。医療的サービスの充実につい

ては、老人保健施設運営に向けた検討や看護職員の夜勤配置が課題として残りました。特に老人保健

施設運営については、施設整備が伴うものであり、現在の施設整備計画を優先することとなりました。

また、看護職員の夜勤配置については、その人材確保が難しく、現状では美原荘における宿直勤務を

看護職員が行うにとどまっています。障がい者の地域移行に向けた取り組みについては、豊中市にお

ける障がい福祉サービス事業が本格的に開始してから検討を行うこととしています。 

「経営基盤の安定化に向けた取り組み」では、太陽光発電について、高槻市、堺市の新規施設での

導入を検討しましたが、昨今の建築費用の増加に伴い設置時期を見直すこととなりました。また、市

町村報告事故件数の減少については、事故防止の取り組みを重点課題として位置付け、事故防止安全

強化月間を設けるなど、その取り組みを進めてまいりましたが、前年度比で５件の事故削減にとどま

る結果となりました。 

「人材育成と職場環境の整備」における大学・専門学校等における学習の機会提供については、大

阪大学大学院人間科学研究科等が開催したシンポジウムの後援を行い、職員に学びの場を提供するに

とどまりました。また、東日本大震災の被災地にある特別養護老人ホームに法人職員を派遣し、防災

の大切さやユニットケアの取り組みについても学ぶことができました。職員の休憩場所、休憩時間の

取り方等の調査については、内部監査の際に実施しており、来年度はそれらの調査内容に基づいた改

善計画、指針を作成し、改善に向けた取り組みが全施設でさらに進められるよう体制を整えます。 

「地域社会との連携」では、昨年度に引き続き、平成２６年度も各施設で認知症サポーター養成講

座を開催し、１，３２９名のサポーターを養成することができましたが、その組織化や実際の活動に

は至りませんでした。今後、市町村にも働きかけながら具体的な方策の検討が必要となっています。 

最後に、平成２６年度の中長期経営計画推進ＰＴにおいては、中長期経営計画後期計画（平成２８

年度～平成３２年度）の見直しのため、地域への意向調査の実施や利用者・職員アンケート調査の実

施、現場職員ブレーンストーミングの実施等に取り組み準備を進めました。 

 

８３
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1 
 

１．建物・設備管理 
（１）敷地及び建物状況一覧 

名    称 敷地面積(㎡) 建物面積(㎡) 構     造 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

美 原 荘
8,595.58 5,474.93 R.C 3 階建（一部鉄骨） 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

春 日 丘 荘

10,368.95 

4,109.77 R.C 2 階建（一部平屋建） 

春 日 丘 荘 グ ル ー プ ホ ー ム 337.12 R.C 2 階建 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

春 日 丘 荘 「 彩 の 家 」
2,455.66 R.C 3 階建 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

四 條 畷 荘
5,569.30 8,660.22  R.C 4 階建 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

光 明 荘
8,507.31 5,300.91 R.C 平屋建（一部 2･3 階建） 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

高 槻 荘
6,420.80 3,937.03 R.C 2 階建（一部平屋建） 

高 槻 荘 郡 家 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 780.02 483.28 R.C 2 階建 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

白 島 荘
4,371.25 6,099.21 R.C 4 階建 

東 大 阪 養 護 老 人 ホ ー ム 3,279.00 6,424.29 R.C 5 階建 

ＯＳＪ工房よりそいの丘 11,552.92 3,131.96 R.C 2 階建（一部平屋建） 

軽費老人ホーム(ケアハウス)

豊 寿 荘
5,034.78 8,056.02 R.C 4 階建（一部鉄骨） 

豊中市立養護老人ホーム

永 寿 園 と よ な か
2,354.82 5,104.15 

R.C 地下１階、地上 4階建 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

永 寿 園 と よ な か
R.C 地下１階、地上 4階建 

軽費老人ホーム(ケアハウス)

和 風 荘
4,765.58  3,338.85 R.C 地下１階、地上 4階建 

軽 費 老 人 ホ ー ム 万 寿 荘 3,303.42 1,639.07 R.C 2 階建（一部 3階建） 

軽 費 老 人 ホ ー ム 河 南 荘 6,155.60 3,066.06 R.C 2 階建（一部 3階建） 

茨木市立沢池老人デイサービスセンター
3,193.62 

601.93 R.C 2 階建の 1階部分 

茨木市立老人福祉センター沢池荘 1,017.64 R.C 2 階建の 2階部分 

茨木市立南茨木老人デイサービスセンター
2,320.87 

755.15 R.C 2 階建の 1階部分 

茨 木 市 立老 人 福祉 セ ンタ ー 南茨 木 荘 987.65 R.C 2 階建 

茨木市立老人福祉センター桑田荘 2,742.00 890.22 R.C １階建 

池 田 市 立 敬 老 会 館 8,062.00 1,731.00 R.C 2 階建 

箕面市立光明の郷ケアセンター 936.01 418.99 R.C 3 階建（2 階部分は一部） 

堺市立北老人福祉センター 4,202.00 1,368.65 R.C 地下 1 階地上 2階建 

堺 市 立 東 老 人 福 祉 セ ン タ ー 東区区役所の一部 1,086.78 
R.C 地下 1 階地上 4 階建ての 1階及

び 2階の各一部 

堺 市 立 美 原 総 合 福 祉 会 館

美 原 老 人 福 祉 セ ン タ ー
5,156.55 2,505.82 R.C 地下 1 階地上 2階建 
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（２）施設整備・改修工事状況 
平成２５年３月に着工した白島荘建替え等工事については、工事請負業者との調整を適切に行いなが

ら、平成２６年７月３１日に無事竣工することができました。工事期間中は生活環境の変化を少しでも

軽減できるよう、箕面市、豊中市の協力を得て隣接する施設を借り受け、利用者に仮住まい先として生

活して頂くと共に、気分転換を図れるような取り組みを実

施しながら、現地での建て替え工事を行いました。 
また、旧東大阪養護老人ホームにおいては障がい福祉サ

ービス事業を開始するため、一部改修及び耐震補強工事を

行い、平成２６年６月末に完了しました。四條畷荘のデイ

サービスセンターにおいては、ゆとりのある空間でサービ

ス提供を行うため、フロアの一部拡張工事を実施しました。

これら２つの工事については少しでもその工事費用を削減

するため、同一業者で請け負うことができるよう工夫して

入札を行いました。 
堺市及び高槻市における地域密着型サービス事業については、資材の高騰や工事請負業者の人材確保

難などが影響し入札不調もありましたが、平成２６年１０月末に着工することができました。この２つ

の新規事業につきましては、平成２６年度で施設整備を終える予定でしたが、資材の調達の遅れから工

期の延長が発生し、平成２７年度夏頃の竣工予定となりました。 
豊中市における障がい福祉サービス施設については、平成２７年度からの事業開始に

むけて整備計画を進めてきましたが、平成２６年の国庫補助金内示額が当初より大きく

減額されたため、豊中市との協議の結果、平成２６年度補正予算での補助金内示を受け

ることとしました。しかし、平成２６年補正予算においても当該事業にかかる補助は予

算化されず、再度豊中市と協議を行った結果、平成２７年度の当初予算での内示を待つ

こととなり、施設整備は大幅に遅れることとなりました。  
しかし、平成２５年度に選定を受けた当該計画の公募要件では「平成２６年度末に施

設整備が完了しなかった場合は平成２７年度以降、現在の豊中市立で運営している短期

入所、生活介護、就労継続支援Ｂ型などの事業を引き継ぐこと」とされており、平成２

７年４月から施設整備が完了するまでの間、その事業を引き継ぐこととなりました。  

施設 内容 

特別養護老人ホーム白島荘 
建替えによる新築工事 

平成２６年７月３１日竣工 

旧東大阪養護老人ホーム 
新規障がい者福祉サービス実施のため、一部改修・耐震補強工事 

平成２６年６月３０日竣工 

四條畷荘デイサービスセンター 

ほほえみ 

定員増に伴う拡張工事 

平成２６年７月３１日竣工 

高槻市地域密着型サービス施設 
新規事業による新築工事 

平成２７年３月３１日現在出来高８.３％ 

堺市地域密着型サービス施設 
新規事業による新築工事 

平成２７年３月３１日現在出来高７％ 

豊中市地域密着型サービス・障がい福

祉サービス施設 

平成２６年度着工予定であったが、施設整備補助金の関係上平成２７

年度着工となる。 

新築の特別養護老人ホーム白島荘 
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２．事業管理  
（１）介護・生活支援サービスの向上 
 ①安心・安全なサービス提供への取り組み 

介護事故減少への取り組みについては、平成２６年７月から９月の３ヶ月間を事故防止安全強化月

間と定め、「介護ミス・職員の対応・アセスメント不足により発生する事故の削減」をテーマに、各施

設において通常取り組んでいる対策に加えて、事故を減少させるための３か月間の具体的な計画書を

作成し、その内容について月ごとに進捗管理することで、年間合計事故件数を減少することができま

した。 
虐待防止への取り組みについては、各施設の虐待防止委員会において虐待防止に係る自己チェック

を実施するとともに、昨年度定めた虐待防止推進月間（１０月）には各施設において、虐待防止につ

いての職員研修を実施するなど、新たな取り組みを進めました。また、１２月には全職員の人権意識

を高めるためのポスター作成に向け、そのデザインとメッセージについてそれぞれ法人内の全職員に

募集しポスターを完成することができました。 
 
②認知症ケアへの取り組み 
「大阪大学・ＯＳＪ認知症ケア研究会」において作成した認知症高齢者をより深く理解するために特

化したアセスメント様式を用い、美原荘、高槻荘において事例検討を重ねました。職員が認知症高齢者

に対する理解を深め、利用者に適切なケアを提供することで、認

知症状の改善がみられるのはもちろんのこと、それに伴い、職員

のモチベーション向上に繋がることが分かりました。また、春日

丘荘グループホームでは、大阪大学と国際電気通信基礎技術研究

所が研究を進めているテレノイド（小型遠隔操作型アンドロイド）

を活用した認知症高齢者へのアプローチについても協力し、その

取り組みの様子がテレビにおいて放送されるなど話題となりま

した。 
 

③ユニットケア・個別ケアを充実させるための取り組み 
 四條畷荘においては、「ユニットリーダー研修実地研修施設」の指定に向け、平成２５年度から取り

組みを進め、今年度も引き続き施設内における利用者の視点に立った個別ケアについての取り組み、記

録の方法、ユニットのしつらえ等の見直しを行い、平成２６年９月末に全国で５５施設、大阪府下で３

施設目の指定施設となることができました。白島荘においても施設整備に伴い、従来型多床室からユニ

ット型個室の施設へと移行するための取り組みとして、２４時間シートの活用やユニットケアについて

の研修会を計画的に実施し、個別ケアの重要性を職員に周知しその準備を進めました。 
 

④重度化への対応と医療ケアの充実 
白島荘では法人内において８箇所目となる保険診療所を設置するとともに、常勤医師の配置を行うこ

とで、ますます高まる医療ニーズへの対応が可能となり、住み慣れた場所でより長く生活が継続できる

体制が整備されました。 
また、法人の看護職員会議では、看取りケアの実践事例を通じて、利用者・家族のメンタルサポー

トについての検討を行いました。春日丘荘においても、看取り後に行う家族アンケートの作成・実施

や、「グリーフケア・カンファレンス」として看取り後の振り返りを行うことで、看取りケアの質の向

テレノイド撮影の様子 
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上を図ることができました。 
これらの取り組みを通じて利用者とその家族の希望をふまえた看取りケアを積極的に実践し、平成２

６年度は法人内特養において３４名の方を施設で看取ることができました。 
  

⑤ケアマネジメント力の強化   
施設利用者への適切な個別ケアを進めるためのケアマネジメント力向上を目的とし、施設ケアマネ

ジャー会議において、アセスメントの実施やサービス担当者会議の開催、サービス計画書への同意な

ど一連のケアマネジメントの流れを再確認し、ケアプラン作成の手順書を更新しました。また、居宅

介護支援専門員会議においては、高齢化が進む障がい者への適切なケアマネジメントが行えるよう、

精神疾患、難病等についての専門知識を学ぶための勉強会や様々な困難ケースへの対応力を高めるた

めの事例検討などを実施し、スキルアップに努めました。 
 
⑥サービスの標準化への取り組み 
サービスの標準化を進めるためのＩＳＯ９００１認証取得については、四條畷荘、美原荘、春日丘

荘に続き、高槻荘において認証を取得することができました。また、光明荘についても平成２７年度

の認証取得を目指しその準備を開始するなど取り組みを進めました。 
法人内部監査においては、サービス運営に関わる基本的な監査方法について、その手順や書類の確

認方法などを記したチェックリストを作成し、いずれの監査員も同様の視点で確認ができるよう見直

しを行い内部監査機能の強化に努めました。 
 
⑦自立支援・低所得者対策への取り組み 
平成２６年度はＮＰＯ法人なにわ和楽日の会との連携をさらに強化し、養護老人ホーム、軽費老人

ホームの低所得者への自立支援として、すでに実施している事業団施設の車椅子洗浄に加え、施設内

清掃や草むしりなどの軽作業の依頼を通じて、働く場を提供し、生きがいへの支援へ繋げることがで

きました。また、１２月には大阪府生活困窮者自立促進支援モデル事業において、訓練生が担うこと

のできる業務の分解に協力するなど、平成２７年度からの生活困窮者自立支援法施行を見据えた準備

を行うことができました。 
   

（３）経営基盤の安定に向けた取り組み 
①新会計基準導入への準備 
平成２７年度当初予算からの新会計基準導入に向けて、主事会議を通して新会計基準の理解を深める

ための研修会や会計システム会社による勉強会を開催しました。また、現場に則した会計処理が行える

ように、施設事務担当者の中から新会計基準導入準備の担当者を選任するとともに、勘定科目の設定、

仕訳の方法などを検討し、施設の会計処理方法の標準化を図りました。 
 

②省エネルギー化とコスト管理 
平成２６年度に春日丘荘・四條畷荘で導入したＬＥＤ照明については、一定の削減効果を得ることが

できました。また、継続した省エネルギー化とコスト削減の取り組みに向けて、省エネに関する先駆的

な取り組みを行っている企業等より、節電への取組・ガソリン使用量削減やエコドライブの推進・地域

貢献活動におけるエコ活動等の情報収集を行い、次年度に作成を予定している水道光熱費等の削減に向

けた「省エネマニュアル」の準備を進めました。 
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経費削減に向けた法人一括契約については、これまでにも実施してきた自動車リースや紙おむつ等

に加え、コピー機リース契約の業者選定を進めました。 
 

 ③適正な予算管理 
平成２６年度も目標収支の達成に向けて、経営戦略会議等において各事業の利用率を含めた収入と支

出状況の確認や利用増に繋がる方策の検討、各施設での取り組みについての情報交換を行いながら毎月

の予算管理が適切に行えるよう取り組みました。また、平成２７年２月に出された介護報酬改定（案）

に基づいて平成２７年度の収支を想定するとともに、昨今の建築コストの高騰や平成２９年度の消費税

増税等の経済状況による財務的影響を加味し、施設整備・改修計画を更新しました。 
 
④障がい福祉サービス事業の開始 
平成２６年８月に旧東大阪養護老人ホーム跡地においてＯＳＪ工房よりそいの丘を開設し、就労継続

支援Ｂ型事業を開始するとともに、平成２６年９月にはパンの製造を主とした就労継続支援Ａ型事業を

開始しました。名刺や誕生日カード、朝食時に提供するパンなど、法人内の高齢者施設において販売で

きる製品を取り扱うことで、障がい者の就労を支援することが

できました。 
豊中市の障がい福祉サービス施設については、平成２６年４

月よりその準備室を豊寿荘内に立ち上げ開設に向けての準備を

進めてきましたが、施設整備が遅れたため、平成２７年４月か

ら新たな施設の整備が完了するまでの間、豊中市の運営する事

業を引き継ぐこととなりました。 
 

⑤新規事業等の取り組み 
堺市及び高槻市の地域密着型サービス施設については、平成２７年夏の事業開始に向け準備室を立

ち上げ、工事の進捗管理や職員への研修、利用予定者の面談などを行いました。 
また、茨木市においては、南茨木荘・沢池荘老人福祉センター及びデイサービスセンターの指定管

理期間満了に伴い、個別療育や小規模保育の機能を備えた多世代交流センターとしての新たな指定管

理事業の運営について公募がありました。この公募に対しては、他法人と事業連携をする形での提案

を行い、指定管理者として選定を受けることができました。 
 
（４）人材育成と職場環境の整備 
①雇用安定への取り組み 

当法人で実施している介護職員初任者研修について、今年度は人材確保での新たな取り組みとして、

介護職員初任者研修受講終了者が法人内事業所で６ヶ月以上就業すれば受講料を給付する制度を創設

することで、総受講者数６９名のうち２８名を雇用することができました。また、受験者に法人の魅

力を伝えることができるよう採用案内パンフレットも工夫し、人材確保に努めました。さらに、平成

２６年度は１４名の職員をリクルーターとして任命し、そのリクルーターがそれぞれの出身校に出向

き在校生に法人の魅力を伝える活動を積極的に実施しました。その結果、リクルーターの出身校から

１８名の受験者があり１２名を採用することができました。 
その他、新たな雇用確保のため、近隣他府県での就職説明会や職員募集を行いましたが、求職者は

現住居地近辺での就職を希望する傾向が高く、今後の課題となりました。 

ＯＳＪ工房よりそいの丘 パン工房の様子 
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また、大阪府からは医療介護人材確保基金を活用した事業提案の依頼があり、介護人材確保のすそ

野の拡大のために、地域住民などに介護への理解を深めてもらう事業や職場体験事業等を提案し、平

成２７年度からは、大阪介護福祉士会・大阪介護福祉士養成施設連絡協議会等と共同しながら、介護

のイメージアップのための合同イベントを開催する予定となりました。さらに継続して行っている配

属施設や異動範囲を限定したⅡ種職員採用試験の実施に加え、今年度新たな雇用形態として、配属事

業所や業務を限定したⅢ種職員制度を新たに設けました。  
 

②障がい者雇用について 
障がい者雇用については、施設において数値目標を掲げた障がい者雇用計画を策定するとともに、 

関係機関との連携をさらに強化しながら、就労支援事業所や特別支援学校から実習生の受け入れを行

いました。また、９月からはＯＳＪ工房よりそいの丘の就労継続支援Ａ型においても障がい者雇用を

進めることができ、その結果、障がい者福祉サービス事業での雇用を含めた障がい者雇用率は２．７

７％という全国平均と比べても高い雇用率を達成することができました。これら障がい者雇用につい

ての取り組みを評価され、「大阪府障がい者サポートカンパニー優良企業」として登録されました。 
 

③働きがいのある職場づくり 
ＯＳＪぷらざは、平成２６年度で４回目の実施となり、今年

度は３０７名の職員が参加しました。非正規職員の参加も多く、

表彰や各施設での取り組み発表など充実した催しとなりました。 
また、１２月には在宅事業における職員の交流や活動の共有

を目的に、第２回ＯＳＪ在宅サービスネットワークを開催し、

法人が一丸となって今後の地域包括ケアシステム構築に取り組

む意欲や職員の法人への帰属意識を高める機会となりました。 
 

④明確なキャリアパスの構築について 
平成２６年度は、施設ごとに職員の実践的スキルを評価するアセッサーの研修受講を開始し、キャ

リア段位制度の導入に向けての準備を開始し、今後の具体的な配置やスキルに応じた職務内容の決定、

そして段位に応じた給与への反映について検討できるよう、その準備を進めました。 
 
⑤労働災害等減少についての取り組み 
労働災害減少の取り組みとして、整理・整頓・清潔・清掃の４Ｓ活動を積極的に推進し、各施設に

おいても取り組み標語のポスター化や段差等にテープを貼るなどの『見える化』運動を行い、職員に

とって安全で働きやすい職場環境の取り組みを進めることができました。 
また、業務中業務外を問わず、公用車や私用車の運転に際し、無事故・無違反者への手当支給に関 

する取扱いを制定するなど、職員の交通安全意識向上に努めました。 
 
⑥ＯＳＪ研修・研究センター事業計画推進について 
８月に法人事務局の移転と併せ、ＯＳＪ研修・研究センターを設立し、その記念事業として、大阪大

学大学院人間科学研究科、佐藤教授より「認知症ケア～老年行動学からのアプローチ～」をテーマに記

念講演会を開催いたしました。また、美原荘・高槻荘において取り組んでいる大阪大学との認知症ケア

研究についての発表を行い、多くの地域住民や関係機関の方の参加がありました。 

ＯＳＪ在宅サービスネットワークの様子 
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法人内における内部研修と大阪府や堺市より受託・指定を受けている大阪府サービス管理責任者等研

修や、認知症介護実践者研修、認知症対応型サービス事業管理者研修などの

外部研修については、そのスケジュールに沿って着実に実施することができ

ました。また、大阪府の委託事業として、認知症についての相談・対応のポ

イントをまとめた「認知症ケアマニュアル」を大阪大学と共同で作成いたし

ました。 
介護職員初任者研修については、美原荘、四條畷荘、高槻荘、豊寿荘の４

施設で計画通り実施し、６９名の受講者数となりました。また、平成２７年

度から新たに開校するＯＳＪ研修・研究センター（本校）及び光明荘での開

設に向けた準備を進めることができました。 
 
⑦人材育成について 
平成２５年度から取り組んでいる当法人のＯＢ・ＯＧによる職員育成については、ＯＢ・ＯＧが各

種研修の講師を行うとともに、職員の特性に合わせた育成方法のまとめを作成することができました。

加えて、研修推進室の職員が、個々の職員が抱える仕事への不安及び職場の人間関係についての悩み

等を気軽に相談・支援できる体制を確立しました。また、施設経営・労務管理・サービスの高度化へ

の視点を持った法人の中心的リーダーを育成するための「ＯＳＪ経営塾」、次世代の管理者を目指す

職員を育成するための「リーダー養成自己啓発研修」を引き続き実施しました。さらに、職員に対す

る個別研修に関しては、職員一人ひとりの職種、職階、経験、資格、知識に応じて、適切な研修計画

を立てる「わたしプログラム」の作成を全職員対象に実施し、職員自らが自己研鑽に努め、能力の向

上とモチベーションアップに繋げることで利用者サービスの向上を図れるよう努めました。 
 

（５）地域社会における施設の役割と連携 
①要支援者へのサービスについての検討について 
介護予防・日常生活支援総合事業については、在宅事業所会議やＯＳＪ在宅サービスネットワークに

おいて、厚生労働省のガイドラインを基にサービス内容の整理と情報共有を行い、その理解を深めまし

た。また、箕面市においては当該事業を平成２７年度より実施することとなり、具体的な報酬体系等が

示されたことから、その情報を活用しながら事業実施についての検討を行いました。 
 
②地域の認知症高齢者の支援に向けた取り組み 
昨年度に引き続き、各施設においては地域包括支援センター等を中心に、認知症サポーターの養成講

座を実施し、１，３２９名のサポーターを養成することができました。 
また、美原荘においては、堺市の認知症カフェの運営を受託し、美原区役所内で月２回程度、喫茶や

地域包括支援センター職員が行う介護相談、パソコンを使用した認知症簡易診断など、地域住民に対し

て様々な情報や交流の場を提供することができました。さらには、光明荘において「３丁目のカフェ」

での相談等の実施や和泉市主催の「オレンジカフェ」に積極的に関わるなど、地域の認知症高齢者や地

域住民との関係を深めました。 
 

③地域貢献・地域交流の取り組み 
  各施設の取り組みとして、地域包括支援センター等と連携しながら、高齢者の見守りネットワークの

連絡会への参加や高齢者が集うサロンへの訪問、またコミュニティソーシャルワーカーの配置による個

認知症ケアマニュアル 

38



8 
 

別相談支援を行うなど、それぞれの施設を拠点とした地域の高齢者を支援する取り組みを強化しました。 
また、美原荘においては、堺市認知症予防教室を延べ８９回開催し、四條畷荘や高槻荘においては、

地域住民に向けた介護予防教室の開催、東大阪養護老人ホームにおいては、地域交流スペースを映画

会や喫茶交流の場として活用してもらうなど、地域に根差した施設運営に努めました。 
 
④災害時の対応への取り組み 
平成２６年１０月に各施設合同の総合防災訓練を実施し、地域特性に合わせた被害想定に対する対

策や、災害時の食事炊き出し、施設間での支援物資の輸送等、新たな訓練内容を取り入れ、災害時の

対応において、より具体的な状況を想定した防災訓練の実施、緊急時相互連携協定を締結している他

法人との連携訓練も行いました。また、今後の防災対策をさらに

強化するための取り組みとして、東日本大震災で被災された施設

に出向き防災・減災に対する学びを深めるとともに、大阪府障害

者福祉事業団との勉強会においては、平成２７年度の合同訓練を

より具体的な内容で実施する方向で検討いたしました。 

総合防災訓練の様子 
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V 各施設事業執行状況 
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特別養護老人ホーム美原荘 
軽費老人ホーム(ケアハウス)和風荘 

 
１．事業の執行概要 

今年度は、特養・ショートステイの利用率が予定よりも２％下回ったことや、訪問介

護事業において人員の確保が遅れ、サービス提供体制が不十分であったこと等が影響し、

大きく減収となりました。その中で、堺市の事業においては、認知症予防教室（西区・

中区・南区）の運営や認知症カフェ事業（みはらカフェ）の運営を受託し、メディア等

にも取り上げられ注目を受け盛況となりました。 
 

２．平成２６年度ステップアップ事業  
（１）品質マネジメントシステムに準拠した美原荘グループ人材育成システムの構築 

今年度は、特に非常勤職員のスキルアップとモチベーションの向上を中心に検討し、

ＩＳＯ９００１・２００８の認証範囲である特養、ショートステイ所属職員の個人力量

評価の試行を進めてきました。品質マニュアル指定様式（個人力量評価表）を一部変更

し、自己評価及び他者評価ができるように設定、年２回、Ⅰ期（９～１０月）、Ⅱ期（２

～３月）に各科主任級職員で実施しました。評価の見方にバラつきがあることやフィー

ドバック方法について不十分であるなど、課題については今後も検討を継続し、来年度

につなげます。目標の達成については、まだ試行が必要な内容であり、達成できていま

せん。 
 

（２）認知症の利用者に対する専門的ケアの実践（軽費老人ホーム） 
今年度の学習療法は、「特定施設サービス計画」・「個別機能訓練計画」と連動させる

事で他職種連携を実践し、併せて１名あたりの学習回数を増やし個々の利用者との関わ

りを深める事で認知症予防と改善に取り組みました。また、くもん学習療法センターよ

り講師派遣を依頼し、学習療法士１級資格習得研修を実施し職員５名が資格を取得しま

した。 
他には、学習療法への理解を深める為、「学習療法だより」にてご家族へ実施状況を

報告し、福岡で開催された「学習療法シンポジウム」での実践発表や大阪での勉強会で

も同様の発表を行う等、ＰＲ活動も行いました。目標達成については、学習療法は予定

通り５事例実施し、スキンシップケアについては、２名が研修参加し他職員への伝達研

修までを実施しましたが、事例には至りませんでした。 
 

（３）個別プログラムの充実による『その人らしさ』を支える取組（通所介護事業） 
   ①枠に捉われない自由参加型プログラムの構築 

利用者個人の趣味や嗜好の聞き取りを行い、その方が「やってみたい」と思われる

内容や、ご家族・ケアマネジャーからニーズのあった内容を創作室・リハビリ室等を

使用して１～３人程度の少人数でゆっくりと楽しんで頂きました。 

②個別機能訓練の充実 

現在、個別機能訓練Ⅱに取り組まれている利用者の内容について、再度アセスメン

トを行い、それに基づき計画作成し、内容の充実を図りました。 

③専門的な認知症ケアの取組み 

（ア）認知症介護実践者研修の受講 
（イ）学習療法士認定研修会の受講（学習療法士１級資格認定） 
 受講職員を中心とし、（ア）は１０月から、（イ）は１１月から取り組みを開始しました。 

（ア）は２名を対象に取り組み、行動の改善が見られましたが２名とも施設入所と

なりました。（イ）についても２名を対象に行っています。目立った効果はまだあり

ませんが、現在も継続して取り組んでいます。 
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   ④外出行事の実施 

年２回（お花見・初詣）のみの実施となりました。参加された利用者からは、満足

の声を多数頂きました。 

    ⑤日常生活支援ができるサポート体制の整備 

（ア）自宅で朝食が用意できない利用者への朝食の提供（２名） 
（イ）自分で服薬管理が出来ない利用者へのサポート（４名） 
（ウ）体調不良の利用者への早期対応・医療との連携 
以上、５項目についてそれぞれ取り組みましたが、まだまだ不十分であり来年度も引

き続き継続します。 
 

３．施設の管理 
（１）建物・設備等の管理について 
  ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 

（美原荘）年度当初に懸案事項であった、隣接する道路に設置している看板の撤去工事

を行いました。また、エアコンやボイラー等の修繕が多く、予定より支出が増大しまし

た。来年度以降に熱源も含めた改修検討が必要です。他には業務用洗濯機が２台故障し

たため、１台ずつ購入とリースを行いました。 
（和風荘）各居室のエアコンの経年劣化に伴い取替が必要となった為、当初の予定通り、

約半数の居室の取替工事を行いました。介護用ベッドについては購入を予定していまし

たが、次年度の新規事業開始の際に繰越し、一括購入をすることとしました。当面の必

要分については退去者の寄贈品等を活用しました。 
②建物の衛生管理 

感染症（疥癬）対応の一つとして居室のオゾン殺菌を実施しました。また、管内の消

毒対策として、微酸性次亜塩素酸水生成装置を導入しました。  
                

（２）事業管理について 
①経営 

（美原荘）介護人材や相談専門職の不足があり、年間を通してフリーペーパーや折り込

み、ハローワーク等へ求人募集を行いましたが、問い合わせは少ない状況でした。介護

職員初任者研修秋コース受講者からは、５名の雇用につながりました。   
（和風荘）建替え後１５年の経年劣化により居室まわりの設備や浴室の循環ポンプ等が

故障し修繕が必要でしたが、水道光熱費の管理を行い当初予算の範囲で執行する事がで

きました。   
 

４．事業・サービスの推進 
（１）特別養護老人ホーム 
  ①安定した利用率の取り組み（相談） 

今年度は入院者を含め、急に亡くなられる退所者が例年よりも多くあり、退所後の対

応が遅くなった事で、毎月目標の利用率を達成出来ませんでした。 
その結果、年間の特養利用率平均は９５.８％程度となり、当初目標の９７.４％を大き

く下回り、また、短期入所を併せての利用率平均も９７.３％となり、目標である９９.７％

を達成する事が出来ませんでした。今後はどのような急な変化にも対応できる仕組みを考

えて安定した利用率を確保していけるよう努めます。 
  ②介護 

認知症の取り組みに関して、昨年度に引き続き大阪大学・ＯＳＪ認知症ケア研究会と

共同し、１事例を元に分析、人形を使っての取り組みを試みました。 
施設内での内出血・表皮剥離事故については、機能訓練指導員と協力の上研修を実施
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し、一人一人にあった移乗方法の実践や、個々に適した車椅子への変更等を行いました。 
また今年度はＩＳＯ維持監査の２回目が終了し、その中で課題も見えてきており、Ｐ

ＤＣＡサイクルについて引き続き職員全体で学び、利用者が安心して生活できるよう取

り組んでいく必要があります。来年度の更新審査に向けて各部署と連携を図りながら施

設サービスの向上に努めていきます。 
  ③看護 

医療機関との連携で入院者、退院者の状態の把握に努め、スムーズな受け入れを行っ

てきましたが、退院後すぐに入院になるケースもあり、より詳細な状態把握の必要性を

感じました。看取り介護実施については、徐々に受け入れや職種間の連携もスムーズに

なった事で、希望があれば実施できる体制が整い、今年度は１名の看取り介護を実施し

ました。 
④機能訓練 

跳ね上げ式、背もたれ調整が可能な車椅子を２０台導入し、利用者の両下腿表皮剥離

の事故減少、移乗介助時の負担の軽減を図ることができました。また、食事時に機能訓

練指導員がフロアを巡回・直接介助を行い、利用者の嚥下状態異常の早期発見に努め、

介護職員と連携・相談をしながら月１回の嚥下指導にて助言を受けることで誤嚥性肺炎

の予防に努めました。 
  ⑤栄養 

医師、歯科衛生士、看護職員、介護職員、栄養士、調理師の協働作業で、利用者一人

ひとりの嚥下状態に合わせた最も適切な食事形態で摂取して頂くことで、誤嚥の減少に

つながりました。 
また、臨床検査値（血糖値、ＨｂＡ１ｃ値等）を考慮しながら、生活の場として本人

の意向も尊重し、施設での暮らしを満足して頂けるように他職種協働で働きかけた事で、

穏やかに過ごして頂けました。 
その他には、老人福祉センターの健康教養講座や認知症カフェで実施した、料理教室

やおやつ作りを通して、地域の高齢者とのつながりを強化する事ができました。 
 

（２）軽費老人ホーム 
入院者訪問を頻繁に行い、入院期間の見込を早期に把握し、入退所調整を行うなど、

利用率の向上に努めるとともに、特定契約入居者が入院された場合には、重度化が進ん

だ一般契約入居者に特定枠を活用してもらえるよう調整を頻繁に行うことで、結果とし

て介護報酬の増加により当初の予算収入を達成しました。 
認知予防対策については、学習療法や作業療法的機能訓練を継続実施し、また、一般

契約者の 75％が要支援か要介護以上の認定を受けるなど重度化が進む中で、「当たり前

の生活」を求めて外出支援のニーズに対応する為、秋にはボランティアの方々の協力を

得て日帰りバスツアーを実施し、毎月の外出会やショッピングツアーなども開催しまし

た。 
 
（３）短期入所生活介護 
  ①安定した利用率の取り組み 

空床利用の活用は、昨年度より実績を増やす事ができました。また個別プログラムも   

介護職員の協力を得て、少しずつではありますが行う事ができ、利用者の楽しみに繋ぐ   

事ができました。しかし、特養へ短期間で数名入所した事もあり、利用率平均が１０６.
２％と、目標であった１１３.６％に達成する事が出来ませんでした。 

  ②新規利用者の受け入れ時の手続きの迅速化 
緊急時の利用を想定した体験利用の活用は、継続した利用に結びつける事が出来ませ

んでしたが、特養入所を目的とした利用者へのショート利用を促し、新規の利用者の確
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保に努めました。今後は、特養の退所者が急に増加した場合でも、直ぐにショート利用

して頂ける体制作りに努めます。  
 

（４）訪問介護 
今年度の計画であった事業所研修計画及び個別研修計画の見直しについてはある程

度の形はできました。研修内容について来年度はより一層の充実を図ります。登録ヘル

パーへの指導は、サービス提供責任者と一緒に利用者宅に向かい、直接指導する方法を

基本とし、より具体的な派遣方法等を伝えることが出来ました。また、日々登録ヘルパー

と利用者の状態等を指示報告するメールも２年目を迎え、システムの不具合も落ち着き、

サービス提供責任者とヘルパーとの指示報告内容も充実しました。 

派遣時間数については目標を大幅に下回りましたが、新規登録ヘルパーの確保時期が

当初予定より大幅に遅れてしまったことが原因の一つです。しかし、１２月の介護職員

初任者研修修了者を４名雇用でき、全体的には今年度の入職者は８名、退職者は２名と

昨年度末より６名の増員となりました。 

 

（５）通所介護 
利用率に関しては、年間の利用率は９２.５％程度となり、当初の目標をほぼ達成する

事ができました。ただし、要支援認定者の受け入れも多く、平均介護度は１.８０程度と

なっています。平成２９年の介護予防・日常生活支援総合事業の移行に備え、今後更に

重介護度の利用者を受け入れる体制を整え、更に安定した利用率を確保していけるよう

努めます。 
 

（６）居宅介護支援 
①居宅サービス事業所･介護保険施設・医療機関との連携 

医療の専門的知識を習得し、医療との連携強化に繋げる目的で近隣病院の外部研修に

積極的に参加し、スキルアップを目的に病院実習参加を推奨しました。堺市拠点病院の

機能や役割、医療との連携について学べた事が利用者の方の安心した在宅生活に繋がっ

ています。また、サービス事業所との情報交換を密にして、多職種間の連携強化を図り、

利用者のサービス満足度向上を図っています。さらに、新人ケアマネジャーの事例に対

して事業所内で会議、主任ケアマネジャーが一緒に支援する事でケアマネジメントフォ

ローを行いました。今年度は毎月新規利用の方の相談があり、月間プラン数が２５５件

と増加しています。 
 

（７）地域包括支援センター 
  ①認知症ケア啓発の実施について 
    年々増加する認知症の方に対して、地域の中で安心して暮らしていける様に、地域住

民の方や校区福祉委員等の方に対して認知症サポーター養成講座を開催しました。職能

団体に対しての認知症サポーター養成講座に関しては、開催実現には至りませんでした

が、次年度のはじめに開催を予定しています。今後も様々な団体等に認知症に関する理

解を深めていただき、地域の中で共助し合える環境作りの支援を引き続き行います。 
②居宅介護サービス事業者・介護保険施設・医療機関・地域との連携の実施について 

見守りネットワーク連絡会やいきいきサロン訪問を通じて、地域の方に地域包括支援

センターの存在の周知及び「顔の見える関係作り」の強化に努めました。いきいきサロ

ンでは、地域の方からその場で相談等もあり、身近な相談窓口としての役割を果たせて

いるのではないかと感じる場面もありました。今後も地域において社会資源の提案及び

各機関との連携・協力体制をより強化する事により、地域の方が安心して暮らす事の出

来る基盤作りを行います。 
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（８）定期巡回・随時対応型訪問介護看護 
    職員一丸となり事業展開に取り組み、開設２年と６ヶ月を迎え、地域への認知度の拡

がりを感じております。現在、当サービスの主なニーズは、定期の服薬介助を含む食事

時間の派遣が大半となっています。東区や美原区の他事業所を含め年度末には１７名の

利用がありました。今後の事業拡大に当たり、早朝・夜間の人員確保が最大の課題です。 

 
（９）老人福祉センター 

 事業目標として３老人福祉センター年間の来館利用者数２５万人及び自主事業の充

実等を掲げておりましたが、年間の合計延べ利用者数は、２４５,７１２名となりました。

また、堺市監査局監査や第三者評価事業を受審し、大きな指摘はありませんでしたが、

指摘のあった点については早急な改善に取り組みました。 
今年度も、自主事業として「３センター合同作品展」（会場：堺市立東文化会館）を

３月に開催し、昨年度の反響も踏まえ、会場スペースを前年の２倍に拡大して行いまし

た。また内容も展示のみならず、出展クラブの活動風景の写真掲示や、クラブ活動体験

コーナー、お茶クラブによるお抹茶提供など、楽しく、ゆったりとくつろぎのひと時を

味わってもらえるような趣向を取り入れて実施しました。４日間で延べ１０４８名の来

場者がありました。 
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特別養護老人ホーム春日丘荘 
特別養護老人ホーム春日丘荘「彩の家」 

 
 
１．事業の執行概要 

今年度はＩＳＯ９００１認証取得の第１回維持審査を受審し、マニュアルの見直しと業

務の分析を引き続き実施することで、この手法を他事業に活かせるように周知を図ってま

いりました。また、中間的就労支援に向けての取り組みについては、大阪府のモデル事業

委託先からの業務分析に取り組み、検討を開始いたしました。 
一昨年から取り組んでおります接遇向上については、接遇マネジメント委員会としての

活動へ進化させるところまで達することができておらず、今後の課題となりました。特別

養護老人ホームは感染症の影響も少なく、良好な利用率を維持いたしましたが、看取りの

方の増加が顕著で、検討委員会を立ち上げ、アンケート調査やマニュアル整備等サービス

向上に取り組みました。在宅サービスにおいては、特に訪問介護事業が人材確保について

困難を極め、事業実績の目標に至りませんでした。 
老人福祉センターの廃止に伴う新たな「多世代交流センター」事業については、南茨木

と沢池の指定管理を受けることになり、次年度事業への準備を推進してまいりました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業    
（１）看取り介護への取り組み  

特別養護老人ホーム春日丘荘(以下「春日丘荘」という)及び特別養護老人ホーム春日丘

荘「彩の家」(以下「彩の家」という)で行われた看取りケアに対する評価指標として、看

取り後に行う家族アンケートを作成し実施することで、看取りケアの質の向上を図りまし

た。 
また、「グリーフケア・カンファレンス」として看取り後に振り返りの場を持ち、家族 

アンケートと併せて、挙げられた看取り対応の改善点をもとに、看取りケアの指針、看取

りケアマニュアルの改訂を行いました。より良い看取りケアの提供を目指し、次年度も内

容の精査を継続していきます。 
 
（２）気づき介護実践の取り組み  

職員が日常の介護やサービス提供の際に、利用者の「安心」・「安全」・「満足」に関する

「気づき」の目を養うことで、事故防止に繋がると考え、全職員で「ヒヤリハット報告書」

を活用した「危険予知能力」を身につける取り組みを行いました。 
  各職員から月に１枚以上「ヒヤリハット報告書」を提出してもらい、情報を共有するこ

とで重大事故件数の前年度比 20％減を目指しましたが、具体的な改善方法の徹底に至らな

いなど、報告書を効果的に活用することができず、目標達成には至りませんでした。 
 

 
３．施設の管理  
（１）建物・設備等の管理について  
  ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 

（ア）厨房床面について、経年による防水機能の劣化やそれによる害虫発生などがあり、

全面改修を行うことで、それらの課題は解消しました。また、厨房の燃料をプロパン

から都市ガスへ変更し、調理機器を都市ガス対応の物に改修しました。経年劣化の激

しい食器洗浄機やシンクについても新規購入すると共に、回転釜は白島荘で不要となっ

たものと交換しました。 
（イ）ウインドウズＸＰの製品サポート終了に伴い３２台のパソコンをウインドウズ７に

入れ替えました。また春日丘荘・彩の家、沢池、南茨木の三拠点毎にＬＡＮ環境とウ
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イルスチェックソフトの整備を行い、ＰＣ／ネットワーク障害切り分け保守体制を確

立しました。 
（ウ）経年劣化の激しかった汚物除去洗濯機、緊急時用自家発電設備を新規購入しました。 
②建物の衛生管理  
（ア）春日丘荘・彩の家については産業医及び衛生管理者による定期巡回を行い、窓枠の

開閉部分固定やデイサービス浴室のカビ防止対策など、指摘された部分について補修

や必要物品の購入などで対応しました。 
（イ）床清掃、窓ガラス清掃、エアコンフィルター清掃、東側斜面の草刈りを各２回ずつ

行いました。 
 

                 
 （２）事業管理について 

①経営  
「春日丘荘」、「彩の家」については、特養入所及び短期入所のどちらも 100％の利用

率を維持できました。その他の事業所についても予算の達成に努めましたが、当初予算

を達成出来なかった事業もありました。支出面においては、施設内電灯のＬＥＤ化によ

る水道光熱費の削減効果がみられましたが、人事異動などによる引継期間の人件費２重

支払や経年劣化などによる予算に組み入れていない修繕費・工事費などがかさみ、当初

予算を超えた部分がありました。 
  ②危機管理  

茨木市と締結した「災害発生に伴う避難施設の設置運営に関する協定書」に基づき、

福祉避難所として各種備蓄品の整備を行いました。 
感染症については、「春日丘荘」、「彩の家」の特別養護老人ホームにおいてノロウイ

ルスやインフルエンザの感染症が発生しましたが、早い段階で終息することができまし

た。 
                    

 （３）労務管理について  
①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制） 

介護職員の人材確保が厳しい中、人材不足による所定外労働が生じ、特に「春日丘荘」、

「彩の家」において所定外勤務時間数の抑制ができませんでした。 
その為、人材確保の新たな試みとして、お仕事説明会の開催、求人募集の横断幕の作

成、春日丘荘ホームページによる求人活動等を実施し、新規職員採用につなげることが

できました。 
  ②職員の健康管理  
    衛生委員会を月１回開催し、産業医による職員の健康状態の確認と衛生管理方法の検

討を行い、禁煙・腰痛予防・メンタルヘルスについて職員に啓蒙活動を行いました。 
    また、腰痛に関してはノーリフト委員会を立ち上げ、持ち上げない介護を実践するた

めの介護機器活用方法を検討し、介護用リフトを来年度購入予定としました。 
 
４．事業・サービスの推進 
 （１）特別養護老人ホーム春日丘荘  
  ①介護からの看取りケアへの取り組み 

利用者の状態を的確に把握出来る様、管理医師・看護職員・介護支援専門員・生活相

談員・介護職員との協力体制を密にしてアセスメントを実施し、施設での生活に満足し

て頂けるよう努めました。 
看取りケアにおいては、ステップアップ事業として「彩の家」と共同して取り組んだ

ことで、看取り介護の実施ケースの増加に繋がりました。また、看取り委員会において
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対象となる方の状態確認を毎月行い、その情報を職員間で周知するなど、対応方法の統

一に努めました。その他、月１回の褥瘡予防委員会においてオムツの見直しを行い、布

おむつ及びフラット形状の紙おむつを撤廃し、パンツ式とパットの組み合わせにするこ

とで蒸れ防止を図ることができ、結果として褥瘡治療の必要者減少が見られました。 

  ②看取りケアの体制作りと感染症予防 
看取りケアについて、各職種と連携を図り１４名の利用者を看取ることができました。

看取りケアを行うにあたり、利用者と家族の意向を確認しながら不安を取り除き、また

安心・満足が得られるよう、管理医師と共に面談の実施回数を増やしました。 
肺炎予防の取り組みについては、口腔ケア・嚥下指導の結果の周知徹底を図ることで、

利用者の重症化があった中においても、肺炎による入院者は１４名と前年度より減少し

ました。 
ノロウイルスによる感染症が発生しましたが、感染症対応の個別研修を実施したこと

により適切な処理と対応ができ、職員一丸となって蔓延を防ぐことができました。 
機能訓練については、個別的なかかわりの一つとして継続的に食事場面において、他

の専門職と連携しながら食事姿勢や可能な摂食嚥下の適正化に努めたことで、誤嚥性肺

炎予防などに繋がりました。また、その他の個別的プログラムでも心身の残存機能を引

き出す取り組みと、環境面を整えながら、ＡＤＬの維持向上に努めました。 
  ③栄養面からの多職種協働による健康維持について 

   食事会議に各職種が参加し、行事食の確認や部署毎の対応方法、楽しく・おいしく食

べて頂けるメニューの検討や嚥下障害対応の軟食メニューの検討などを行い、随時改善

を実施しました。また、厨房床工事に伴う食事提供方法の変更について多職種協働で対

応し、大きな事故や問題もなく工事を完了することができました。 
 

 （２）特別養護老人ホーム春日丘荘「彩の家」 

①一人ひとりの思いに心を寄せたケアについて 

看取りケアにおいては看取りをされた家族に対して、退所引継ぎ時に「グリーフケ

ア・カンファレンス」を実施しました。家族、職員に対して看取りケアの質に関するア

ンケートを実施し、改善点の把握ができました。その結果を踏まえ、看取りケア指針・

マニュアルの改訂に取り組みました。次年度は改善点を基に看取りケアの標準化を行い、

より質の高い看取りケアの実施に繋げます。 

②情報の共有化の実現に向けて 

情報共有のデータ化については、システム上の課題も多く、成果を上げることはでき

ませんでした。また、短期入所におけるサービス担当者会議への介護職員参加について

は人員調整の課題が克服できず、限られたケースのみへの参加となりました。 

③地域社会の一員として開かれた施設作りについて 

地域社会とのつながりについては、介護体験という手法で、地域の小学生との交流を

図ることができました。介護施設との関わりの少ない方々に参加頂けたことは大きな成

果でした。 

 

 （３）訪問介護  
今年度は介護支援専門員と家族との連携・連絡を密にとることで、サービスの質を向

上できるよう努めました。その中で、１０月頃より施設入所や体調不良等による長期の

利用中止者が多くみられ、また職員不足もあり、新規利用者の受け入れが困難な状況と

なりました。その為、既存利用者の派遣内容、回数の見直しを適宜行うなど、利用者の

状態に応じて対応しましたが、派遣回数、時間の回復までには至りませんでした。 
ヘルパー研修は毎月実施し、また個別に利用者の事例についての研修も行うことで利

用者のニーズを考えながら、必要なサービスを提供することができました。 
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（４）通所介護（春日丘荘、沢池、南茨木）  

①茨木市立沢池老人デイサービスセンター 
今年度は、「利用者本位」を特に意識し、利用者のペースに合わせ、利用者の言葉に

すぐに対応できるデイサービスを目指し、画一的なサービスではなく、利用者個人のニ

ーズに応えられるように努めることで、利用者満足度の向上を図りました。 
②春日丘荘デイサービスセンター 

利用者、家族の希望に添えるように送迎や利用時間について柔軟に対応し、併せて、

朝・夕食サービスの提供も行う事により、新規利用者の獲得やサービス利用時間の延長

に繋がりました。また、季節に合わせたイベント等を実施し、サービス内容の充実に努

めました。 
研修については、スタッフが講師となり、自らが教える側として勉強することで知識

の向上を図ることができました。 
③茨木市立南茨木老人デイサービスセンター 

利用者が決められたプログラムに合わせるのではなく、施設が利用者個々のニーズに

対応するように努めました。個別支援計画の達成には、利用者が達成への意欲を継続し

て保持していくことが必要となりますが、様々な問題を抱え日々生活されていることか

ら、意欲保持の難しさを痛感しました。一方で個別プログラムに満足して頂ける利用者

も多く、次年度へ繋がる１年となりました。 
 

（５）認知症対応型通所介護（「彩の家」）  
利用者に提供する個別プログラムの充実を図り、家族の負担軽減策として家族のニー

ズに対する柔軟な対応を行うとともに、家族交流会を企画立案し、２回実施することが

できました。それによって、利用者の家族が悩みを話せる場を提供することができ、具

体的なニーズや問題点を把握することで、家族の負担軽減だけでなく、職員の資質向上

にも繋がりました。 
 
（６）認知症対応型共同生活介護（共用型認知症対応型通所介護含む） 

①穏やかな家庭生活を送るために 
    特に下肢筋力低下や股関節可動域に注意の必要な利用者について、「春日丘荘」の機

能訓練指導員から杖歩行の適切な使用方法や、安全な入浴動作の介助方法、バスボー

ド・浴槽台等の福祉用具の効果的な利用方法を学び、実際に使用出来る環境を整え、利

用者の安心・安全な暮らしの向上に努めました。 
②地域の中に存在すること 

    国際電気通信基礎技術研究所（ＡＴＲ)と大阪大学大学院人間科学科からの依頼により、

遠隔操作アンドロイド「テレノイド」を用いた認知症高齢者の生活支援・社会参加促進

についての研究実験に協力しました。家族との同意形成や利用者のプライバシー、負担

軽減に配慮し、実験を進める中で、テレノイドとのコミュニケーションが、利用者に良

い刺激となり会話量が増したり、ひとときではあるものの精神的に安定されたりする様

子が見られましたので、引き続き次年度も実験協力を継続する予定です。テレノイドの

研究実験については、テレビ東京より取材協力の依頼があり、その模様が「カンブリア

宮殿」でテレビ放送されました。 
共用型認知症対応型通所介護については、必要人員の確保が出来なかったため利用開

始できませんでした。引き続き利用開始に向け人員確保に努めます。 
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（７）小規模多機能型居宅介護  

利用者や家族の急なニーズにも多様なサービスを組み合わせて対応する事で、必要

な時に必要なサービスを提供する事ができました。また、法人内の小規模多機能センター

との交流会を企画し、４回開催することで情報の共有や、事業所の強み、弱みを再認

識することができました。人材育成に関しては、法人内職員交換研修及び特別養護老

人ホーム春日丘荘への実地研修を実施し、職員の介護技術の向上に努めました。感染

症研修については、昨年度の反省を踏まえて“小規模から感染症を出さない”をスロ

ーガンに、各職員に対して述べ１１回個別研修を実施しました。 
 

（８）老人福祉センター事業（沢池荘、南茨木荘、桑田荘）  
年間計画として策定していた介護予防教養講座、教養講座、福祉相談会などを実施し、

常にサービスの向上を心がけ、老人福祉センターの機能向上に努めました。 
また、介護予防教養講座の回数を増やし一層の介護予防に努めるとともに、従前には

実施していなかった内容の新たな教養講座や地域の老人会も参加した作品展示会や演

芸会などを実施し、平成２７年度からの多世代交流センターへの移行に備えました。 
 

（９）地域包括支援センター春日丘荘  
地域包括ケアシステム構築の一つの方法として、地域ケア会議を３回開催しました。

『関係機関の役割とネットワークの理解』を目標に、圏域内の各関係機関に参加を依頼し

地域課題についてグループワークを行いました。今年度あがった課題を次年度の地域ケア

会議に繋ぎたいと思います。 
 
（１０）居宅介護支援 

①春日丘荘居宅介護支援事業所  
    平成２７年度介護報酬改正に対応できるよう積極的に研修に参加し、内部伝達研修を

行い、介護支援専門員の質の向上に努めました。当初４月より介護支援専門員は５名で

したが、６月より６名体制となり、利用者数の増加に努めました。 
②南茨木居宅介護支援事業所   

各事業所との連携を図り、利用者が望むかたちで在宅生活が継続できるように努めま

した。また、定期的なケアマネ会議での情報交換、事例検討を行い、内・外の研修に積

極的に参加するなど、介護支援専門員の質の向上を図りました。 

 

（１１）茨木市コミュニティソーシャルワーカー配置事業 

いきいきネット相談支援センター 

（春日丘荘在宅介護支援センター・南茨木在宅介護支援センター） 

   地域住民の協力を得て要援護者などの個別相談・支援を行いました。また、担当する全

小学校区での「福祉まるごと相談会」や商業施設などでの「生活相談会」に出席し、地域

住民が安心して相談できる場所の提供に努めました。 

地域の民生委員、福祉委員、地域包括支援センターなどで組織する「健康福祉セーフティ

ーネット」を主催し、参加者間の連携を図ることで、地域の生活困窮者を速やかに関係機

関へつなぐよう努めました。また、制度の狭間に陥っている場合は「生活困窮者レスキュ

ー事業」を利用した経済的・物質的救済にあたりました。 

受診拒否や、親子関係の崩壊、親から子どもへの貧困の連鎖、精神障害など、生き難さ

の中にある要援護者が抱える問題は多様化し肥大化しており、積極的に研修に参加し、

様々な知識の習得にも努めました。 
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特別養護老人ホーム四條畷荘 
養護老人ホーム四條畷荘 

 
１．事業の執行概要 

特別養護老人ホームにおいては、懸案事項であった「ユニットリーダー研修実地研修

施設」の指定を受けることが出来ました。これは、指定を取得するまでの各職員の日々

の努力の結果であり、ユニットケアの本質である「暮らしの継続」「自律した生活」を

実現させ、入居者の個別ニーズに応えるための大きな基礎となりました。 
    また、同じく懸案であった「福祉避難所」の指定を受け、四條畷市民に対する地域貢

献の一端を担うものとして、有事の際の四條畷荘の役割がさらに一歩確立したこととな

りました。 
    リスク回避については、職員の取り組みにより重大事故を大きく減少させることがで

き、感染症においても施設内に蔓延させることがありませんでした。この結果から、入

居者・利用者の安心・安全を向上させることが、職員一人ひとりのリスクに対する意識

の高揚に繋がることを窺い知ることが出来ました。 
    収支については、今年度も計画的に進めることができ、そのバランスを保ちながら一

定の結果を残すことが出来ました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業 
（１）「ユニットリーダー研修実地研修施設」指定取得 
    昨年度に引き続き、指定取得に向けて熱血ユニットケア向上委員会を中心に取り組み

ました。今年度は①２４時間シート（２４時間シート・ケアプラン・記録の連動）②環

境（家庭的な設え）③９９項目チェック（要求事項）のそれぞれの課題を改善し、看護

科、栄養科とも連携を図り、特養全部署が一体となって取り組んだ結果、平成２７年度

からの指定を受けることができました。 
 
（２）社会貢献 

衛生状態の悪い地域高齢者への支援として、チームで清掃を行う緊急支援サービス

（１件）、生活保護課、子育て支援チームのワーカー、派遣配置されている大阪府社会

福祉協議会のＣＳＷと連携を図り生活困窮者に対する社会貢献事業（３件）を実施しま

した。 
施設外の１次予防・２次予防事業対象の高齢者、低栄養状態の高齢者及び生活困窮者

の拠点作りとして、市内中心部での候補場所は広さや賃貸料の理由で確保はできません

でしたが、９月から施設の地域交流スペースで毎週一回、気軽に楽しく取り組んでいた

だける学習・運動教室や食事の提供を行い、登録者が１５名にまで達しました。 
 
３．施設の管理 
（１）建物・設備等の管理について 
 ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 
 （ア）デイサービス利用者の利用待機状態を解消する為、平成２５年度に定員数の増加を行

うと共にフロアの拡張工事を実施しました。また、利用者のＡＤＬに合わせたサービ

スを提供する為、同事業所のトイレについても一部増・改修工事を実施しました。 
（イ）入居者が安心・安全で、ゆったりとしたお風呂を楽しめる様、特別養護老人ホームの

ユニット（２ケ所）及びショートステイの個浴槽にリフトを設置しました。 
②建物の衛生管理 
（ア）予算計画に基づき、法定点検・自主点検・清掃を実施しました。 
（イ）各ユニット配置の業務用大型加湿器について、全台数の点検・分解洗浄・フィルター

交換を実施しました。 
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（２）事業管理について 

①経営 
管理者主導のもと経理担当者と各部署主担者で連携を密に取り、各部署の予算内容及び

毎月の収支状況を、相互に確認しながら予算執行を行いました。各主担者で予算内容を把

握することにより、部署発信での改善策や提案が増え、より効率的・効果的に予算執行を

行うことが出来ました。その結果、上方修正で補正予算を組むことが出来ました。 
                    

（３）労務管理について 
 ①職員の健康管理 

個浴に座位式のリフトを３台購入し、入浴業務の負担軽減を図ることができました。 
また健康維持に向けて適度な運動を奨励するために、すべての職員の歩数調査を実施し、

健康意識の向上を目指しました。 
 
４．事業・サービスの推進 
（１）特別養護老人ホーム 
①安全な入浴 

新たに個浴槽へリフト３台を設置し、安全で快適な入浴を提供すると共に、職員の腰痛

予防に取り組みました。 
②口腔ケアの改善   

前年度からの取り組みに加え、肺炎予防の観点からも口腔ケアの見直しを行った結果、

肺炎罹患者が減少し、一人ひとりにあったケアの方法が確立できました。 
③食事形態の改善 

プリン食とミキサー食について、単色の盛り付けからそれぞれの食材の色味を活かした

盛り付けへと改善すると共に、硬さについても検討を重ね改良しました。また家族連絡会

では形態ごとの試食を行って、施設食への理解を深めて頂くことができました。 
 

（２）養護老人ホーム四條畷荘 
小グループでの外食会を積極的に開催し、生活の楽しみを増やすことで、入居者同士

の交流を深めました。また、入居者のご意見を積極的に聴く「入居者総会」を毎月開催

し、行事等の計画に反映させることが出来ました。 
中度の認知症の方や、生活課題を多く抱えた入居者に対しては、施設サービス計画に

基づく職員の統一した支援によって、落ち着いた生活を取り戻していただけるようにな

りました。 
 

（３）短期入所生活介護 
①在宅生活継続に向けた取り組み 

２４時間シートに基づく短期入所介護計画書を月１回確実に作成することで、在宅生活

継続に配慮したサービス提供に繋げることが出来ました。 
②サービス向上 

送迎時に職員が添乗してご家族と意見交換ができるよう努め、独自の広報誌を発行しショ

ートステイでの取り組みを周知させました。また外食会やおやつ作りなどの行事を開催し

て、ご利用者に楽しく過ごして頂けるようサービス向上に努めました。 
 
（４）訪問介護 

①介護・支援 
デイサービスセンターのスタッフと共同で足浴と清拭、ベッドや車いすへの移乗・移動
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及び着脱を主にした研修や福祉用具事業所とコラボしたオムツ交換演習を実施し、身体

介護技術の向上を図りました。また、近隣の訪問介護事業所間での事例検討会を主催し、

ホームヘルパーとしてのやりがいを身につけました。 
②利用率達成に向けた取り組み 

施設内で開講された介護職員初任者研修卒業者から５名、スタッフの紹介等で３名の

登録ヘルパーを雇用し、幅広くサービスが提供できた結果、目標派遣時間を大幅に上回

ることができました。しかし、生活援助の割合が多く、収支差額については伸ばすこと

が出来ませんでした。９月からはサービス提供責任者が月３０時間以上派遣に入る事で

サービスの適正化を確認し、個々の利用者に対するきめ細かいサービス提供の手順書を

作成した上で、登録ヘルパーに引き継ぎ業務を行いました。その事によって、統一した

質の高いサービス提供を行うことができ、居宅介護支援事業所の信頼を得ることでの多

くの利用者紹介に繋がりました。 
 

（５）通所介護 
 ①介護・支援 

他職種との連携を図り、情報共有を徹底させた上で、医療ニーズの高い利用者を積極

的に受け入れ、在宅介護者の負担軽減に貢献する事が出来ました。また、フロアの拡張

工事により、利用者が気軽に体を動かせる環境を整備し、快適で安全・安心な利用空間

を提供した事でサービス向上が図られ、平均利用率９４%を達成する事が出来ました。 
②地域連携 

市内の通所介護事業所部会において、情報交換や困難事例を検討することで、地域の

ニーズ把握に繋げることが出来ました。くすのき広域連合から委託されたカラコロ体操

や特定予防通所介護事業を地域交流スペースで開催し、健康の維持や社会的交流の場を

介護保険外として実施することができました。 
また、配食サービスを通じて、栄養管理された夕食を自宅にお届けすることで、独居

高齢者等の健康状態を維持させると共に、認知症高齢者の見守りを兼ねた徘徊予防に努

めることができました。 
 

（６）居宅介護支援 
①ケアマネジメント 

主任介護支援専門員を中心に週１回の特定会議で、困難事例の検討や社会資源・諸制

度の確認を行い、また相談支援技術研修を重ね、関係事業所・行政・医療等の関係機関

との連携も図りました。さらに、特定疾患医療費助成の制度を理解することができ、ケ

アマネジメントの質と量を維持することができました。 
②目標達成に向けた取り組み 

新人の介護支援専門員のスキルアップ、各担当件数の適正化を進めながら、医療ニー

ズの高い方の自宅での看取りケースや地域包括からの独居高齢者や生活困窮者ケースを

積極的に受け、目標数以上のケアプラン実績を残すことができました。 
 
（７）地域包括支援センター 

①包括的支援事業に向けた取り組み 
くすのき広域連合の委託目標率を遵守しながら、４件の新規事業所にプランを委託し、

また、マイプランの件数を７件増加させることができました。そして、総合相談におい

ては介護保険と医療との連携が図られたことにより、権利擁護事業やケアマネジャーへ

の後方支援活動など、地域の専門職と連携しながら地域における包括支援センターとし

ての役割を遂行していくことができました。   
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②地域のおける立ち位置 

民生委員、区長、福祉委員等と地域ケア会議を積極的に開催すると共に、認知症に関

する教室及び認知症サポーター養成講座を計７回開催することができました。また、地

域高齢者の居場所づくりとして、介護予防や家族介護に関する各種教室を定期的に継続

開催しながら、インフォーマルサービスを社会資源として定着させることができました。 
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特別養護老人ホーム光明荘 
 
１．事業の執行概要 

今年度は安定したサービスの提供ができるように第三者評価を受審したのち、ＩＳＯ９

００１取得に向けて光明荘全事業で取り組む準備を開始しました。また、光明荘の全職員

が認知症サポーター養成講座を受講し、オレンジリングを取得しました。さらに、和泉市

における「高齢者にやさしい事業所」(組織の長と職員の一割以上がオレンジリングを取

得し、認知症に対して理解ある対応ができる事業所)の登録を行い、地域の認知症サポー

ター養成講座や地域ボランティアの介護講座にも協力しました。特養においては口腔ケア

の充実を図るため、歯科医師の協力を得て、職員の口腔ケアのスキルアップに努めるとと

もに誤嚥性肺炎を防ぐために嚥下指導の医師の導入を行い、個別の嚥下機能の把握とポジ

ショニングの適性に取り組みました。また家族交流会を３回開催し、より一層光明荘を知

ってもらうための取り組みを行い、多くの参加をいただき、職員と顔の見える関係をさら

に深めました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業 
（１）オムツなんかしたくない[オムツはずし] 
    今年度も対象者を絞り込み、外部講師による勉強会の実施、24Ｈ排尿チャートの実

施・分析し、パンツの素材や形態を見直し、継続して日中のオムツ外しに取り組みまし

たが、常時オムツ使用の方に対する排泄環境を整えるまでには至りませんでした。 
 
（２）ＩＳＯ９００１の認証取得する 
    平成２７年度認証取得に向けて、品質マニュアルの作成、品質目標作成に取り組み 

ました。 
 
（３）オレンジの「輪」[全職員オレンジリングの取得] 
    現在オレンジリングの取得者(認知症サポーター養成講座受講者)は、職員の１００％

が取得しています。地域で認知症の方々、介護者の方々を支える活動として広まってき

ている認知症カフェも「３丁目のカフェ」とし、１１月から開催していますが、来年度

は和泉市の認知症カフェ「オレンジカフェ」になります。また、キャラバンメイト(認知

症サポーター養成講座講師)として和泉市内のサポーター養成講座へも積極的に協力し

ました。 
 
３．施設の管理 
 （１）建物・設備等の管理について 
  ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 
    改修後２年が経ち、定期検査を実施して必要な箇所については修繕し、未改修部分の

不備な箇所についても修繕を行いました。 
    車いすについては、個々の形態に合わせたものを試乗し、適切な購入へつなげました。

また、無圧マット、エアーマットの購入も順次おこないました。 
②建物の衛生管理  

職員の休憩室の環境整備を継続的に行い、書類の廃棄についても計画的に実施するこ

とで、環境美化に努めました。 
 
（２）事業管理について 
①経営 
  今年度は経営会議において、収支の状況把握とともに各部署の課題発表を月ごとに行

い、次月までに各リーダーより案を得て、解決していくという会議を行ってきました。
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その中で各部署が課題を分析し、会議で発表するための準備を行うなど、人材育成の場

としても有意義なものとなりました。 
   

（３）労務管理について 
①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制） 
  ６月から１１月にかけてタイムカード打刻忘れ撲滅キャンペーンを行い、各部署での

優秀者を表彰しました。 
  また、「ノー残業デイ」の意識を高めるために、水曜日の夕刻に音楽を全館に流し、

定着に努めました。 
 ②職員の健康管理 

定期健康診断受診後の２次検査についても確認を行なうなど、健康管理に努めてきま

した。採用前健診においても健康指導のある職員には事前対応を行うことができました。 
 
４．事業・サービスの推進 
（１）特別養護老人ホーム 
 ①相談 

今年度は、入所待ちの空室利用を積極的に行い、安心して入所して頂く環境づくりに努

めました。特養入所者に対しては、嚥下困難な利用者の嚥下状態を診断する歯科医師を導

入し、誤嚥性肺炎等を予防する取り組みを進めました。また、ターミナルケアにおいても、

家族交流会にて看取り室の見学会を実施する等、ご家族の理解を深め、看取りの実績を増

やしました。ボランティアの受け入れにおいても、コーディネイト技術を身に付ける為、

職員が研修等に参加し、スキルアップを図りました。 
 ②介護・生活支援 
   各グループの利用者の特色に合わせ、特色あるイベントの企画開催や雰囲気作りなどに

取り組みました。また嚥下状態の診断や食事形態・姿勢等の指導を専門医に受けることで

誤嚥性肺炎等の予防にも努めました。しかし、利用者が持っている機能を可能な限り生活

面に活かせるよう細やかな情報交換を多職種で行なうには、課題が残っています。 
 
 ③栄養 
   グループごとの希望に合わせて、実演も含めたイベント食を計画してグループランチを

実施しました。その中で、利用者同士や利用者と職員との交流を持つことが出来ました。

安全な食事提供については、引き続きソフト食の提供について取り組みを行い、安定して

提供できるようになりました。また、硬さだけでなく、色彩や盛り付け等の見た目からも

満足頂けるようにしました。歯科医師による嚥下指導を導入してより安全に食事を提供で

きるよう、指示内容について各部署と連携を図り実行しました。 
 ④機能訓練 
   特養・短期共に個々に合わせたプログラムを提供出来ました。また、安全を第一に考え

た上で、可能な限りその人の能力を生活に生かせるよう、他部署と積極的に連携をはかり

ました。定期的な研修の実施は最小限に留まりましたが、業務内でトイレや入浴動作を含

む実技指導は随時行い、事故防止に努めました。また、専門医による嚥下指導導入に伴い

誤嚥のリスクを少しでも減少させる為、指示内容を確実に遂行出来るよう他部署との連携

を強化しました。 
 
（２）短期入所生活介護 
   特養の入院者の状況に合わせて柔軟に空床を利用することで、安定した利用率を維持す

る事ができました。また、行事の開催やレクリエーションを充実させることで顧客満足度

を高め、定期的な利用に繋げることが出来ました。しかし、曜日による利用者数の格差は
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是正しきれなかった部分があり、来年度の課題として引き続き取り組みます。 
 
（３）訪問介護（居宅介護、重度訪問介護含む） 
 ①全員参加型の研修体制の実施について 
   研修の企画・準備から実施まで訪問介護員が３～４名のグループで行い、チームワーク

を育みながらより実態に即したロールプレイ形式の研修を毎月行うことが出来ました。 
 ②喀痰吸引の不特定利用者への実施について 
   今年度初めて不特定の利用者に対応できる研修を修了し、今後高まるニーズに対応でき

るよう努めました。 
 
（４）通所介護 
 ①個別プログラムの充実について 
   個別機能訓練Ⅰについては、利用者に合わせたプログラムを行い内容の充実を図ること

ができました。しかしながら個別機能訓練Ⅱについては、利用者や家族への同意を得るこ

とが難しく納得頂けるような内容の変更が必要となりました。 
 ②リスクマネジメントの強化について 
   重大事故が年間で２件起こりましたが、初期対応と改善策を早期に検証・実施し、併せ

て情報収集・分析・発信・共有を迅速に行い、リスクマネジメント力の強化を図りました。 
 
（５）居宅介護支援 

①個人目標の実現に向けた取り組みについて 

個々人で設定した目標実現に向けて、各種の研修等に参加し、介護支援専門員としての

スキルアップに努めました。また、ＰＤＣＡサイクルに基づいたマネジメント業務におい

ては、プロセスの認識力不足という新たな課題が見つかり来年度に取り組んでいきます。 

②各種団体との連携について 

マネジメントやケース相談等によって地域包括支援センターや医院等へ足を運び、関係

性の構築はある程度図ることが出来ました。しかしながら、関係性の薄い医院等も残され

ているため、関係機関の拡大や関係性強化に向けての働きかけが今後の課題となりました。 

 

（６）地域包括支援センター 
①個別事例を積み上げた地域ケア会議の開催について 

   個別レベルでの地域ケア会議を実施し、個別課題から地域課題を抽出して、課題解決の

ためのネットワーク形成や必要な社会資源の開発を行いながら、地域住民と共に高齢者の

居場所づくりに取り組み、圏域レベルの地域ケア会議システムを構築出来るよう取り組み

ました。 
 ②地域支援事業を担う社会資源の開発について 
   特養本体等と連携を図り、光明荘が主催する「３丁目のカフェ（認知症カフェ）」にお

いて、様々な相談ごとに対応し地域における社会資源の一つとして確立できました。また、

和泉市主催のオレンジカフェにも積極的に関わることで地域住民との関係構築を行いま

した。寺田町においては個別の相談ケースから課題を抽出し、地域ケア個別会議を開催し

ました。個別の課題を地域課題へと展開し、虚弱高齢者を対象にした「寺田町てくてくの

会」を立ち上げ、包括職員、社協、市役所、作業療法士などの専門職が介入し、様々な社

会資源を開発しました。 
 
（７）いきいきネット相談支援センター（ＣＳＷ） 
①生活困窮者に対する支援の実施について 

   生活困窮者自立支援法に関する研修会に参加し、情報収集と自己研鑽に努めながら、行
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政機関との意見交換などを定期的に行いました。また、ＣＳＷ現任者部会において、各関

係機関へのプレゼンテーションを実施し、いきいきネット相談支援センターの役割と、生

活困窮者自立支援法施行後の基本的な流れを広報しました。 
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特別養護老人ホーム高槻荘 
 
 
１．事業の執行概要 

   高槻荘全事業をあげて、サービス向上に取り組みました。上半期では第三者評価の 2 回

目の審査を受審しました。また、下半期にはＩＳＯ９００１：２００８の認証取得に向け

て「特別養護老人ホームにおける介護事業」での取り組みを行い、平成２７年２月２３日

に認証登録ができました。 
   新規事業については、名前は公募によりグループホーム高槻荘「ゆらら」、小規模多機

能センター高槻荘「ゆらら」と決まり、年末には着工し工事が進められました。 
郡家デイサービスセンターにおいては、利用者の増加に伴い定員を４０名から４３名に

増やし利用者の要望に応える事ができました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業   
（１）新生高槻荘 
   今年度は前年度に作成した大規模改修の配置図案をもとに検討を行いましたが、画期的

な意見も少なく、建て替えに向けての具体的な計画作成には至りませんでした。次年度以

降、改修工事に向け、配置等の検討を行っていきたいと考えます。 
 
（２）認知症ケア充実事業 

大阪大学との共同研究事業「うつろぎーな」について、取り組みを共有しました。地域

向け認知症ケアに関する啓発活動として、キャラバンメイトを新たに１名配置し、独自の

内容で認知症サポーター養成講座を地域住民対象に 3 回実施しました。また、サポーター

養成講座修了生の内、17名が高槻荘サポーターとして登録され、さらに高槻荘サポーター

向けにステップアップ研修（認知症ケアに関する知識を深める為の研修）を企画実施しま

した。 
   高槻荘内横断型チームの創設について、特養と認知症対応型通所介護事業所間で取り組

みを共有・情報交換し、利用者サービスに活かすことができました。 
   
３．施設の管理 
 （１）建物・設備等の管理について 
  ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 

  経年劣化により、ボイラー関係、配管、入浴機器、厨房機器、給湯給水関係等に不具

合が生じることがありました。その為、その都度利用者サービスの影響がないよう適正

な修理、修繕を実施し、環境整備に努めました。また新規事業の建築にあわせ、屋上防

水、耐震工事の施工を予定しています。 
     

 （２）事業管理について 
①経営 

    特養においては、入院者が多い状態が続きましたが、短期入所利用者との調整を図り 
   利用率の安定に努めました。  

郡家デイサービスセンターでは上半期において利用者の増加が顕著だったため、利用

定員を４０名から４３名に増やすとともに、利用者の多彩なニーズに対応すべく、事業

所の体制強化に努めました。しかし下半期にかけては利用率が低迷したため、サービス

内容の見直しを行って利用率向上を図りました。また、訪問介護事業においては慢性的

な登録ヘルパーの不足があったため、人材確保に努めました。 
さらに、各事業所の主担者は会議等において常に無駄な出費がないかを意識し、経費

削減と適正に運営ができるように努めました。  
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（３）労務管理について 

①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制） 
適正な勤怠状況の維持及び時間外勤務実績を管理することで職員の意識向上を図り、  

時間外勤務の多い訪問介護事業所には事務員を配置する等、体制の見直しを行うことに

より、時間外勤務の抑制を図る事ができました。   
 ②職員の健康管理 
   健康診断は個別で受診推進を図り全職員が受診しました。腰痛予防対策としては、産

業医を講師として「腰痛予防研修」を実施したことにより、職員の腰痛予防への意識向

上を図る事ができました。また、毎朝ラジオ体操を全館放送し利用者と一緒に実施しま

した。衛生委員会において産業医との面談を必要に応じて実施し、職員の心身における

安定を図る様に努めました。 
 
４．事業・サービスの推進 
（１）特別養護老人ホーム 
  ①介護・支援 
   年度当初は骨折、縫合を伴う事故が続きましたが、着眼点を“事故防止”という視点

から“個別ケアの充実”という視点で改めて利用者一人ひとりのケアプランを見直し、

『具体的なケア技術』『職員研修』の実施によるサービスの質の向上に取り組んだ事で

事故の減少に繋げることが出来ました。また、ご利用者にとって居心地の良い場所とな

るよう、各部署に毎日１名輪番制で「１日マナー署長」を設け、職員の言葉使い・態度

に対し職員間で指摘しあえる環境作りを実践することで接遇の向上に努めました。 
②相談 

   地域住民に施設内行事に参加していただけるよう地域の自治会長、民生委員の方々に

ご協力いただき、行事案内を行うことで参加率アップを図りました。利用者と地域との

一体感を目指した取り組みでは、地域貢献事業としてオープンカフェやオープン居酒屋

等を企画し、高槻荘の認知度アップに努めました。 
③健康管理・機能訓練 

   サービス担当者会議を通じて各職種と連携を図り、安全・安楽な姿勢・ポジショニン

グを提供し利用者の褥瘡などのスキントラブルの改善・予防に繋げました。 
   事業計画の達成目標であった入院者の３名／日以下は達成できず６.３名／日となっ

てしまいましたが、医師の指示で適宜利用者の採血を行い、内服の調整、管理をするこ

とが出来ました。 
④食事 

嚥下困難な利用者について医師の指示によりＶＦ検査を実施し、その方にあった食事

形態や姿勢の情報を各部署で共有し安全な食事提供につとめることができました。 
４月からのクックチルシステム導入にむけ、厨房内に冷蔵庫とガスフライヤーを増設

しました。       
 
（２）短期入所生活介護 

利用者が在宅での生活を継続できるように、利用希望について積極的な受け入れを行い

ました。居宅介護支援事業者等との連携を密にし、利用者のみならず家族のニーズも捉え、

緊急性が高い内容で依頼があった場合も可能な限り利用していただけるよう努めました。 
 
（３）訪問介護 

①人材育成について 
   介護プロフェッショナル段位制度を研修体系に位置づけ、新たに２名のアセッサーを配

61



置し、個々のスキル向上に努めました。 
②独居高齢者への切れ目ないサービス提供について 

   ＮＰＯ法人なにわ和楽日の会との連携時間の実績は月５０時間以上となり、新たに４１

名の新規利用登録がありました。介護保険事業所と併せて特に独居高齢者への切れ目ない

サービス提供に取り組みました。         
  ③指定特定相談支援事業所との連携について 
   市内９か所全ての指定特定相談支援事業所の相談員と連携を深めることができました。 
 
（４）通所介護 

①サービスプログラムの充実 
体操ビデオを自主制作し機能訓練メニューを充実し、男性の比較的軽度利用者向けメ

ニューを充実させるなどして、利用者の選択肢を増やすことができました。    
 
（５）認知症対応型通所介護 

①地域連携 
ステップアップ事業「認知症ケア充実事業」と連携し、認知症サポーター養成講座の

運営に携わったり、医療機関が企画する認知症ケア研修会・勉強会に積極的に参加する

ことで、地域に出ていく機会を増やしました。 
 
（６）居宅介護支援 

①事業所体制の強化 
主任介護支援専門員を中心に、新規ケースのインテークを中心に５０名以上について

同行することで、事業所内で利用者情報の共有を実現しました。 
②利用者の相談援助ツールの充実    
市内の８割の通所介護事業所について事業所内サービスガイドを作成しました。     

 
（７）地域包括支援センター 

①介護予防事業支援事業 
「ますます元気教室」を近隣地域包括とも連携しながら、対象地域の拡大を図りました。 
また、「介護予防教室」を毎月開催して、地域の高齢者と共に介護予防の取り組みの充

実を図りました。 
②居宅サービス事業者・介護保険施設・医療機関・地域との連携 
（インフォーマルサービスを含む） 
認知症サポーター養成講座を公民館やコミュニティセンターで開催し、地域住民に対

して、認知症に関する理解を深める活動の推進を図りました。また、圏域住民を対象に

毎月「サロン・ラベンダー」という喫茶を開催し、交流の場として地域のネットワーク

作りに取り組みました。 
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特別養護老人ホーム白島荘 
 
 
１．事業の執行概要 

平成２６年度７月末に竣工したユニット型特養については、入居者・家族・各種関係

者の協力のもと事故なく無事に引っ越しを行うことができました。 

従来型ケアからユニット型ケアへの転換についても、直接処遇職員だけでなく全職員

を対象としたユニットケア研修を実施することで、全ての職員がユニットケアを理解す

ることができました。また、住環境が変わることによる大きな混乱はなく、介護サービ

スを提供することができています。さらに、保険診療所を併設し常勤医師を配置したこ

とで医療ケアの充実が図れ、早期対応を行うことができました。 

食事提供については、引っ越し後からクックチル製法による計画調理を開始すると共

に、３月からは配送先の拡大を行い、箕面市立光明の郷ケアセンター及び春日丘荘関係

事業所への配送を開始しています。 

地域貢献やボランティアの組織化の一環としては、「つながれ！ボランティアｉｎみ

のお第１７回いきいき祭り」の運営及び出店を行いました。また、地域住民を対象とし

て、摂食嚥下障害に関するテーマで講義及び調理実習を行う講座を開催し、家庭でも実

践できる嚥下食の調理方法に関する情報提供を行いました。さらに、Twitter の開始や

ブログの充実を図ることでリアルタイムに白島荘の情報を発信しました。 

 

２．平成２６年度ステップアップ事業 

（１）箕面市中央及び東部地域の福祉・介護の拠点づくりを目指して 

①ボランティアに対する意識や考え方をスタッフ間で共有する為、白島荘・光明の郷ケア

センターのスタッフに対しアンケートを実施し、その結果からボランティアに対しての

接し方を含めた基本的な研修を充実していかなければならないことが分かりました。そ

の為にまず、ボランティアマニュアルの再作成を行い、ボランティア交流会もディスカッ

ション形式を取り入れることにより、ボランティアの生の声を聞くことができました。

また、萱野東地区福祉会のボランティア講座に在宅サービス科長が参加するなど、地域

と共にボランティアの組織化に向けての一歩を踏み出せました。 

 

３．施設の管理 

（１）建物・設備等の管理について 

①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 

建て替えを行ったため修繕等は発生していませんが、白島荘厨房の本格的な稼働の為

に、３月にブラストチラー等設備の追加整備を行いました。 

②建物の衛生管理 

微酸性次亜塩素酸水の導入を厨房や各ユニット部に導入するとことで、手洗いうがい

のみでなく、清掃消毒・食事の下処理の段階での下洗い・白癬菌発症部等の消毒・玄関

部の空間噴霧を行う感染症予防対策を行いました。 

 

（２）事業管理について 

①経営 

特養の利用率については年内にかけて入院者が多く、低い利用率で推移していました

が、入院傾向の分析で誤嚥性を含む肺炎入院者が多いことが分かり、多職種による対策

を重点的に行ったことで、年末から入院者の大幅な減少を図ることができ、高い利用率

を維持することができました。 

また、滞在費等利用料金が上がることで、利用者が減るのではと予想されていた短期

入所においても、新規申込者が大幅に増え入院者の空きベッドをカバーすることができ
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ました。 

小規模多機能型居宅介護「ひねもす」においても、地域住民や医療機関との関係強化

を行ったことで、伸び悩んでいた登録数を増やすことができました。 

②危機管理 

箕面市消防署との合同避難訓練を実施することで、避難経路や災害時に必要な備品の

確認を行うことができ、来年度に向けての予算化を図ることができました。 

誤嚥性を含む肺炎予防及び食事サービスの向上を目的とし、常勤医師・歯科医師を含

めた食事支援委員会の立ち上げを行いました。 

 

（３）労務管理について 

①職員の健康管理 

職員の腰痛予防の為、ポスターによる注意喚起や就業前の準備運動の促進だけでなく、

定時に朝のラジオ体操放送を行い全職員対象に体操を行う時間を設けました。そのこと

により直接処遇職員だけでなく、間接処遇職員についてもリフレッシュできる時間を設

けることができました。 

 

４．事業・サービスの推進 

（１）特別養護老人ホーム 

①スムーズなユニット型特養への移行 

仮住まい時より全入居者の意向確認のため、本人様・家族様への個別説明を行いま

した。さらに、引っ越しが近くなった時には全体説明会を複数回行いました。不明な

点などがあり、個別での説明を希望する家族様がいる時には随時説明を行いました。 

②介護・生活支援サービスの向上 

永寿園での仮住まいの間、環境の変化による利用者の不安を軽減するため、映画鑑賞

会やおやつ作り等入居者同士が集まれる環境を作り、入居者同士がコミュニケーション

を図れるように努めました。 

また、立位補助タイプの移乗用リフトの導入により、職員２名介助だった利用者がリ

フトを継続的に利用した結果、脚力がついて立位をとれるようになり 1名での介助とな

りました。リフトを有効的に活用することにより利用者のＡＤＬ向上と職員の腰痛予防

に繋がっています。 

③ユニットケアの導入 

ユニット型特養への引っ越しの準備として、ユニットケア導入に向け全職員を対象に、

ユニットリーダー研修受講者による食事・排泄・入浴など項目別に全５回の研修を企画

し実施すると共に、毎回の研修後に小テストを実施し、理解度の確認を行いました。ま

た、研修での学びを即実践に繋げていけるように、1 つのグループでの炊飯の実施、排

泄バッグを導入しての排泄交換、入浴のあり方を見直しマンツーマン入浴への変更と、

ユニットケアへの移行がスムーズにいくようにその準備に努めました。具体的な内容の

研修を行ったことにより、引っ越し後も大きな混乱もなくユニットケアへ移行すること

が出来ました。 

④認知症ケアの充実 

認知症介護実践者研修には毎回積極的に参加し、今年度は２名が終了しました。また

認知症ケア委員会を立ち上げ、園芸活動を中心に各ユニットで栽培計画を立て、野菜・

ハーブ・花を育てて収穫するために、各ユニットで入居者の当番を決めて水やり等の観

察記録を書いてもらう等、役割を持って生活することができました。 

⑤クックチルによる食事提供 

引っ越し後の白島荘では、他の施設への配送を視野に入れた十分なスペースを確保す

ると共に、クックチル方式での調理を行うために必要な設備を導入し、クックチルにお
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いて最も重要である徹底した温度管理の下、食事の生産及び提供を行っています。 

引っ越し後の白島荘の食事サービスについては、温冷配膳車を導入したことで、食事

を適正な温度に保つことのできる環境を整備しました。 

 

（２）訪問介護 

①安定的なホームヘルパー確保に向けての取り組み 

毎月のヘルパー研修・会議の日程を固定し、夜と昼の２回開催することで今まで参加

できなかったホームヘルパーについても参加できるようになり、前年度に比べ参加率が

５０％向上しました。 

現在就労しているホームヘルパーの知人や近隣向けに、サービス提供責任者や実際に

訪問に行っているホームヘルパーと仕事内容の意見交換ができる「ヘルパー茶話会」を

３回開催し、ヘルパー雇用に繋がりました。また、資格のない方に関しては、特定非営

利活動法人なにわ和楽日の会の紹介や介護職員初任者研修の受講等資格取得について

紹介し、資格取得後の雇用案内を行いました。 

ヘルパー有志でクラフトクラブを立ち上げ、利用者への誕生カードを作成し利用者に

も配ることで好評を得ています。また、活動を通してヘルパーの交流や情報共有にも役

立っています。 

 

（３）居宅介護支援 

①ケアマネジャーの研修事業 

ケアマネ定例会議において難病を伝達研修の形で情報を共有することで、各自の担当

する利用者様の疾患についての理解が深まり、行動動作面の配慮や医療連携のサービス

種類や社会福祉制度の情報共有が図れ、質的向上に貢献できました。 

②災害時のケアマネジャーの行動マニュアル 

ケアマネジャー全員で徒歩での行動可能範囲を見極めるため、「居宅災害マニュアル

と歩こう会」を開催し、行動可能範囲を確認した結果、半径 1ｋｍ程度が限度でありそ

の範囲内の利用者の住所を地図に落とし込みを行いました。また、その際に使用する緊

急用持ち物リストを作成・準備を行いました。 

 

（４）認知症対応型共同生活介護 

①介護・支援 

家族交流会を年２回実施行う予定でしたが、インフルエンザの感染症発生により前期

分は実施できず、後期のみの実施となりました。 

認知症デイサービスの茶話会については、家族の就労等により指定日開催での出席が

見込めなかった為、前もって日程調整できる運営推進会議の出席案内に変更しました。

その結果として、全体の交流は行えませんでしたが、参加された家族と事業所との意見

交換が行え、また平成２８年度以降の報酬算定要件である認知症対応型デイサービスの

運営推進会議開催に向けての準備が行えた形となりました。 

②認知症ケアの充実 

認知症ケアについては特養と連携し、園芸活動への参加した他、利用者個々の好み、

嗜好に合わせ脳トレや絵手紙、裁縫等を行う「いきいきプログラム」を作成、実施する

ことができました。また家族交流会でその活動内容を報告し、家族とも活発な意見交換

が行えました。 
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（５）通所介護 

①介護・支援（事故予防含） 

自宅でも取り組みやすい機能訓練プログラムをデイサービス利用時に実施しました

が、個々の生活環境毎に合わせたプログラムまでの作成には至らず、自宅で利用者が

主体的に機能訓練プログラムを取り組めていない現状が浮き彫りになりました。しか

し、ご家族より自ら少しでも体を動かす意欲が出てきたとの声もいただいているので、

今後も継続して取り組んでいきたいと考えています。 

 

（６）小規模多機能型居宅介護 

①地域生活を支える支援の充実 

    住み慣れた地域での暮らしの継続を大切に、小規模多機能型居宅介護のみのサービス

で完結するのではなく、アセスメントに基づきながら、その時々に必要なサービスを提

供できるように努めてきました。またその中には地域資源を最大限に活用することで、

地域とのつながりをより一層強く深めていくことができたように感じています。また、

地域からも行事のお誘いなどを受けることができる等の変化がありました。 

②医療的ニーズの高い利用者の受け入れと在宅看取り介護への取り組み 

    在宅診療に力を入れている主治医や訪問看護ステーションとの連携を図ることで、利

用者の望む暮らしを継続できるように支援することができました。 

    今年度、看取り介護の対象となる利用者はおられませんでしたが、小規模多機能型サ

ービスの利用開始時や必要に応じてそれぞれの意向を確認し、今後についての共通認識

を持てるように心がけました。 

③認知症ケアの充実 

    「大阪大学・ＯＳＪ認知症ケア研究会」からの助言を頂きながら、アセスメントを職

員全員で取り組むつもりでしたが、アセスメント自体を知らない職員も多くいたことか

ら、まずはセンター方式を活用しながら、アセスメントすることに慣れることから取り

組み、３ヶ月に１回アセスメントを実施し、気持ちの変化等を感じ取れるようになりま

した。また、職員自ら季節ごとに暑中見舞いや年賀状を家族に出すことを提案し、それ

に向かって、書写や塗り絵などに取り組みました。 

 

（７）特定相談支援事業及び障害児相談支援事業 

①箕面市と協議の上、特定相談支援事業及び障害児相談支援事業について平成２６年１２

月１日より事業を開始しました。 
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東大阪養護老人ホーム 

ＯＳＪ工房 よりそいの丘 
 

１.事業の執行概要 
利用者や施設が地域に馴染み、快適な環境で生活できるよう地域との連携に努めました。地

域交流室での映画会を地域にも開放し、また認知症サポーター養成講座やふれあい祭りを通じ

て地域との交流を深めることができました。通所介護事業では外部サービス利用型特定施設入

居者生活介護利用者以外に在宅利用者の受け入れをするため定員を増加しました。また旧施設

跡地においては、障害者就労継続支援事業所「ＯＳＪ工房 よりそいの丘」を開設し、８月よ

り就労継続支援Ｂ型事業、９月より就労継続支援Ａ型事業を開始しました。法人内の南ブロッ

ク各施設に朝食用の手作りパンを毎日配送するほか、名刺作成や観葉植物のリースなども法人

内施設との連携のもとで実施しました。 
 
２.平成２６年度ステップアップ事業 
（１）地域との交流について（東大阪養護老人ホーム） 

 新上小阪地区で地域の方々のご協力があり、自治会主催の夏の盆踊り、餅つき大会、定期

的な地域清掃などに参加させて頂きました。施設からは地域交流室での定期的な映画会の開

催、所管地域包括支援センターとの共催で認知症サポーター養成講座の開催、施設独自の行

事であるふれあい祭りを行うことが出来ました。また災害を想定した福祉避難所としての機

能を発揮できるよう受入のための訓練を行いました。 
 

（２）就労継続支援事業の着実な進捗（ＯＳＪ工房 よりそいの丘） 
  Ａ型・Ｂ型事業ともに、誰もがスムーズに作業を行うことができるように、作業工程をマ

ニュアル化するとともに、さらに利用者個々の障害特性に合わせた作業プログラムを用意す

ることにより、円滑な製造及び作業工程を構築できました。就労継続支援Ｂ型事業の平均利

用率については、関係機関との連絡調整等を密に行いましたが、目標の７５％には及ばず、

次年度も引き続き取り組みを継続します。 
 
３．施設の管理 
（１）建物・設備等の管理について 
①建物・設備のメンテナンス 
喫煙室の扉をガラス戸に改修し喫煙室内の様子が確認しやすくなり、喫煙室内での防火対

策を講じました。 
またＯＳＪ工房 よりそいの丘事業開始にあたっては、旧東大阪養護老人ホームの残置備

品を清掃して再利用し、喫茶店等の内装変更についてもできる限り職員にて施工して、コス

ト削減に取り組みました。 
 

（２）事業管理について 
①経営 

  養護老人ホームでは入退所のスムーズな調整が行え各月、月初定員 150 名を維持し、また

診療所による利用者の健康管理も充実し入退所者が減少、在所率も 96.5%以上を保ち措置費

収入の安定に努めました。 
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（３）労務管理について 
 ①職員の勤務時間管理（時間外労働の抑制） 

時間外労働については各事業並びに各部署で勤務時間の管理を行い、緊急時以外の時間外

労働の抑制につなげることができました。 
また、管理者による定期的な面談を実施し職員の心のケアにも努めました。 

 
②職員の健康管理 
  採用前健康診断及び定期検診の結果を速やかに産業医に報告し、健康指導をすることで職

員の健康管理を行いました。 
また、毎月の衛生委員会にて職場環境や労働時間の確認を行い働きやすい職場環境づくり

の意識を高めました。 
 
４.事業・サービスの推進 
（１）養護老人ホーム 
 ①相談 
  昨年度から実施している就労支援では就労意欲がある利用者に対してＮＰＯ法人なに

わ和楽日の会と連携し、利用者の在宅復帰のための経済的自立を目的とした「車椅子の清

掃」を実施しましたが、利用者のＡＤＬ低下もあり継続実施については課題となりました。

福祉事務所との連携では緊急に入所が必要な利用者の受け入れも数多く対応することが

でき、関係機関との信頼関係の構築に努めました。 
 
②介護・支援 

施設内でできる軽作業のお手伝いを利用者の希望に応じて提案し、実施していただくこ

とで自立支援の一環とすることができました。デイサービスや他の階へのハーモニカ演奏

など、利用者の自発的な協力活動も定期的に行われるようになりました。外出支援として

買物への送迎サービスを多くの利用者に活用して頂いていますが、移転に伴い地理的環境

に恵まれたため、各利用者自身で外出・買い物に行かれる方も増えました。 

 
 ③健康管理 

定期診察以外にも利用者様の体調変化時には速やかな受診援助を行いました。また、利

用者、職員、面会者に手洗いうがい、マスクの着用を徹底することでインフルエンザなど

の感染症罹患者がなく予防の徹底に努めることができました。 
 
 ④給食 
  利用者の嗜好調査を献立に反映させ、食事を提供しました。また、少グループ単位のお

楽しみ会の開催、全利用者対象に特製鉄板料理（お好み焼き、焼きそば）を実施しました。

委託業者栄養士・調理師と調整し、素材について肉の硬さを少しでも柔らかくし、また、

調理工程の見直しにより食事への楽しみである適温、味、彩の改善と水道光熱費の削減を

図りました。 
 
（２）居宅介護支援 
  毎月定例で介護相談日を設け、チラシ配布し、新規利用者の獲得のため事業所ＰＲを行い

ました。地域住民、職員を対象にし、認知症サポーター養成講座を地域包括支援センターと

共催しました。また市主催・ケアマネ連絡会主催の研修に積極的に参加し、自己研鑽に努め

ました。 
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（３）訪問介護 
  地域包括支援センターや居宅支援事業所に空き情報のＰＲを定期的に行い新規利用者獲

得に努めました。また訪問介護事業所連絡協議会にも参加し他事業所との交流を図ることで

連携が取れるように努めました。 
 
（４）通所介護 
  少人数の中で、利用者の機能維持、認知症予防に努める事が出来ました。また、レクリエ

ーションを通じて他者との活気ある時間を共有することが出来ました。さらに、年度途中よ

り定員を５名増加し、在宅利用者の受け入れも積極的に行いました。 
 
（５）就労継続支援事業 

９月より開始したＡ型事業においては、安全でおいしいパンを提供できるように、準備期

間においてはパン技術講師からのトレーニング受講や、他法人施設への見学などを行い、事

業開始後においても、利用者が作業しやすい作業工程変更や、より柔らかく仕上がる材料の

配合調整などを綿密に行いながら、商品の改善と利用者の就労意欲の向上に努めました。東

大阪市においては、当法人では初めての障害福祉サービス実施となり、ゼロからの関係作り

となりましたが、機会あるごとに関係機関に頻回に訪問し、行政や他法人とも連携を図り、

スムーズに事業を開始することができました。 
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豊中市立養護老人ホーム 永寿園とよなか 
特別養護老人ホーム 永寿園とよなか 

 
 
１．事業の執行概要 

 安心で快適になお且つ生きがいをもって過ごせる環境作りのための一環として、地域とのか

かわりをもつことが出来るように、地域の子育てサロンや社協ふれあい喫茶を地域交流スペー

スで定期開催することができ、施設に多数の地域住民の方達に足を運んでいただくことで、施

設入居者との交流を図ることができました。 
 また、就労意欲のある養護老人ホームの入居者がＮＰＯ法人なにわ和楽日の会のサポーター

として登録し、短期間ではありましたが仕事を行うことにより、生きがいを得ることの一助と

なるように支援し、今後の養護老人ホームでの生活スタイルのあり方について検討を行いまし

た。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業 
 （１）（認知症サポーター養成講座） 

今年度は毎月施設内において、キャラバン・メイトと入居者が協力して、認知症サポータ

ー養成講座を開催しました。２００人余りの認知症サポーターを養成し、初年度の目標であ

る職員の７０％以上が受講しました。また、金融機関に認知症サポーター養成出張講座を行

うなど、今後も豊中市キャラバン・メイト連絡会と協働で、施設外での講座の開催に取り組

んでまいります。 
 

３．施設の管理 
 （１）建物・設備等の管理について 
  ①建物・設備のメンテナンス（修繕など） 

竣工後２年を迎え、修繕に至る不具合は発生していませんが、日々のメンテナンスに

留意し、修繕コストが増加することのないように努めました。 
 

②建物の衛生管理 
 開設後初めて館内床のワックス清掃を実施しました。併せて空調設備のフィルター清

掃も行いました。今後も年一回以上、定期的に清掃を実施し、建物の衛生管理に努めて

いきます。 
                 

 （２）事業管理について 
①経営 

   養護老人ホームの円滑な入退所を進めるために、豊中市をはじめ措置機関との連携を

図った結果、入所利用率を９６％以上とすることができました。 
   特養・短期入所事業に関しては、安定した利用率を確保することが出来ました。 

 
  ②危機管理 

 平成２７年１月に発生したインフルエンザは、養護老人ホーム３階の入居者に蔓延し、

終息した後、特養の一つのユニットが感染しました。罹患者は重篤に至りませんでした

が、今後は感染症が発症しても蔓延することのないように、消毒用機材の整備を行い、

感染症予防に努めます。 
 
 （３）労務管理について 

①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制） 
   今年度は開設後２年目を迎え、各職員が業務遂行の習熟度が増し、円滑に業務を行う
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ことができることで、所定時間内で業務を行うことが多くなりました。しかし、急な職

員の退職などにより人員補充が間に合わない期間においては、既存職員の所定外労働に

よる対応となりました。 
 
  ②職員の健康管理 
   各部署からの報告により、必要な職員に対し産業医との面談を実施し、円滑な業務遂

行につながるように取り組みを行いました。 
   また、定期的な施設内の巡視を行い、良好な職場環境を確保することに努めました。 

 
４．事業・サービスの推進 
（１）養護老人ホーム 
 ①相談 
  豊中市や他市町村の措置担当者と連絡を密にとり、生活相談員・介護職員・看護職員が

連携し、入居者の自立支援に向けて定期的な面談を行いました。また、地域社会とかかわ

る機会をもうけ、行事や外出支援などを通して充実した生活を送って頂けるように取り組

みました。しかし、個別支援はまだまだ十分とは言えず、今後の課題となりました。 
 ②介護 

支援員個々の趣味や得意分野を有効活用し、個別レクリエーションや小グループでのレ

クリエーションを考えて実施し、その結果として居室に閉じこもりの方が無くなりました。

また、コミュニケーションを図ることが苦手な職員が、入居者との信頼関係も築けるよう

になりました。課題として個別処遇計画や自立支援計画の内容の充実を図り、その方のニ

ーズに合わせるとともに、心身の変化があればすぐに変更出来るよう、計画作成に対する

強化を行っていきます。 
 ③健康管理 
  介護予防の視点から、機能訓練・機能維持への働きかけとしてラジオ体操・歩こう会な

ど継続できる内容の取り組みは、入居者自らも積極的に参加され日常生活に根付いてきて

います。しかしながら、一部機能低下と危険予知不足による転倒等の事故が数件あり、今

後事故を未然に防ぐ対策への取り組みに課題を残しました。 
  また、診療所機能の活用と嘱託医師による健康相談、他医療機関との連携により、入居

者の心身状況の把握に努め、必要な医療的助言や指導・対応をしてまいりました。しかし

管理医師の変更もあり、改め信頼関係を構築する課題を残す結果になりました。また今年

は感染症発生もあり、感染症予防と蔓延に対し他職種・施設全体で対策に努めました。 
 
（２）特別養護老人ホーム 
 ユニット型の利点を活かし、個別ケアを行うため、２４時間シートの活用と記録票への記入

を行い、またケアカンファレンスでも多職種からの意見やご家族の意見をお聞きし、利用者が

安全安心できる生活が送れるよう努めました。 
 
（３）短期入所生活介護 
 開所時より繰り返し利用されている利用者の口コミにより、利用してみたいと地域の方から

の依頼もあり、常に多数の相談を受け、利用に繋げることができました。また、食事にも定評

があり、普通食だけでなく、ミキサー食が美味しいと好評をいただいています。緑に囲まれ落

ち着いた雰囲気の中、馴染みのスタッフが関わってくれるショートステイとして、常に満床の

状態となりました。 
 
（４）通所介護 
平成２６年度は、午前、午後の２単位の曜日を新たに設け、２５年度より利用者数が増加と
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なりました。介護では日々変化する利用者の体調や様子、利用者間の人間関係、また問題点な

ど、その都度話し合い、職員間で情報共有し、試行についても短時間でのミーティングが実施

できました。職員の技能や資質向上については、施設内研修にて介護技術とコミュニケーショ

ン法等の向上に努めました。その中で、利用者との会話を重視し、日頃からコミュニケーショ

ンを高めていく事によって、より子細にニーズを拾い上げていく事が出来ました。また、カラ

オケ機器を利用し、なつかしの童謡・民謡・歌謡曲等を合唱することで、活気に満ちた活動を

展開することができました。カラオケ機器に収録されている各種体操を取り入れたリハビリ活

動等も多く取り入れ、利用者の身体介護に努めました。 
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軽費老人ホーム（ケアハウス）豊寿荘 

特別養護老人ホーム豊寿荘 
 
 
１．事業の執行概要 
   平成２６年４月、豊中市より業務委託を受けた豊中市高齢者外出支援（送迎）サービス

業務を開始し、居宅高齢者、障がい者の方々の病院等への送迎を実施しました。 
地域との交流につきましては、地域夏祭りでの模擬店出店に続き、他に二つの近隣地域

からも行事時での模擬店出店の依頼があった為、一箇所の模擬店の参加を行うと共に、も

う一箇所は次年度に参加させてもらうことで調整を行いました。 
  更に、平成２７年４月からの近隣小学校の建替え工事に伴い、小学校で毎月行われていた

定例行事である「ふれあいサロン」「子育てサロン」などの地域行事が出来なくなる事か

ら、豊寿荘で実施させてもらいたいとの要望に対し、豊寿荘にて実施してもらえるよう調

整を行いました。 
   事業の面では、万寿荘居宅介護支援事業所の事業所閉鎖に伴う受け皿として、利用者、

家族、更に池田市の地域包括支援センター、居宅サービス事業所と調整を行い、スムーズ

にケアプランの引継ぎを行いました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業 
（１）ステップアップ事業（ユニットケアの推進）について 

平成２６年度は職員のユニットケアへの理解を深める事を目的とし「豊寿荘 ユニット

ケアの手引書」の作成を行いました。 
併せてサブリーダーへのユニットケア研修を行うと共に、全職員への研修を目的とした

ビデオ研修用パワーポイントの作成を行いました。また、２４時間シートをケアの根拠と

する事で、ケアの統一と２４時間シートの充実を図る事、記録と連動する事で記録に対す

る統一を目的としたシステム開発をシステム業者に依頼し導入しました。 
 
３．施設の管理 
（１）建物・設備等の管理について 

開所から使用している設備・備品に故障が多発し、その都度修理で対応できるものは

修理で対応しましたが、部品等既にないものについての新たな購入も多くありました。 
    新たな買換えとして、洗濯機、乾燥機等の家電製品、非常時蓄電池、ケアハウス１００

室の居室電気メーターの交換を行いました。 
修繕として、厨房機器、貯湯槽の水漏れの修繕等を行い当面の課題はクリアできまし

たが、予定外の修繕費用がかかりました。 
 
（２）事業管理について 
 ①経営 

年度当初は感染症の影響により低迷したものの、夏から年末にかけ安定した利用率を確

保することが出来ました。しかし、年が明け再び感染症、持病による入院等による利用率

の低下が起こり、結果的には当初予算を達成することが出来ませんでした。 
しかしながら次年度に繋がる内容として、入居施設での本格的な看取りへの取り組みも

実施し、介護報酬改定へ繋がる取り組みを行いました。 
 ②危機管理 

感染症による影響を最小限に抑えるため、新たに４台の手指消毒（コアクリーン）を導
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入し、職員のうがい、手洗いの徹底に加え、外来者や面会者にも消毒を実施してもらうな

ど、蔓延の予防に努めました。 
災害時の危機管理につきましては、施設の役割りとして施設のみならず、地域の災害時

救護も重要な役割りを担うことから、地域防災への参加、災害時での一人暮らし高齢者の

安否確認訓練など、校区福祉委員会が開催する実施訓練に協力しました。 
 

（３）労務管理について 
 ①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制） 

労働時間管理を行うためのタイムカードの打刻漏れ、勤務変更届けの未提出が多く、そ

れに伴う事務の手間が大きくなっていたことから、タイムカード打刻の徹底、勤務変更届

提出の徹底を職員に周知しました。 
また、勤務終了後の職場での滞在を行わないよう、勤務終了後は速やかに帰宅するよう声

掛けを行いました。 
 ②職員の健康管理 

職員の定期健康診断、夜間勤務する職員の健康診断、新規採用時の健康診断につきまし

ては全職員の実施を行い、産業医からの指導、相談を実施しました。 
また、感染症予防の観点から、職員を対象に感染症流行前にインフルエンザワクチンの

接種を実施し、利用者への感染予防に努めました。 
 
４．事業・サービスの推進 
（１）軽費老人ホーム 
 ①相談 

一般入居者の中で、これまで介護認定を受けておられない方、また、認定済みであって

も必要なサービスを利用されていない方々について各種調整を行い、新たに介護認定を受

けていただき、居宅介護支援事業所と連携を図りながら、訪問介護による居室の衛生面の

確保や通所介護による外出や交流の機会を確保するなど、安心した生活が送れるよう支援

しました。 
 ②介護・支援 

平成２６年度に実施を検討していた「一泊旅行」は実施できませんでしたが、秋から冬

にかけて小グループでのドライブや外食、買い物等を楽しんで頂く外出会を積極的に行い

ました。また、全体行事として、春には利用者、職員合わせて約６０名が観光バスを貸し

きり、琵琶湖プリンスホテルへのバスツアーを行いました。 
機能訓練につきましては、５月から新たに専任の機能訓練指導員を配置し、週３回食堂

にてリハビリテーションを行い筋力維持に努め、昨年度に比べ転倒等の事故件数が減りま

した。 
 

（２）特別養護老人ホーム 
 ①相談 

同市内にある「永寿園とよなか」と連携を取りながら、情報の共有、交換をし、相互ベッ

ドの活用を図り、利用者のニーズに対応できるよう努めました。 
利用者サービスにつきましては、家族、職員が協力し外出ができる機会を増やすことに

より、日々の生活の活性化を図ると共に、家族、施設の信頼関係を築けるように努めまし

た。 
 ②介護 

平成２６年度は、ユニットケアの理解と推進を目指し２４時間システムの導入を行うと

共にユニットケア研修の充実を図り、ユニットにおける食事の盛り付けも開始し、より利

用者の日々の体調等に合わせたきめ細やかなケアを行える環境を整えました。また、各種
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会議のあり方や内容にも着目し、よりケアに重きを置いたユニット会議が開催出来る環境

を整えました。 
 ③健康管理 

重度化に対し、連携により異常の早期発見ができ、カンファレンス参加で関係強化を図

ることができました。また、ターミナルケアについても医師や他職種とも連携し徐々に体

制づくりを進めました。 
 

（３）短期入所生活介護 
 ①相談 

特養と同様に、「永寿園とよなか」をはじめとする北ブロックの施設と協力、連携しな

がら空床ベットの活用に努めました。また、利用中の個別リハビリやレクリエーションも

ニーズに合わせながら対応し、日々の生活にメリハリをつけ、自宅に戻られてもお変わり

がない生活を継続できるように支援してきました。 
 ②健康管理 

利用者と関わりのある担当の介護支援専門員や訪問介護員などとの連携により入所前

のアセスメントや服薬等の情報把握がスムーズになりました。医療行為についても範囲内

での対応は実施できました。 
 

（４）訪問介護 
今年度は、サービス提供責任者を６名に増員し、サービス利用者の獲得、サービスの充

実を図り、サービス派遣時間数が月平均１９００時間を超えることができました。 
また、在宅事務所にスペースを確保し、登録ヘルパーが安心して働ける職場作りに努め

ました。 
 

（５）通所介護 
 ①介護・支援 

今年度は「自分でできることは、自分でしましょう」という目標をたてて、自分で出来

る事を探して実践いただくように取り組みました。ひざ掛けを畳むことや食事後の食器片

付けの補助など、利用者が自主的かつ積極的に取り組めるよう支援しました。 
利用者の残存能力を活かすことに取り組み、利用者の機能維持・向上が出来るよう、個

別機能訓練プログラムだけでなく、日々の体操にも工夫を凝らし、利用者の身体機能の維

持を図る事ができました。 
要介護利用者数の４％増は達成できませんでしたが、褥瘡の処置が必要な利用者、胃ろ

うの利用者等の医療ニーズにも対応し、今後の中重度対応につなげる事ができました。 
②居宅サービス事業者との連携 

定期的な居宅介護支援事業所への報告により、利用者の利用時の細かな様子･変化を伝

えることで、居宅介護支援事業所から信頼されるよう努め、連携を図ることができました。 
（６）居宅介護支援 

昨年度に続き事例検討会を週１回開催しました。継続する事で多くの事例について考え

学ぶことができ、個々のレベルアップにつながりました。 
新たな試みとして、「介護なんでも相談」を豊寿荘内だけでなく大型スーパーの店頭で

も相談会が開催できるよう地域の方、業者と調整を行い、結果、毎月１回開催できるよう

になりました。 
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軽費老人ホーム 万寿荘 
 
１．事業の執行概要 
  今年度は、利用者皆様が安全で安心して生活を営むことができるよう「聴く」「共感する」

「手を差し伸べる」ことを目標に、寄り添える支援の構築に努めました。 
サービス面では、利用者の皆様に積極的に関わり、些細なことでも職員間で情報を共有し、

チームケアの充実に努めました。また、各関係事業所にも情報を提供することで、きめ細や

かなサービス提供に努めました。 
  人材育成については、接遇チェックシートを活用し、課題となっているところを目標とし

て掲示し、接遇の向上に努めました。 
施設の役割については、地域社会に対し「介護予防教室」を１２回開催し、医療・福祉の

各関係機関と協力を得ることで、万寿荘・敬老会館の持っている情報を発信しました。また、

周辺地域の独居高齢者の状況把握に努めました。 
 
２．平成２６年度ステップアップ事業 
 （１） 回想法の実践 
  ①取り組み内容  
    万寿荘と敬老会館職員合同でテーマを決め、日時を設定することで定期的に行うこと

ができました。９月には中間カンファレンスを行い、実施方法及び目標設定の確認を行

いました。また、２月末から利用者の状況について情報交換を行い、個別ファイルを作

成し、総括を行いました。 
   

第１回 学生時代、１５歳位までの話 
第２回 好きな歌、童謡などの話 
第３回 仕事・家事・結婚までの話 
第４回 会いたい人の話 
第５回 結婚後の生活・子育てなどの話 
第６回 好きな食べ物の話 
第７回 戦争体験・仕事・食についての話 
第８回 万寿荘に入るまでの話 
第９回 昔のファッション（普段着・お出かけ着）・お祭りの時の服装  

  ②目標達成 
    職員と参加利用者との交流が深まり、あまり会話に入らない方が積極的に話されるな

ど、参加者同士の交流も増え、「参加を楽しみにしている」などの言葉も聞かれました。

また、一部の利用者には精神的安定につながり、内服薬が減量するなど、効果があがり

ました。 
 
３．施設の管理 
 （１）建物・設備等の管理について 
  ①パソコンの入れ替えについて （万寿荘・敬老会館） 

Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰのサポート終了に伴い、パソコンの入れ替えをしました。 
入れ替えに伴い、万寿荘・敬老会館のホームページを開設し、地域の方に事業内容及

び活動報告など、情報発信を行いました。 
  ②厨房・手洗い場について  

厨房内の防カビ対策及び壁・天井の塗り替えを行いました。また、老朽化した冷凍庫

の入れ替えや利用者・厨房職員の手洗い場の蛇口を自動水洗化し、節水・衛生面の向上

76



に努めました。 
 

③浴場脱衣室について  
利用される市民の強い要望に応えるため、敬老会館の浴場（大浴場、岩風呂）更衣室

にエアコンを設置し、快適な空間づくりを行いました。 
④トイレの改修について  

利用者アンケートの多数の要望から敬老会館の事務所前トイレに男女各１台、ウォシュ

レットを設置しました。 
 
 （２）事業管理について 
  ①経営 

欠食数を減らすことを目標に挙げ、食材の無駄を省くことに努めました。また、職員

全員で経費削減に取り組み、その結果、水道光熱費の使用量及び、消耗品費を削減する

ことが出来ました。      
  ②危機管理  

利用者の皆様に積極的に関わることで、利用者の状態把握に努め、情報を共有するこ

とで、意識の向上を図りました。又、職員自ら設備においても危険個所が無いか点検を

行い、安全会議において、提言や確認することで安全意識の向上に努めました。 
 
（３）労務管理について 

３か月に１回、衛生委員会を開催しました。嘱託医より健康診断の結果について助言

を頂き、早期受診を勧めることで、健康管理の意識を高める事ができました。腰痛予防

について、職員の参加が少ないときもありましたが、ラジオ体操を続けることにより、

意識向上に努めることが出来ました。 
また、メンタルケアについての研修も行い、その予防に努めました。 

 
４．事業・サービスの推進 
（１） 軽費老人ホーム万寿荘・池田市立敬老会館 
   地域との連携について 

池田市社会福祉協議会が主催する施設職員ボランティア交流会に参加し、池田市

社会福祉協議会、高齢・障害・児童関連施設の職員と情報交換や交流を行いました。

特に「ボランティアきっかけ講座」について、情報を集めることで開催することが

できました。オブザーバーとして池田市社会福祉協議会の職員にも参加して頂きま

した。 
 

（２） 池田市立敬老会館 
①独居高齢者の把握について 

    地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、第三者委員と情報交換し、万寿荘・敬

老会館と共同で周辺地域の独居高齢者の掘り起こしを行いました。この情報を基に独居

高齢者の名簿を作成しました。 
１ヶ月以上、敬老会館に来館されていない独居高齢者の方には、来館されている友人

に近況をお聴きし、池田市高齢・福祉総務課に依頼して安否確認を行いました。 
また、引きこもり防止を目的とした「食事会」を２回行い、不安に感じていることや

近所に独居高齢者が住んでいるか伺い、不安解消に向けての働きかけや敬老会館に来館

してもらうよう依頼しました。 
  ②地域との交流について 
    趣味の部会、万寿荘、白寿荘、他施設と連携して敬老の里まつりを開催し、今年度は
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過去最多の方が参加しました。 
 
（３） 軽費老人ホーム万寿荘 

  ２か月に１回、第２水曜日に「料理クラブ」、毎月第３日曜日には「昼食会」を行

い、利用者とより良い関係つくりを行いました。 
 
（４） 居宅介護支援 

法人内の他事業所との競合低減と安定的な利用者支援サービスの提供のため、小規

模であった万寿荘居宅介護支援事業所を廃止し、近隣の法人内居宅介護支援事業所に

事業を統一しました。 
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軽費老人ホーム 河南荘 
 
１．事業の執行概要 

大阪府の軽費老人ホームＡ型の最大定員である９０名の在籍者数の確保を行い、健全で安定

的な経営に努めました。南河内圏域や堺市の地域包括支援センター、居宅介護支援事業所、医

療機関の地域連携室等へ情報提供を行い、在宅生活の継続が困難な方について相談をいただく

形で入所者の確保に努めました。 
入所選考については、見学や体験入所の機会を設け、希望者のご意向を十分尊重し「職員会

議」の場で検討して決定しました。また、入所と同時に介護サービスが必要なケースについて

は、事前に介護支援専門員を確定しサービス導入の調整を行い円滑な入所を心掛けました。持

病の悪化や機能低下により入院が必要となった場合も、十分な調整を行い入院までの間も静養

室を利用し、施設の介護職員により安心、安楽に生活していただけるよう支援に努めました。 
経営面については、収入は、入退所や長期入院者の増加により事業費収入が減額となりまし

た。補助金については在籍者数の満床を続けてまいりましたが、急な退所が続いた２月につい

ては補充が間に合わず、２名の空床となりました。支出では、消費税が８パーセントとなりま

したが、節電や節水に加え備品購入の必要性を慎重に吟味し水道光熱費、消耗品費の抑制に努

めました。 
建物の老朽化については、大規模な改修は行いませんでしたが、シンク、スチームコンベク

ション等厨房関係の修理を行いました。また、安全対策として手すり、ナースコール等の整備

を行いました。 
地域との交流については、従来の地域の老人クラブや障害者施設、小学校、幼稚園との交流

事業に加え、かなんフェスや河南町総合防災訓練等の地域行事にも積極的に参加しました。 
 

２．平成２６年度ステップアップ事業 
（１）「設立４０周年ありがとう事業」 

①取り組み内容 
 昭和５０年（１９５７年）４月開所から４０年目を迎えるにあたり、平成２７年２月１２

日に記念事業として、これまで河南荘を牽引されてきた職員ＯＢや、支えていただいた近

隣住民、各自治体、各事業所、ボランティアなどを招待して入所者、職員と一緒に記念式

典「４０周年の集い」を開催しました。また記念品として記念紙を発行し出席者にお渡し

することが出来ました。当日は関係機関、地域の皆様にこれまでの運営に対するご理解ご

協力に感謝し、介護予防、認知症支援、権利擁護等地域への貢献についての意欲を示すこ

とができました。なお、記念植樹につきましては気候等も考慮して２月の実施は延期しま

したが春先に実施して参ります。 
②達成目標 
 記念式典「４０周年の集い」を実施しました。当日は町長をはじめ、福祉部長、社会福

祉協議会会長、老人クラブ会長等町の中心的な方々にご臨席を賜り、平成２９年度の介護

予防給付の地域支援事業への移行を踏まえて、河南荘の新規事業に取り組む姿勢を地域の

関係機関へ積極的にアピールが出来ました。 
 

（２）「就労支援事業」 
①取り組み内容 

   ＮＰＯ法人なにわ和楽日の会との連携や、河南町による地球温暖化防止対策推進事業へ

の参加を通して入所者で就労を希望されている方、地域貢献の意思をお持ちの方を対象に

就労支援、自立支援を行うため下記の取り組みを行いました。 
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・入所者２名がＮＰＯ法人なにわ和楽日の会と連携して社会福祉施設へ職員送迎で出

向き当該施設で賃金を得て「車いす清掃」に従事しました。 
・河南町で実施されている河南町地球温暖化防止対策推進員活動へ入所者２名が参加

し、花畑造成や芋植え、桜植樹等の活動で環境保全を通じて地域貢献を行いました。 
②達成目標 

就労支援希望者の就労支援を行い就労に就く事ができました。また、社会貢献の希

望者に参加の機会を提供することができ、今後も継続して就労や社会貢献に取り組め

るよう積極的に取り組んで参ります。 
 

３．施設の管理 
（１） 建物・設備等の管理について 
①建物・設備のメンテナンス（修繕などについて） 

建物の老朽に伴う補修などについては、雨漏りなどもなく大規模な補修工事に至る

事はありませんでした。各居室のエアコンについては使用ピークを迎える前に、点検

清掃などを実施しました。多数の故障を想定しましたが、冷夏の影響もあり数台にと

どまっています。 
階段については、前年度に手すり設置を行いましたが、新たに両側に設置できてい

なかった箇所については設置を完了しました。 
水道利用量の増加について原因を調査した結果、建物外の水道管の破裂を発見する

ことができたため、水道管交換工事を行いました。 
 

（２） 事業管理 
②経営について 

消費税増税に伴う支出の増大に対するコスト削減と消費減につとめ、前年比とほぼ

同様の支出に抑えることができました。 
退所者が前年を上回る数に及び、新規入所者の確保に努め２月までは在籍９０名を

確保してきましたが、３月は在籍８８名となる結果になりました。 
また、年間を通して毎月の長期入院者があり事業費収入に影響を与える結果となり

ました。健康管理については、看護職員の増員を行い健康状態の把握と受診等早期対

応を行いました。 
③危機管理について 

危機管理対策会議を毎月開催し、事故に関する分析を行い事故防止抑制につなげる

事ができるように努めました。重大事故については、居室内や外出時の転倒による骨

折事故が多数を占め、軽費老人ホームとしての事故防止の難しさが露呈した結果にな

りました。 
防災訓練については３回実施して消防署立ち合いの訓練も実施しました。緊急避難

所としての指定を受けている事を踏まえて、自治体の総合防災訓練に初めて参加させ

ていただき、地域防災の一翼を担う活動を行いました。 
感染症対策については、ノロウイルスとインフルエンザ発生がありましたが初期対

応を徹底的に行った結果、大規模感染には至らずに終息する事ができました。 
職員の事故防止についてもポスター掲示し、衛生推進委員が中心となり事故防止に

努めました。 
④個人情報について 

パソコンのＷＩＮＤＯＷＳ／ＸＰのメンテナンス廃止に伴い、パソコンを新たに買

い換え、セキュリティ機器を増設した事によりセキュリティ強化も行いました。また、

入所者の個人情報についてもセキュリティ強化に伴い安全に確保されています。紙媒

体等の個人情報書類保管については施錠と書面提出後に持ち出しすることを徹底し
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牽制体制の強化を行いました。 
 

（３） 労務管理 
①職員の勤務時間管理（所定労働時間抑制等）について 

適正な職員配置での業務を遂行する事ができました。看護職員については利用者の

重度化に伴う医療ニーズの高まりに対応するために２月より２名体制を図りました。 
各部署での適正な業務を遂行できるように労務管理を徹底し、タイムカードの打刻

忘れなどがないようにポスター掲示を継続して抑制に努めてきました。２職員の健康

管理健康診断を受けていただき、要精密検査など医療機関への再受診の指示が出た職

員に対しては、速やかに受診するように指導いたしました。 
感染症の時期については出勤前の手洗いうがいの徹底と検温、体調確認を実施しま

した。 
 

③４Ｓ活動による職場環境の改善 
働きやすい環境を構築するために４Ｓ運動の啓発に努めてきました。また、公用車

のリース契約を見直し、安全で運転しやすい最新の自動車を導入しました。 
 

４．事業・サービスの推進 
（１） 軽費老人ホーム事業 

   ①相談 
 職員間のみならず各事業所や自治体・包括支援センターとの連携を密に情報交換を

深めながら入所者に安心して生活していただけるよう支援しました。また定員確保が

速やかにできるよう努めました。  
   ②介護・支援（事故予防含む） 

 入所者ごとの施設サービス計画を踏まえ、必要に応じて適切な介護を効果的、計画

的に提供することに努めました。また事故予防のため毎月１回危機管理対策会議を開

催し原因の検証や対応策を職員全体で周知することに努めました。 
   ③健康管理（感染症対策含む） 

 入所者について毎月１回の定期検査と毎月２回の嘱託医健康相談、年２回の健康診

断を実施し健康管理に努めました。また入所者の円滑な受診を支援するため近隣の医

療機関（２か所）、近隣の私鉄駅にも週２回送迎サービスを実施しました。地域での

医療体制を強化するため嘱託医師に加え他２か所の協力医療機関との連携に努めま

した。 
 感染症予防について、入所者及び外来者へのうがい・手洗い消毒・マスクの着用の

励行を徹底し感染予防に努めました。  
   ④給食 

年２回のお楽しみ会（握り寿司バイキング）、リクエスト食や地産地消の食材も取

り入れて楽しく食事ができるよう毎月の給食会議で献立・味付けの見直し、行事食の

決定などについて委託業者と積極的に意見交換し、より入所者に満足される食事の提

供に努めました。 
  ⑤その他 

 平成２６年度全国軽費老人ホーム協議会 第四回全国職員研究会議大阪大会におい

て、河南荘発表テーマ「認知症があっても大丈夫」―あなたをみんなで支えますーが

近畿ブロック大阪府代表賞を受賞し、地域包括ケア時代の軽費老人ホームのソーシャ

ルワーク実践への取り組み内容が評価されました。 
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５．地域連携・社会貢献の推進 
河南町の福祉避難所として、町主催の総合防災訓練に入所者と共に初めて参加し、その役

割を担う意識を高めました。 
 例年実施している、認知症サポーター養成講座や白木小学校、河南幼稚園、河南町中央保

育園との交流やかなんフェス（町民まつり）、昨年度より参加している河南町文化協会主催

「文化の祭典」に加え、河南町地球温暖化防止対策推進員活動、「かなん環境マイスター」

事業にも２名の入所者が参加しました。また、河南町事業の「いきいき百歳体操」にも体操

モデルとして多くの入所者が参加し、河南町ホームページにて公開される事となりました。

社会貢献事業は３月に１ケースの依頼があり、生活相談員が社会福祉協議会担当者とともに

対象者を訪問し支援を実施することが出来ました。  
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事務局 
 

１． 事業の執行概要 

平成２６年度は安定した経営財源の確保と昨年度に見直しを行った中長期経営計画の推進

を行ってきました。その中で、介護・生活支援サービスの向上については、地域包括ケアシス

テムに係る各市町村の介護保険事業計画を把握し、またサービスの向上の観点から介護事故減

少や虐待防止の取り組みを進めることができました。経営基盤の安定に向けた取り組みについ

ては、新たな施設整備の資金確保の為にも各施設や法人全体の予算執行状況を細かく把握する

と共に、新会計基準や障がい福祉サービスに係る就労会計基準の導入準備も進めました。人材

の育成と確保については、障がい者雇用促進に係る各施設での計画策定や新規事業に係る人材

確保を進めました。また育成についても個別プログラムの策定・実施や個々のスキルに合わせ

た研修の実施などを継続しました。地域社会における施設の役割と連携については、平成２７

年８月に設立したＯＳＪ研修・研修センターにおいて、記念事業として、認知症ケアの記念講

演会を実施し地域住民をはじめ、多くの方の参加に繋がりました。 
 

２．平成２６年度ステップアップ事業 
（１）文書のデジタル化と事務費削減 

文書のデジタル化を進め、業務の効率化や事務費削減に取り組んでおります。文書のデ

ジタル化については、昨年度に導入しました文書決裁システムを活用し、文書規程に従い、

積極的にデジタル化を推進しました。結果として、前年度比１８０％のデジタル化を実施

することができました。また、事務費削減については、コピー使用数の削減を掲げ、前年

度比１９％の削減を実施しました。 
 
（２）接遇の強化 

法人の窓口であることを意識した誠実でやさしい対応を目指して、「いつも笑顔でいよ

う」「来客時は誰もが素早く応対しよう」「電話は２コール以内で受けよう」という内容を

全員が行えることを必須目標として各グループで実践できているか声を掛けあい、啓発を

行うことで改善が見られました。また、挨拶や身だしなみ、電話対応、来客対応、聴き方、

話し方についての接遇チェックリストを作成し、全職員対象に自己チェックを複数回行い

ました。複数回実施することで、自己の課題を認識し、目標達成に向けて取り組めました。

適切なマナーを習得するべく全職員に接客マナー研修を実施し、自己の知識の見直しが図

られました。  
 
３．事業内容 
（１）総務グループ 

①人材不足解消への取り組み 
法人内の４施設で実施している介護職員初任者研修修了者について、一定の条件を満た

せばその受講料と同一額を給付する制度、および非正規職員が非正規職員を紹介し、被紹

介者が事業所に雇用された場合に、紹介者に対し紹介手当を支給する制度を創設し、雇用

につなげることができました。また、介護初任者研修については、事務局本校及び光明校

を新たに開設させ、さらなる介護職人材の育成を含めた雇用の確保を図ることができるよ

う検討し、平成２７年度から開校することになりました。 
さらには、職員をリクルーターとして任命し、そのリクルーターがそれぞれの出身校に

出向いて、在校生に法人の魅力を伝える取り組みを行いました。事務局の採用担当者では
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なく、卒業生が直接在校生と話をすることで、学生にとっては率直な質問ができたことで

安心感を持つことができ、そのことから多くの受験者があり、優秀な新卒者を採用するこ

とができました。 
その他新たな雇用確保のために、近隣他府県での就職説明会や学校回りを実施しました

が、学生の多くは現在の居住地近くでの就職希望が多いことを再確認する結果となりまし

た。しかし、今後も継続して住居の問題等、福利厚生も含めて大阪府外からの学生が就職

しやすい環境整備を検討していきます。 
②障がい者雇用について 

施設においては、数値目標を掲げた障がい者雇用計画を策定し、支援学校や就労支援事

業所から積極的に実習生の受け入れを行うことで、それら担当者との連携を強化すること

ができました。また、当法人のこれまでの障がい者雇用への取組みから、障がい者の雇用

等に積極的に取り組む法人として「大阪府障がい者サポートカンパニー優良企業」として

登録されました。 
③職員の健康増進への取り組み 

労働災害減少の取組みとしては、４Ｓ活動を内部監査項目に加えたとともに、各施設で

労働災害減少に向けての取組み標語をポスターにすることや階段などの段差にテープを

貼るなど『見える化』運動を行い、職員がさらに安全意識を持って、業務に従事するよう

にしました。また、各施設で労働安全衛生関係法令に定める事項を確実に実施するととも

に、自主的な安全衛生活動を展開できるよう年間を通じた実効性のある安全衛生管理計画

書の作成を検討しました。 
さらには、職員車両等の運転に関する取扱い及び無事故・無違反者への手当を支給する

取扱いを制定し、運転業務に携わる職員へ交通安全の意識を高めることに努めました。 
 

（２）ＯＳＪ研修・研究センター 
①事業計画の着実な推進 

内部研修は、年間計画に基づき実施することができました。外部研修は、堺市や大阪府

より受託している研修、及び大阪府より指定を受けている研修については、着実に実施し、

ニーズの多い研修については、定員以上の受入を行い、専門職をより多く養成することが

できました。また、現在美原荘、四條畷荘、高槻荘、豊寿荘において実施している「介護

職員初任者研修」は、受講者から雇用に繋げることが行えており、法人の課題でもある人

材確保にも繋げられることから、光明荘、及びＯＳＪ研修・研究センターでの開校に向け

て準備を進めました。 
その他、ＯＳＪ研修・研究センター設立記念事業として、認知症ケアの記念講演会を実

施しました。老年行動学からの認知症ケアの基調講演と、現在認知症ケアモデルとして美

原荘・高槻荘において取り組んでいる大阪大学との認知症ケア研究について発表し、地域

住民、及び福祉サービス従事者に向けて広く公開し１３０名余り参加していただけました。 
地域住民を対象とした介護技術等の研修については、平成２７年度より実施していくよ

う内容について検討し計画を立てました。 
②事業団ＯＢ・ＯＧを活用した人材育成 

事業団ＯＢ・ＯＧの指導者として多くの確保は行えず、今年度は３名のみでした。事業

団ＯＢ・ＯＧには、これまでの経験からの専門性を活かして、仕事に不安を感じている職

員との面談や、介護技術等の知識を実践において職員に確認することで、不安の軽減や技

術、知識の向上に繋げられました。 
③ＯＳＪ経営塾の継続実施 

各施設における財務状況、労務管理における課題について、分析能力を高められるよう

情報交換を行い、現在法人が抱える課題でもある介護保険制度改革が及ぼす影響や、地域

包括ケア事業の経営戦略、介護人材不足を克服するための人材戦略について議論を深める
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と共に、福祉サービスの経営者より具体的実践例を学びました。また管理者に求められる

リスクマネジメントについて、より適切な判断が行えるよう具体的事例を用いて検討する

ことで、判断力の向上が図られました。 
 
（３）経理グループ 
①新会計基準導入への準備 

平成２７年度当初予算からの新会計基準導入に向けての取り組みについては、予定して

いた毎月の学習会を実施することはできませんでしたが、各月の主事会議において新基準

の説明及び理解を深める説明会や、会計システム会社を招聘しての勉強会を実施しました。

また、施設より２名の職員を選出して施設現場での会計処理が反映されるような制度設定

を行うことができました。 
②障がい者福祉サービスの新規事業開始に伴う就労会計基準の理解 

就労会計基準の理解については、法人顧問公認会計士からの就労会計基準の学習はもと

より、事業開始前に施設及び事務局担当者にて、就労支援事業を実施する他法人への見学

を実施し、実際の事務処理についても理解を深めました。 
③整備にかかる資金計画について 

毎月の各施設及び法人全体の予算執行状況を管理し整備資金の確保に努めました。また、

建築コストの高騰や介護報酬の改定などに対応できるようきめ細かく整備計画の更新を

おこない経営環境の変化に対応をしました。 
④情報の共有化及びパソコン管理 

事務局の移転にともない、白島荘と事務局のＰＣネットワーク統合をおこない、情報の

共有化及びセキュリティレベルの統一をおこなうことができました。また将来的な法人内

ＰＣネットワーク統一に備え、パソコン管理規定（案）の策定をおこないました。 
⑤省エネルギー化の推進 

春日丘荘・四條畷荘にＬＥＤ照明を導入し、一定の削減効果が得ることができました。

また、ＬＥＤを導入した企業より、一般企業で取り組んでいる省エネに関する取組などの

情報を収集することにより、次年度作成予定である「省エネマニュアル」の作成準備をお

こなうことができました。 
 
（４）企画指導グループ 
①安心・安全なサービスへの取り組み 
ア．介護事故減少  
各施設からの事故報告をネットワークを通じて集約し、事故の原因や対策等についての

詳細を把握する事で、他施設に対してもそれに係る再発防止策の周知を行いました。 
イ．虐待防止 
毎年１０月を虐待防止推進月間とし、職員のチェックリスト実施によるセルフチェック

や研修の実施など取り組みを行いました。また、虐待防止の啓発に係るポスターを募集し、

優秀作品をＯＳＪぷらざにおいて表彰するなど、職員に対しての啓発を行いました。 
②施設整備についての取り組み 

施設整備については、箕面市にある白島荘が平成２６年度７月３１日に竣工し、８月末

に仮住まい先からの引っ越しを無事に終え、新しいユニット型の施設で事業を開始してい

ます。 
また、堺市、高槻市の地域密着型サービス施設においては、東日本大震災以降の資材の

高騰や人材確保が困難な状況となっている建築業界の煽りを受けて、入札不調が続き、工

期の延長を余儀なくされましたが、施工業者の協力を得ながら工期の短縮を図り、少しで

も早く、地域の社会資源として皆様にご利用してもらえるよう、工事の進捗管理を行って

きました。 
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豊中市の障がい福祉サービス施設整備については、平成２７年度からの事業開始予定で

施設整備計画を進めてきましたが、平成２６年の国庫補助金内示額が当初想定していた額

より大きく減額されたことにより、豊中市と協議しその内を見送り、平成２６年度の補正

予算に期待しました。しかし、平成２６年の補正予算も当該事業にかかる補助は予算化さ

れないこととなったことから、平成２７年度当初予算の内示により当該事業を進めていく

こととなりました。 
③ＮＰＯ法人なにわ和楽日の会との連携 

平成２６年度はＮＰＯ法人なにわ和楽日の会との連携をさらに強化し、軽費老人ホーム

と養護老人ホームの利用者の自立支援への協力として、事業団施設の車椅子洗浄や事務局

の清掃業務、施設の草むしり等を行ってもらうことなど働く場を提供することができまし

た。また、家族代理サービスにおいては、通常の個別サービス以外に外出企画として紅葉

狩りの日帰りツアーや買い物ツアーを協同企画実施し、施設入居者の生きがいづくり、仲

間づくり支援につながる取り組みを行いました。 
任意後見事業については、事業団施設に入居されている方を対象にニーズ調査をＮＰＯ

法人なにわ和楽日の会に行ってもらい、希望された１名の方に対して任意後見契約を締結

することができました。 
④非常災害対策の推進 

今年度で三年目となる総合防災訓練を実施しました。今年度もより実践的な訓練となる

よう、事業所ごとの地域特性による土砂崩れなどの被害想定や、被害が長期化したことを

想定した保存食の調理、被害が各事業所で対応が困難なことを想定した事業所間の物品の

輸送や人員の派遣訓練を実施しました。また、事務局においては今年度に大阪市中央区谷

町４丁目より箕面市へ移転となり、特別養護老人ホーム白島荘と併設になって初めての訓

練を迎え、事務局の本部機能と併設事業所への応援体制等を新たに加えた訓練となりまし

た。 
⑤指定管理事業の進捗管理 

指定管理事業の進捗管理については、法人内部監査の対象事業に指定管理事業を明確に

位置づけ、実施状況等の進捗確認を行いました。 
また、平成２６年度は茨木市における老人デイサービスセンター及び老人福祉センター

の指定期間満了に伴う、指定管理者の公募がありました。この指定管理者の公募について

は、茨木市の新たな取り組みとして、老人福祉センターから多世代交流センターへと機能

が再編され、南茨木については障がいを持つ児童及びその保護者への療育の実施、沢池に

おいては、小規模保育を実施することとなり、それぞれの事業については他法人と協同し

て提案を行い、南茨木及、沢池のデイサービスセンター及び多世代交流センターの指定管

理者として引き続き運営を行うこととなりました。 
⑥内部監査における指導内容の標準化 

法人内での内部監査を実施するにあたり、より専門的かつ具体的な視点からの確認が行

えるよう、各事業所毎のチェック表を見直し、新規障がい事業所分と併せて再作成しまし

た。 
監査後のフォローアップについては、引き続き円滑な事業運営が図れるよう、監査実施

後に再度チェック表の見直しを行いました。 
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Ⅵ 資料 
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1．入所者・利用者状況
　（１）　入退所状況

 男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  計  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  計  男  女  計  男  女  計

4 11 0 4 2 7 0 0 0 1 1 3 7 26 33 5 16 1 10 0 0 0 0 0 0 6 26 32 25 95 120 54 71 125

1 20 0 2 1 4 0 0 0 0 0 0 2 26 28 3 25 0 4 0 0 0 1 0 0 3 30 33 15 103 118 107 96 203

2 4 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 5 7 4 3 1 0 0 0 0 0 0 0 5 3 8 8 20 28 17 42 59

5 5 0 0 4 10 0 3 2 3 0 3 11 24 35 5 14 8 9 0 0 0 0 0 0 13 23 36 31 88 119 58 143 201

4 13 0 0 0 5 3 8 1 1 0 0 8 27 35 6 8 5 20 0 0 0 0 0 0 11 28 39 14 105 119 28 42 70

1 8 0 0 0 7 1 10 0 1 0 0 2 26 28 1 23 0 3 0 0 0 0 0 0 1 26 27 17 83 100 51 50 101

6 11 0 0 1 9 2 4 0 2 0 0 9 26 35 3 10 6 12 0 0 1 4 0 0 10 26 36 11 76 87 66 139 205

0 1 0 0 0 0 0 4 2 1 3 4 5 10 15 3 5 1 7 0 0 0 0 0 0 4 12 16 10 39 49 75 127 202

2 3 0 0 0 2 0 1 0 0 0 3 2 9 11 1 5 0 3 1 0 0 1 0 0 2 9 11 8 21 29 98 49 147

25 76 0 6 8 44 6 30 5 10 4 13 48 179 227 31 109 22 68 1 0 1 6 0 0 55 183 238 139 630 769 554 759 1,313

一般 1 6 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 2 9 11 1 0 1 2 0 0 2 0 1 0 5 2 7 11 22 33 0 0 0

特定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 1 1 0 0 2 3 5 4 12 16 0 0 0

一般 3 9 0 0 3 1 1 3 0 0 0 0 7 13 20 3 2 1 0 0 1 0 1 0 0 4 4 8 56 54 110 0 2 2

特定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 7 6 0 0 8 6 14 8 30 38 0 0 0

一般 3 2 0 0 0 0 3 1 0 0 1 0 7 3 10 0 0 0 2 0 0 2 2 1 0 3 4 7 17 26 43 0 0 0

特定 0 2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 5 5 0 0 1 3 0 0 1 2 0 0 2 5 7 6 21 27 0 0 0

一般 7 17 0 0 3 1 5 6 0 0 2 1 17 25 42 4 2 2 4 0 1 4 3 2 0 12 10 22 84 102 186 0 2 2

特定 0 2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 5 5 1 0 2 5 0 0 9 9 0 0 12 14 26 18 63 81 0 0 0

一般 1 8 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 3 8 11 2 2 0 1 0 1 0 3 0 0 2 7 9 9 31 40 7 13 20

特定 2 3 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 5 7 1 1 1 3 0 0 1 2 0 0 3 6 9 12 18 30 9 14 23

一般 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 0 0 2 0 2 0 0 0 0 1 4 5 7 43 50 76 212 288

特定 1 13 1 0 1 2 0 3 0 0 0 0 3 18 21 0 1 2 6 0 4 2 3 0 0 4 14 18 3 47 50 43 126 169

2 5 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 5 8 0 0 2 1 0 0 0 4 0 1 2 6 8 16 34 50 14 19 33

4 5 0 0 1 0 2 0 0 0 2 0 9 5 14 0 2 2 3 0 0 1 7 1 1 4 13 17 38 50 88 0 1 1

一般 8 19 0 0 1 0 3 0 1 0 3 0 16 19 35 3 4 4 7 0 3 1 14 1 2 9 30 39 70 158 228 97 245 342

特定 3 16 1 0 1 2 0 4 0 1 0 0 5 23 28 1 2 3 9 0 4 3 5 0 0 7 20 27 15 65 80 52 140 192

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 9 9 1 8 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 9 0 10 10

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 18 18 1 18 19

43 130 1 6 13 47 14 43 6 12 9 14 86 252 338 40 117 33 93 1 8 18 38 3 2 95 258 353 326 1,036 1,362 704 1,164 1,868

養
護

 　合　計

計

軽
費

グ
ル

プ
ホ

ム

豊寿荘

四條畷荘

計

河南荘

東大阪養護

春日丘荘
グループホーム

計
(GH）

和風荘

万寿荘

白島荘
グループホーム

永寿園
とよなか

春日丘荘

 　区　分

特
養

豊寿荘

美原荘

春日丘荘「彩の家」

四條畷荘

高槻荘

光明荘

白島荘

計

永寿園とよなか

累計 死　亡 入　院
家族引

取
施設替

え
特養 老健 病院

有料老
人ホー
ム等

その他

特養については、家庭から入所するケースが最も多く、全体の50％程度を占める結果となり、家庭における身体状態の悪化等で在宅生活が困難になったケー
スが多かった事が考えられます。退所理由については、死亡及び入院が全体の97％を占めており、施設で取り組みを進めている看取りでの死亡や、体調不良
等で入院後にそのまま退所になられる方が大半であることが分かります。待機者数については、特養・養護・軽費・グループホームにおいて昨年度と大きな変
化はなく、高齢者福祉施設におけるニーズは継続して高い結果となりました。

その他 累計

　　(平成26年度中）

(単位：人）

 　入　　所 退　　　　　　　　　　　　　　所

年度末人員 年度末待機者数

家庭

1．入所者・利用者状況

（１）入退所状況

　特養については、家庭から入所するケースが最も多く、全体の 50％程度を占める結果となり、家庭に

おける身体状態の悪化等で在宅生活が困難になったケースが多かった事が考えられます。退所理由につい

ては、死亡及び入院が全体の 97％を占めており、施設で取り組みを進めている看取りでの死亡や、体調

不良等で入院後にそのまま退所になられる方が大半であることが分かります。待機者数については、特養・

養護・軽費・グループホームにおいて昨年度と大きな変化はなく、高齢者福祉施設におけるニーズは継続

して高い結果となりました。
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（2）　年齢別状況

一般

特定

一般

特定

一般

特定

一般

特定

一般

特定

一般

特定

一般

特定

特養においては昨年度と同様に、後期高齢者の割合が90％を超えました。１00歳以上の入居者については17名となり、
昨年度と同人数になりました。後期高齢者の男女比率については男性16％、女性84％となり、入居者全体においても、
女性の比率が全体の80％を超える状況となっております。特養の平均年齢は84歳から88歳となり、養護老人ホームにお
いては一般利用者が77歳から81歳、特定利用者が84歳から89歳となっています。特に養護老人ホームの特定利用者に
おいては昨年度と比較して、各施設とも平均年齢が上昇しており、加齢に伴い今後ますます介護サービスが必要な状況
となっています。軽費老人ホームにおいては平均年齢が一般で83歳以上、特定では86歳以上、グループホームでは87
歳を超えるなど、高齢化に対する対応について検討が必要です。

0 0 0 0 88歳
93歳

10ヶ月

0 2 0 2 0 0
80歳
9ヶ月

97歳
4ヶ月

0 0 0 0 0 1 0 3 1 2 2 7 3 6 0 2

8

11

11

割合

2 20
85歳
2ヶ月

58 57

0
87歳
4ヶ月

86歳
9ヵ月

0 0 0 0

7 0 3
86歳
7ヶ月

7 0

 (平成27年3月31日現在)

2 0

97歳
6ヶ月

62 264 16 235 7 11274 117 78 202合計 0 2 3 3 26 26

5 00 0 0 0 4 0

98歳
10ヶ月

計
（GH）

0 0 0 0 0 1 0

0 3 0 1 0 00 0 0 1 0 3

97歳
11ヶ月

6 0

0 0
８７歳
10ヶ月

0 0 3 0 2 0

0 0 0 1 0 0

3 0 10 0

102歳

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

春日丘荘
グループホーム

0 0 0

8 4 24 3 14 00 0 2 3 8 3
計

5

96歳
11ヶ月

白島荘
グループホーム

0 0

0 0 0 0 1

36 10 44 23 11 8 15 24 240 0 1 0

97歳9 11 5 11 1 11

0
83歳
7ヶ月

96歳
4ヶ月

38 0

2 0 0

0 3 0 0
81歳
8ヶ月

82歳
6ヶ月

97歳
6ヶ月

河南荘 0 0 0 0

7 1 8 0 7 00 3 1 1 9 8

3 1 8 5 12

万寿荘 0 0 1 0 2

1 16 10 2 1 5 0 60 0

0 2 0 0
86歳
1ヶ月

0 2
87歳
1ヶ月

100歳
1ヶ月

0 5

0 0 0 0 2 5

0 0 0 0

103歳
11ヶ月

豊寿荘
0 0 0 0

2 3 8 2 3 00 0 0 2 3 3

97歳
1ヶ月

3 9 2 16 0

0
84歳
1ヶ月

93歳
8ヶ月

0 0 0 0 1

9 2 9 1 9 02 0 2 0 2 4

2 0 1 86歳

99歳
1ヶ月

軽
費

和風荘
0 0 0 0 0

14 2 10 0 4 16 3 8 7 17 4

養
護

0

0 0

0
79歳
9ヶ月

94歳
2ヶ月

0 0 0 1 1 3 0

16 0 8 0 3 011 24 26 14 30 5

1
87歳
2ヶ月

5 0 2 1 11 4 4 9 1 6

計
0 0 2 0 11 8 29

1

永寿園とよな
か

0 0 0 0 2 0 5 2 6 7 4 9 0 4

77歳
1ヶ月

96歳

0 0 0 1 0 1 0 2

0 6 0 1 0 016 17 9 11 3 6

84歳
3ヶ月

105歳

98歳
6ヶ月

東大阪養護
0 0 2 0 9 6 17 7

3 0 2 0 0
89歳
4ヶ月

2 1 1 0 2 1
四條畷荘

0

89 1 16
86歳
5か月

102歳
8ヶ月

89歳
3ヶ月

0 0 0 0 1 1 0 1 1

0 0 0 0 0
81歳
5ヶ月

2 1 100

107 39 161 9 159 711 18 30 29 51 30

2 7 2 2 2 6 00 0

9.2% 90.8%

計 0 2 0 2 8

106歳

永寿園とよなか 0 0 0 0

6 5 11 0 7 00 2 3 2 3 1豊寿荘 0

1
88歳
7ヶ月

100歳
11ヶ月

2

0 0 0

0 2 00 0 0 1 0 3 1 4 6 2 7

1 8 0 3
87歳
1ヶ月

6 0 3
86歳
8ヶ月

25 2 170 2 1 1 3 7

101歳
7ヶ月

白島荘 0 0 0 0

16 3 18 3 18 00 1 6 5 9 5高槻荘 0

103歳4 12 1

1 10 0 0
84歳
6ヶ月

15 0 1
86歳
6ヶ月

24 1 320 5 2 8 3 7

100歳
4ヶ月

光明荘 0 0 0 1

18 3 19 1 26 11 9 3 10 7 4四條畷荘 0

99歳
９ヶ月

4 18 3

1 3 1 0
86歳
9か月

12 0 1
84歳
5ヶ月

3 0 40 0 0 3 1 0

2
87歳
3ヶ月

102歳
3ヶ月

春日丘荘「彩の家」 0 0 0 0

14 7 28 0 22 12 1 3 1 8 4

109歳
1か月

1 7 4

0 5
86歳
５ヶ月

101歳
６ヶ月

春日丘荘 0 1 0 0 2

9 27 0 26 2 112 2 4 7 5 15

22 0

特
養

美原荘 0 1 0 0 3 1

 男 男  女  男  女  男  女

0 0 1 3

0 0 0 0

0

 80～  85～

 　94歳  　99歳  　以上

 男  女  男  女  男  女  男  女 女  男  女  男  女

　　　　　　　　　　　　　　　    　（単位:人）

区分

前　期　高　齢　者 後　期　高　齢　者

 平均年齢
歳　月数

 最高年齢
歳　月数

 60歳  90～  95～  100 歳

 　以下 64歳  　69歳  　74歳  　79歳  　84歳    89歳

 60～  65～  70～  75～

（２）　年齢別状況

　特養においては昨年度と同様に、後期高齢者の割合が 90％を超えました。１00 歳以上の入居者については

17 名となり、昨年度と同人数になりました。後期高齢者の男女比率については男性 16％、女性 84％となり、

入居者全体においても、女性の比率が全体の 80％を超える状況となっております。特養の平均年齢は 84 歳か

ら 88 歳となり、養護老人ホームにおいては一般利用者が 77 歳から 81 歳、特定利用者が 84 歳から 89 歳となっ

ています。特に養護老人ホームの特定利用者においては昨年度と比較して、各施設とも平均年齢が上昇してお

り、加齢に伴い今後ますます介護サービスが必要な状況となっています。軽費老人ホームにおいては平均年齢

が一般で 83 歳以上、特定では 86 歳以上、グループホームでは 87 歳を超えるなど、高齢化に対する対応につ

いて検討が必要です。
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　（3）　居住別状況

堺市

85 35 0 120
ブロック名 圏域内市町村

茨木市

90 8 20 118

茨木市

28 0 0 28

四條畷市

74 36 9 119

和泉市

77 29 13 119

高槻市

84 5 11 100

箕面市

63 17 7 87

豊中市
41 4 4 49

豊中市

29 0 0 29

四條畷市

4 14 32 50

東大阪市

90 0 59 149

東大阪市

68 1 1 70

堺市

32 27 11 70

豊中市
70 26 4 100

池田市

45 4 1 50

河南町

8 36 44 88

242 216 1,346

所在市町村

その他
市町村

合計
圏域内

特
　
　
　
　
　
　
　
養

美原荘
（泉北ブロック）

春日丘荘
（三島ブロック）

春日丘荘「彩の家」
（三島ブロック）

四條畷荘
（北河内ブロック）

光明荘
（泉北ブロック）

高槻荘
（三島ブロック）

白島荘
（豊能ブロック）

豊寿荘
（豊能ブロック）

永寿園とよなか
（豊能ブロック）

養
　
護

永寿園とよなか
（豊能ブロック）

(平成27年3月31日現在)

四條畷荘
（北河内ブロック）

東大阪養護
（中河内ブロック）

軽
　
　
　
　
費

和風荘
（泉北ブロック）

豊寿荘
（豊能ブロック）

万寿荘
（豊能ブロック）

河南荘
（南河内ブロック）

合計 888

泉北ブロック
堺市、泉大津市
和泉市、高石市

太子町

特養については、所在市町村・圏域内市町村からの入所が92％となっています。東大阪養護老人ホーム、養護老人ホー
ム四條畷荘については、圏域外の措置者が全体の約半数を占め、所在市町村以外からの措置依頼に対して積極的に受
け入れを行っている状況がわかります。軽費老人ホームについては、所在市町村や圏域内からの入所が多いですが、河
南荘においては半数が圏域外からの入所となっており、多様な市町村からの受け入れとなっています。

北河内
ブロック

守口市、枚方市
大東市、門真市

四條畷市
寝屋川市
交野市

中河内
ブロック

八尾市、柏原市
東大阪市

南河内
ブロック

松原市、富田林市
羽曳野市、藤井寺市
大阪狭山市、太子町
河内長野市、河南町

千早赤阪村

備考

豊能ブロック
豊中市、池田市
箕面市、豊能町

能勢町

三島ブロック
吹田市、茨木市
高槻市、摂津市

島本町

圏域外

施　設　名
（圏域ブロック）

（３）　居住地別状況

　特養については、所在市町村・圏域内市町村からの入所が92％となっています。東大阪養護老人ホー

ム、養護老人ホーム四條畷荘については、圏域外の措置者が全体の約半数を占め、所在市町村以外か

らの措置依頼に対して積極的に受け入れを行っている状況がわかります。軽費老人ホームについては、

所在市町村や圏域内からの入所が多いですが、河南荘においては半数が圏域外からの入所となってお

り、多様な市町村からの受け入れとなっています。
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（
４
）
日

常
生

活
状

況

美
原
荘

5
3

2
1

2
9

1
7

6
3

6
8

2
5

2
7

1
2

4
0

0
5

3
0

0
0

6
0

6
1
5

0
4

1
7

0
0

0
7
8

0
0

0
0

2
0

0
0

0
8
4

3
4

2
5
6

6
2

1
1

1
4

6
8

3
6

3
4

2
3

6
3
5

3
4
1

5

春
日
丘
荘

4
6

3
2

2
7

2
0

5
6

5
2

2
5

4
1

7
4
4

0
0

1
0

0
0

6
6

1
1
0

0
5

1
3

0
0

0
8
9

0
2

0
0

1
9

1
8

0
3

5
3
1

4
0

0
4
6

7
2

0
3

1
8

5
8

3
9

0
3

5
3

5
3

6
2
6

2
2

春
日
丘
荘

「
彩
の
家
」

2
3

1
0

5
6

1
1

1
1

8
9

3
1
2

8
0

0
5

0
0

0
1

6
0

0
5

1
0

0
1
5

0
7

0
0

7
1
1

0
0

0
0

3
0

1
3

1
5

0
0

7
1
4

7
1

2
0

6
7

5
7

0

四
條
畷
荘

5
4

2
0

3
5

2
0

5
3

7
1

1
4

3
4

1
0

4
9

8
0

1
0

0
0

5
1

6
1
9

3
0

4
0

0
0

8
7

2
4
2

1
3

0
1
7

1
5

0
0

0
2

2
8

2
5
3

6
4

0
3

1
7

6
0

3
9

3
9

9
1
3

2
0

2
3

3
0

1
2

光
明
荘

1
5

2
7

1
5

1
8

7
1

6
0

2
5

3
4

5
3
1

2
3

5
0

0
0

0
5
5

1
6

0
8

6
6

0
0

9
2

0
7

6
0

6
7
0

0
0

0
0

3
0

5
4
3

7
1

0
0

3
1
1
4

2
0

7
1
0

1
4

3
7

1
9

2
8

4

高
槻
荘

3
3

3
0

1
0

2
9

5
2

4
7

1
8

3
5

4
1
7

3
5

0
0

0
0

0
4
4

4
1
1

7
6

4
2

0
0

6
6

0
0

0
0

0
0

0
2
4

1
8

2
1

3
7

2
4
4

5
4

0
0

2
0

5
6

2
4

0
4

1
0

1
5

3
3

1
4

1
9

5

白
島
荘

3
2

1
0

1
3
5

2
3
4

5
8

9
2
0

1
4

3
3

2
0

2
0

0
0

0
1
8

1
4

8
4

2
1

0
0

0
5
8

2
2
4

4
0

2
7

1
6

0
0

0
0

1
4

1
4

3
9

3
4

0
6

1
7

4
9

1
5

1
2

5
7

4
3

9
1
6

4

豊
寿
荘

0
1

0
1

4
9

3
4

1
5

2
0

1
4

0
5

2
8

0
1

0
0

0
1
5

0
3

3
0

2
0

0
0

4
1

0
0

3
9

0
0

1
0

0
0

0
0

0
1

1
0

3
8

0
0

1
9

3
9

0
0

0
3

1
9

1
8

3
6

永
寿
園
と
よ
な
か

3
3

3
3

0
4

1
3

1
6

7
6

5
1
3

0
0

0
0

0
0

1
1

5
6

0
0

0
0

0
0

1
8

3
1
6

0
0

4
0

0
0

0
0

6
8

1
3

8
0

0
1
0

1
1

8
0

2
0

7
6

7
6

1

計
2
6

3
0

2
6

1
5

1
6
0

1
2
5

3
8
7

3
9
8

1
5
1

2
2
0

6
0

2
4
4

1
2
2

1
2

6
5

0
0

3
2
0

3
8

8
4

1
7

2
5

5
2

9
0

0
5
4
4

7
9
8

6
2

0
8
2

1
4
0

0
2
7

2
3

1
3
8

1
9
2

3
4

3
1
7

4
1
8

1
1
3

1
0
7

4
3
9

2
0
9

8
3
3

6
2

7
4

2
5
3

1
0
4

1
7
6

5
9

養
護
四
條
畷
荘

4
0

3
4

2
2

1
1
1

5
0

1
1

2
2

1
0

0
0

0
0

1
0

3
0

1
0

0
0

0
2

1
5

0
0

0
0

0
7

0
3

0
2

1
4

0
0

1
1
2

2
1

0
2

0
1
2

2
0

0
0

東
大
阪
養
護

1
1

1
1
6

0
7

0
4

3
8

1
0

1
8

1
3

0
1

1
0

0
0

6
1
6

1
5

0
0

1
1

0
0

6
0

0
0

0
0

0
0

3
7

2
0

0
0

3
7

2
0

3
3
5

0
1

1
2

3
5

0
1

0
0

0

永
寿

園
と
よ
な
か

8
0

1
6

0
2

0
0

2
4

2
0

2
2

0
0

0
0

0
0

4
0

2
2

0
0

0
0

0
4

0
0

0
0

0
0

2
0

2
4

0
0

0
0

1
2

1
4

0
0

0
2
6

0
0

0
0

2
1
5

7
2

0
0

計
2
3

1
3
5

4
1
1

2
5

7
3

8
0

5
1

1
5

2
2

1
0

0
4

6
4
8

1
8

0
1

1
1

4
0

8
1

5
0

0
2

0
2
4

4
4

2
3

0
1
4

6
5

2
0

4
7
3

2
2

1
4

37
2
7

1
0

2
0

0

和
風
荘

8
0

1
2

6
2

2
0

2
6

4
0

2
0

4
0

0
4

0
0

0
2

1
9

4
0

1
4

0
0

0
2

1
2

9
0

0
0

5
1
2

1
0

0
1
4

8
8

0
2

1
4

1
2

2
0

0
1

1
4

8
0

7
0

豊
寿
荘

1
2

1
2
0

6
4

4
3

4
6

4
0

2
7

1
8

4
1

0
0

0
0

0
2
7

1
7

5
1

0
0

0
0

0
0

2
0

0
0

0
1
4

3
0

4
0

0
2
0

2
6

4
0

6
3
5

7
2

0
5

1
3
2

1
0

0
2

0

計
2
0

1
3
2

1
2

6
6

3
7
2

8
0

4
7

2
2

4
1

4
0

0
0

2
4
6

2
1

5
2

4
0

0
0

2
1

4
9

0
0

0
1
9

4
2

5
0

0
3
4

3
4

1
2

0
8

4
9

1
9

4
0

5
2

4
6

1
8

0
9

0

6
9

3
2

9
3

3
1

1
7
7

1
3
3

3
9
5

5
4
3

1
6
7

2
2
0

1
5
8

2
8
1

1
2
8

1
5

1
1

5
0

4
3
2
8

1
3
2

1
2
3

2
2

2
8

5
7

1
0

4
0

5
5
4

9
1
0
7

7
1

0
8
4

1
4
0

4
3

1
1
3

3
0

1
4
1

1
9
2

8
2

4
1
6

4
3
2

1
2
5

2
2
9

4
6
0

2
1
5

9
4
2

1
0
1

1
4
7

2
8
1

1
0
6

1
8
5

5
9

挿
入

【
障
が
い
日
常
生
活
自
立
度

】

何
ら
か
の
障

が
い
等

を
有

す
る
が
、
日

常
生

活
は
ほ
ぼ
自

立
し
て
お

り
独

力
で
外

出
す

る

屋
内

で
の
生

活
は
概

ね
自

立
し
て
い
る
が
、
介

助
な
し
に
は
外

出
し
な
い

何
ら
か
の
認

知
症

を
有

す
る
が
、
日
常
生
活
は
家
庭
内
及
び
社
会
的
に
自
立
し
て
い
る

屋
内

で
の
生

活
は
何

ら
か
の
介

助
を
要

し
、
日

中
も
ベ

ッ
ド
上

で
の
生

活
が
主

体
で
あ
る
が
、
座

位
を
保

つ
日

常
生

活
に
支

障
を
き
た
す

よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思

疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
み
ら
れ
て
も
、
誰
か
が
注
意
し
て
い
れ
ば
自
立
で
き
る

１
日

中
ベ

ッ
ド
上

で
過

ご
し
、
排

泄
、
食

事
、
着

替
え
に
お

い
て
介

助
を
要

す
る

家
庭

外
で
上

記
Ⅱ

の
状

態
が
み
ら
れ
る

家
庭

内
で
も
上

記
Ⅱ

の
状

態
が
み
ら
れ
る

日
常

生
活

に
支

障
を
き
た
す

よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
み
ら
れ
、
介
護
を
必
要
と
す
る

日
中

を
中

心
と
し
て
上

記
Ⅲ
の
状
態
が
み
ら
れ
る

夜
間

を
中

心
と
し
て
上

記
Ⅲ
の
状
態
が
み
ら
れ
る

日
常

生
活

に
支

障
を
き
た
す

よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

著
し
い
精

神
症

状
や

問
題
行
動
あ
る
い
は
重
篤
な
身
体
疾
患
が
み
ら
れ
、
専
門
医
療
を
必
要
と
す
る

ラ
ン
ク

Ⅲ b
Ⅳ

Ｍ

特
養

で
は
食

事
に
お

い
て
、
「
自

己
で
可

能
」
と
「
一

部
介

助
」
の
利

用
者

が
全

体
の
7
1
％

と
な
り
、
介

助
の
有

無
も
あ
り
ま
す

が
自

力
摂

取
を
行

う
事

が
で
き
る
利

用
者

の
割

合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
移
動
や
排
泄
な
ど
食
事
以
外
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
全
介
助
」
の
項
目
が
最
も
多
い

結
果

と
な
り
ま
し
た
。
養

護
で
は
「
入

浴
」
と
「
着

脱
」
に
つ

い
て
、
「
一

部
介

助
」
の
割

合
が
多

く
み

ら
れ
て
お

り
、
養

護
老

人
ホ
ー

ム
で
特

に
入

浴
の
場

面
に
お

い
て
、
安

全
へ

の
配

慮
が
必
要
な
状
況
で
す
。
そ
の
他
の
各
項
目
に
お
い
て
は
「
自

己
で
可

能
」
が
多

数
を
占

め
て
い
ま
す

。
軽

費
で
は
「
食

事
」
以

外
の
各

項
目

に
お

い
て
、
昨

年
度

と
比

較
し
て
「
全

介
助

」
の
割

合
が
増

加
す

る
な
ど
、
重

度
化

が
進

む
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。
認

知
症

日
常

生
活

自
立

度
に
つ

い
て
は
、
特

養
で
は
「
Ⅲ

a」
以

上
が
全

体
の
8
6
％

と
な
り
、
昨

年
度

よ
り
8ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
か
ら
も
認
知
症
利
用
者
の
増
加
が
顕
著
に
分
か
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
養

護
で
は
1
5
％

、
軽

費
で
は
3
4
％

、
全

施
設

の
合

計
に
お

い
て
も
6
8
％

の
方

が
「
Ⅲ

a」
以

上
の
判

定
が
出

て
い
る
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
(単

位
：
人
）

認
知
症
日
常
生
活
自
立
度

全 介 助

自 己 で 可 能

一 部 介 助

A

全 介 助

自 己 で 可 能

一 部 介 助

全 介 助

自 己 で 可 能

全 介 助

自 己 で 可 能

一 部 介 助

自 己 で 可 能

B

軽 費 （ 特 定 ）

合
計

（
平

成
2
7
年

3
月

3
1
日

現
在

）

【
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
】

生
活

自
立

ラ
ン
ク
Ｊ

ラ
ン
ク

判
断

基
準

準
寝

た
き
り

ラ
ン
ク
Ａ

Ⅰ

寝
た
き
り

ラ
ン
ク
Ｂ

Ⅲ
a

Ⅲ
b

Ⅳ ＭⅡ

ラ
ン
ク
Ｃ

Ⅱ
a

ⅢⅡ
b

便
　
所

便
　
所

全 介 助

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

一 部 介 助

全 介 助

自 己 で 可 能

一 部 介 助

自 己 で 可 能

一 部 介 助

オ
ム
ツ

自 己 で 可 能

自 己 で 可 能

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

一 部 介 助

全 介 助

非 該 当

Ⅰ
Ⅱ a

Ⅱ b
Ⅲ a

全 介 助

自 己 で 可 能個
浴

（
機
械
）

全 介 助

全 介 助

個
浴

全 介 助

一 部 介 助

全 介 助

非 該 当

一
般
浴

座
位

浴

一 部 介 助

寝
台

浴

C

養 護 （ 特 定 ）

自 己 で 可 能

一 部 介 助

一 部 介 助

特 　 　 　 　 養

一 部 介 助

全 介 助

自 己 で 可 能

J

自 己 で 可 能

一 部 介 助

一 部 介 助

　
　

項
　
目

移
　
動

食
　
事

排
　
　
泄

入
　
浴

着
脱

障
害
日
常
生
活
自
立
度

独
歩

杖
・
歩

行
器

車
椅

子
昼
　
間

夜
　
間

オ
ム
ツ

自 己 で 可 能

全 介 助

ラ
ン
ク

（
４
）

日
常
生
活
状
況

　
特

養
で

は
食

事
に

お
い

て
、
「

自
己

で
可

能
」

と
「

一
部

介
助

」
の

利
用

者
が

全
体

の
7
1
％

と
な

り
、

介
助

の
有

無
も

あ
り

ま
す

が
自

力
摂

取
を

行
う

事
が

で
き

る
利

用
者

の
割

合
が

多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

一
方

で
、

移
動

や
排

泄
な

ど
食

事
以

外
の

項
目

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ
「

全
介

助
」

の
項

目
が

最
も

多
い

結
果

と
な

り
ま

し
た
。

養
護

で
は
「

入
浴

」
と
「

着
脱

」

に
つ

い
て
、「
一
部
介
助
」
の
割
合
が
多
く
み
ら
れ
て
お
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
特
に
入
浴
の
場
面
に
お
い
て
、
安
全
へ
の
配
慮
が
必
要
な
状
況
で
す
。
そ
の
他
の
各
項
目
に
お
い
て
は
「
自

己
で

可
能
」
が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
軽
費
で
は
「
食
事
」
以
外
の
各
項
目
に
お
い
て
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
「
全
介
助
」
の
割
合
が
増
加
す
る
な
ど
、
重
度
化
が
進
む
傾
向
と
な
り
ま

し
た

。
認
知
症
日
常
生
活
自
立
度
に
つ
い
て
は
、
特
養
で
は
「
Ⅲ

a
」
以
上
が
全
体
の

8
6
％
と
な
り
、
昨
年
度
よ
り

8
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
か
ら
も
認
知
症
利
用
者
の
増
加
が
顕
著
に
分
か
る

結
果

と
な
り
ま
し
た
。
養
護
で
は

1
5
％
、
軽
費
で
は

3
4
％
、
全
施
設
の
合
計
に
お
い
て
も

6
8
％
の
方
が
「
Ⅲ

a
」
以
上
の
判
定
が
出
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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①特別養護老人ホーム　要介護度状況

4.01

4.26

4.39

4.28

3.95

4.28

3.71

4.39

4.10

4.12

(単位：人）

 　区　分 計 平均要介護度

(５)要介護度状況

要介護度別の割合について、要介護1の軽度が0.8％、要介護2・3の中度が20.8％、要介
護4・5の重度が78.4％、平均介護度が4.12となっています。特養においては、今後ますま
す増加すると予測されている在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える施設とし
ての機能をさらに充実していく必要があります。

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

入所者

特
　
　
　
　
　
　
　
養

美原荘 2 8 21

0 0

光明荘 0 6 29 49

100

0 3 18

3 11 14 28

春日丘荘 0 3 13

45 44 120

52 50 118

春日丘荘「彩の家」

四條畷荘 41 57 119

高槻荘 0 1 16 37 46

35 119

永寿園とよなか 0 1 6 11

20豊寿荘 0 0 5

19 34 22 87白島荘 4 8

24 49

11 29

769

(平成27年3月31日現在)

計 6 30 130 300 303

※平均介護度は小数点第3位で四捨五入

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美原荘

春日丘荘

春日丘荘「彩の家」

四條畷荘

光明荘

高槻荘

白島荘

豊寿荘

永寿園とよなか

2%

0%

0%

0%

0%

0%

5%

0%

0%

24%

14%

11%

18%

29%

17%

31%

10%

24%

74%

86%

89%

82%

71%

83%

64%

90%

76%

特養要介護度比較

軽度（要介護１） 中度（要介護２～３） 重度（要介護４～５）

（５）要介護度状況

①特別養護老人ホーム　要介護度状況

　要介護度別の割合について、要介護 1の軽度が 0.8％、要介護 2・3の中度が 20.8％、要介護 4・5の重

度が 78.4％、平均介護度が 4.12 となっています。特養においては、今後ますます増加すると予測されて

いる在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える施設としての機能をさらに充実していく必要があり

ます。
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②養護・軽費　要介護度状況

一般 0.65

特定 1.84

一般 0.16

特定 2.13

一般 0.15

特定 2.00

一般 0.24

特定 2.03

一般 0.81

特定 1.97

一般 0.81

特定 1.84

0.61

0.98

一般 0.83

特定 1.89

0 0 43

0 0 0 11 8 6 1 1 27

(単位：人）

 　区　分 自立
（申請せず含）

入所者
計 平均要介護度

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

養護老人ホームの特定においては、昨年度同様に平均介護度が2を超えており、一般においても「自立」に該当する
入居者が12名減少となるなど、全体としても重度化が進む結果となりました。軽費老人ホームにおいては、介護度の
割合及び平均介護度について昨年度と比較して大きな変化はない状況でした。

養
　
　
護

四條畷荘
19 0 4 7 2 1 1

2

東大阪養護
97 1 3 7 1 0

0 1 0 6 6 1

0

0 34

0 16

1 110

6 0 390 0 0 15 10 8

永寿園
とよなか

33 6 0 4 0 0

4 1 0 0

計
149 7 7 18 3 1

0 1 0 32 24 15 9 1 82

1 1 187

12 7 1 0 30

6 0 0 0 40

5010 9

万寿荘 16 14 6 9 5 0 0

豊寿荘
15

0 0 3 20 16 8 2

0 50

1 50

13 7 0 0 88

28

0 228

15 3 1 80

軽
　
　
　
　
費

和風荘
9 10

計
0 0 3 30

河南荘 21 12 11 24

11

0 0 0 10

11 4

58 39 41 54

(平成27年3月31日現在)

28 8 0

※平均介護度は小数点第3位で四捨五入

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

四條畷荘

東大阪養護

永寿園とよなか

和風荘

豊寿荘

万寿荘

河南荘

38%

65%

47%

16%

10%

32%

24%

36%

17%

30%

47%

58%

58%

53%

20%

13%

20%

36%

29%

10%

23%

6%

5%

3%

1%

3%

0%

0%

養護・軽費要介護度比較

自立（申請せず含） 軽度（要支援１～要介護１） 中度（要介護２～３） 重度（要介護４～５）

②養護・軽費　要介護度状況

　養護老人ホームの特定においては、昨年度同様に平均介護度が 2を超えており、一般においても「自立」

に該当する入居者が 12 名減少となるなど、全体としても重度化が進む結果となりました。軽費老人ホー

ムにおいては、介護度の割合及び平均介護度について昨年度と比較して大きな変化はない状況でした。
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③ヘルパー　要介護度状況

(平成27年3月31日現在）

計 178 173 222 161 80 51 45

※平均介護度は小数点第3位で四捨五入

豊寿荘

0 0 15 10 8東大阪養護

910 1.60

28 43 35 42 9 8 4

6 0 39 2.13

169 1.49

94 1.87白島荘 16 18 19 15 10 7 9

6 6 200 1.25高槻荘 68 41 39 29 11

124 1.62四條畷荘 19 29 29 23 11

53 2.72光明荘 0 0 16 9 11 8 9

4 5美原荘 27 19 48 16 10

8 5

（単位：人）

区分
登録者

計 平均要介護度

要介護５

102 1.63

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４

129 1.40

春日丘荘 20 23 21 17 10 4 7

要介護1が最も多く24.4％、続いて要支援1の20.7％、要支援2の19％となりました。一方、要介護5が4.9％で最も少
なく、次いで要介護4の5.6％となりました。介護度別の登録者数の割合は昨年度と大きな変化はありませんでした
が、中重度の利用者は全体の37％となり、在宅生活を継続する上で特に中重度の利用者に対して積極的な支援を
行うことができたと考えます。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美原荘

春日丘荘

四條畷荘

光明荘

高槻荘

白島荘

東大阪

豊寿荘

73%

63%

62%

30%

74%

56%

38%

63%

20%

26%

27%

38%

20%

27%

46%

30%

7%

11%

10%

32%

6%

17%

15%

7%

ヘルパー要介護度 比較

軽度（要支援１～要介護１） 中度（要介護２～３） 重度（要介護４～５）

③ヘルパー　要介護度状況

　要介護 1 が最も多く 24.4％、続いて要支援 1 の 20.7％、要支援 2 の 19％となりました。一方、要介護

5 が 4.9％で最も少なく、次いで要介護 4 の 5.6％となりました。介護度別の登録者数の割合は昨年度と

大きな変化はありませんでしたが、中重度の利用者は全体の 37％となり、在宅生活を継続する上で特に

中重度の利用者に対して積極的な支援を行うことができたと考えます。
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④デイサービス　要介護度状況

※平均介護度は小数点第3位で四捨五入

東大阪デイサービス 1 1 11 10 3 2 0 28

（単位：人）

区分
登録者

計 平均要介護度

要介護５

94 2.10

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４

121 1.76

春日丘荘デイサービス 9 11 23 18 15 11 7

8 219美原荘デイサービス 10 14 40 28

南茨木老人デイサービス 7 11 34 36 21 13 11

4 6 95 2.16沢池老人デイサービス 4 6 23 27 25

8 21 26 18

133 2.18

11 8 98 2.26四條畷荘デイサービス 6

光明荘デイサービス 15 12 12 10 13

112高槻荘郡家デイサービス 15 14 25 25 14

110 1.57

14 10 7 1

8 11

62 2.90

2.00

1.76

豊寿荘デイサービス 13

光明の郷デイサービス 3 8 17

26 2.08永寿園とよなかデイサービス 0 0 10 8 5 2 1

19 34 28 7

60 1.95

7 2

0 0 3 6 9 5 3

3 3

各介護度別の登録者数の割合は昨年度とほぼ変化がない傾向でした。その中で、「要支援1」と「要支援2」の合計
登録者数は160名で全体の16％を占めており、平成27年度介護保険制度改正での「介護予防・日常生活支援総合
事業」の見直しによる「新しい介護予防・日常生活支援総合事業」として、平成29年4月までに全ての市町村で実施
することが定められていることからも、どのような形で事業を行っていくのか検討の必要があり、今後の課題となりまし
た。

(平成27年3月31日現在）

26 2.96

計 68 92 261 244 167 91 68

26 2.73春日丘荘認知症デイサービス 0 0 5 6 9

991 2.09

高槻荘認知症デイサービス

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

美原荘デイ

春日丘荘デイ

沢池老人デイ

南茨木老人デイ

四條畷荘デイ

光明荘デイ

高槻荘郡家デイ

光明の郷デイ

東大阪デイ

豊寿荘デイ

永寿園とよなかデイ

春日丘荘認知症デイ

高槻荘認知症デイ

53%
46%

35%
39%

36%
24%

48%
47%
46%

60%
38%

19%
12%

39%
35%
55%

43%
45%

39%
35%
40%

46%
32%

50%
58%

58%

8%
19%

11%
18%
19%

37%
17%
13%

7%
8%

12%
23%

31%

デイサービス要介護度状況

軽度（要支援１～要介護１） 中度（要介護２～３） 重度（要介護４～５）

④デイサービス　要介護度状況

　各介護度別の登録者数の割合は昨年度とほぼ変化がない傾向でした。その中で、「要支援 1」と「要支援 2」

の合計登録者数は 160 名で全体の 16％を占めており、平成 27 年度介護保険制度改正での「介護予防・日

常生活支援総合事業」の見直しによる「新しい介護予防・日常生活支援総合事業」として、平成 29 年 4

月までに全ての市町村で実施することが定められていることからも、どのような形で事業を行っていくの

か検討の必要があり、今後の課題となりました。

95



（６）給食状況

食材料費 管理費 合計
エネルギー
（Ｋｃａｌ）

総蛋白質
（ｇ）

動物性蛋白質
（ｇ）

脂　肪
（ｇ）

低リスク 中リスク 髙リスク

美原荘 800 503 1,303 1,592 63.3 33.4 39.5 49 68 4 0

春日丘荘 750 690 1,440 1,491 55.3 28.6 36.5 42 71 7 12

春日丘荘「彩の家」 750 690 1,440 1,474 54.8 28.1 36.4 13 15 1 0

四條畷荘 817 563 1,380 1,546 62.6 35.8 34.9 49 65 5 0

光明荘 800 638 1,438 1,595 64.0 35.4 39.0 41 62 10 5

高槻荘 800 624 1,424 1550 60.0 35.0 42.0 49 49 2 0

白島荘 750 630 1,380 1,537 57.0 39.0 37.0 42 43 2 6

豊寿荘 800 581 1,381 1,450 55.0 32.0 40.0 26 23 1 0

永寿園とよなか 953 497 1,450 1,447 63.0 35.0 36.0 13 13 2 0

特養平均 802 602 1,404 1,520 59.4 33.6 37.9 36 45 4 3

四條畷荘 758 559 1,317 1,571 62.2 33.7 34.3

東大阪養護 800 552 1,352 1,664 66.1 35.9 40.9

永寿園とよなか 783 613 1,396 635 63.0 34.0 43.0

養護平均 779 556 1355 1,618 64.2 34.5 37.6

和風荘 800 472 1,442 1,626 65.8 35.3 40.3

豊寿荘 803 582 1,385 1,550 60.0 35.0 40.0

万寿荘 800 618 1,418 1,593 65.7 23.8 41.5

河南荘 874 456 1,330 1,608 64.0 35.0 43.0

軽費平均 819 532 1,394 1,594 63.9 32.3 41.2

春日丘荘
グループホーム 1001 690 1,691 1,491 55.3 28.6 36.5

白島荘
グループホーム 1001 597 1,598 1,537 57.0 39.0 37.0

グループホーム平均 1,001 644 1,645 1,514 56.2 33.8 36.8

美原デイ 400 169 702 685 27.2 14.4 16.9

春日丘荘デイ 410 230 640 596 22.1 11.4 14.6

沢池デイ 410 220 630 596 22.1 11.4 14.6

南茨木デイ 410 248 658 596 22.1 11.4 14.6

四條畷荘デイ 350 259 609 682 25.8 14.0 15.4

光明荘デイ 390 279 669 655 26.0 13.8 16.6

郡家デイ 362 178 540 630 25.0 14.0 16.0

光明の郷デイ 390 160 550 650 23.0 11.0 14.0

東大阪養護デイ 370 184 554 640 26.7 14.4 14.9

豊寿荘デイ 418 185 603 650 25.0 17.0 13.0

永寿園とよなかデイ 331 211 542 578 24.3 13.0 15.2

デイサービス平均 386 211 609 633 24.5 13.3 15.1

春日丘荘
「彩の家」 792 690 1,482 1,474 54.8 28.1 36.4

白島荘
「ひねもす」 750 600 1,350 1,649 60.0 33.0 44.0

小規模多機能平均 771 645 1,416 1,562 57.4 30.6 40.2

（平成2７年3月31日現在）

※<療養食加算>
①利用者の病状等に応じて、主治の医師より利用者に対し疾患治療の直接手段として発行された食事せんに基づき、厚生労働大臣が定める利用者等に示さ
れた療養食が提供された場合
②療養食の献立表が作成されている必要がある
③加算の対象となる療養食は、利用者の年齢、病状等に対応した栄養量及び内容を有する治療食（糖尿病食、腎臓病食、肝臓病食、胃潰瘍食（流動食は除
く）、貧血食、膵臓病食、脂質異常症食、痛風食及び特別な場合の検査食をいう

栄養補給法
経腸栄養法
静脈栄養法

褥瘡 褥瘡あり

血清アルブミン値 ３．６ｇ/ｄｌ以上 ３．０ｇ/ｄｌ～３．５/ｄｌ以上 ３．０ｇ/ｄｌ未満

食事摂取量 ７６～１００％ ７５％以下

ＢＭＩ １８．５～２９．９ １８．５未満 高リスク

体重減少率
（体重測定/月１回）

変化なし（減少３％未満）
１ヶ月に３～５％未満

３ヶ月に３～７．５％未満
６ヶ月に３～１０％未満

１ヶ月に５％以上
３ヶ月に７．５％以上
６ヶ月に１０％以上

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

小
規
模
多
機
能

備考
※<低栄養状態のリスクの判断>
全ての項目が低リスクに該当する場合には、「低リスク」と判断する。高リスクにひとつでも該当する項目があれば「高リスク」と判断する。それ以外の場合には「中リ
スク」と判断する。ＢＭＩ、食事摂取量、栄養補給法については、その程度や個々人の状態等により、低栄養状態のリスクは異なることが考えられるため、対象者
個々の程度や状態等に応じて判断し、「高リスク」と判断される場合もある。

リスク類 低リスク 中リスク 高リスク

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

特養利用者の栄養状態について、中リスクの割合が最も多く全体の52.9％、次いで低リスクが42.4％、高リスクが4.7％となりました。療養食加算については、法人内で23ケース算定できましたが、
今後も各利用者の疾病の改善や進行の予防など、健康管理の一環として取り組みを進めていく必要があります。

区　　分

1人1日当たりの給食費(円) 栄　　　　　　養　　　　　　量 低栄養状態の判断基準

療養食加算算定者数

特
　
　
　
　
養

養
　
　
護

軽
　
　
　
費

（６）給食状況

　特養利用者の栄養状態について、中リスクの割合が最も多く全体の 52.9％、次いで低リスクが 42.4％、

高リスクが 4.7％となりました。療養食加算については、法人内で 23 ケース算定できましたが、今後も

各利用者の疾病の改善や進行の予防など、健康管理の一環として取り組みを進めていく必要があります。
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　（７）　定期健康診断状況

春 50 50 0 48 2 50 0 0 0 0 0

秋 45 45 0 43 2 45 0 0 0 0 0

春 150 130 20 120 30 149 1 0 0 0 0

秋 150 132 18 112 38 147 3 0 0 0 0

春 56 54 2 53 3 56 0 53 48 5 0

秋 63 62 1 62 1 63 0 68 63 5 0

春 50 47 3 42 8 50 40 2 8

秋 50 46 4 44 6

春 83 78 5 74 9 83 0 83 75 8 0

秋 89 82 7 80 9 89 0 0 0 0 0

万寿荘 50 50

100

70 68

0 0 0

203248100100

和風荘

0豊寿荘

98 41

(平成26年度中)
注：在籍者数は定期健康診断受診時の人数

河南荘 90 83 83 0 0 0

1364 299 1043 5 906 7674 5 31 1663 1561 102合計 1439 1309 823 351 95 40

0 0 0

66 0 0 2 0 0 2

0

000

50 0 0

0 3 0 0

 四條畷荘（養護） 50 48 25 3 18

2 107 1 34 32

2 0 2

50 50 30 10 10 0 0 0 0 50 48 2 23

0

0 2 0 108白島荘 90 82 50 30 0 2

3 0 0 3 95 93高槻荘 100 98 64 31 0

97 11

110 73 20

90 5

175 110 108 2 99 11

2 78

106

317 98

2 0

4

光明荘 120 110 67 37 0 6 0 1

31 104 49 510 13 117 116 1 86

8 29 0 26 261 0 0 29 26 3

四條畷荘 120 118 0 61 44 13 0

21

103 0 0

春日丘荘
「彩の家」

29 29 13 15 0 1

5 72 33 105 0 1030 0 0 0 105 100

0 0

春日丘荘 120 115 61 54 0

108 10 793 3 3 0 0 118

要
治
療

美原荘 120 115 65 44

 D3
そ
の
他

 －  ＋  －  ＋

118 116 0 239 118 0

(単位：人)

区分

結　　核　　検　　診 尿　　定　　性　　検　　査  循環器心電図検診

在
　
籍
　
者
　
数

受
　
検
　
者
　
数

 検査結果  精検結果
受
　
検
　
者
　
数

糖 蛋　白 ｳﾛﾋﾞﾘﾉｰｹﾞﾝ
受
　
検
　
者
　
数

検診結果

異
常
な
し

 D2  D3
要
精
検

 D2
＋
－

 ＋

異
常
な
し

要
精
検

3東大阪養護 150 150 147 0

10 33 0

豊寿荘

2 33 31 2 23永寿園とよなか 29 24 16 6 0 2 0 0 33 0 0

45 43 2 36 9 2 0 0 0 0 0

227 6 4 0

特
養

養
護

軽
費

(

ケ
ア
ハ
ウ
ス

)

5

永寿園とよなか 70 69 38 28 0 3 0 0 3

96 4 86 14 53 48 0

33

（７）　定期健康診断状況
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（８）　医療ケア実施状況

1 13

15 46

5 23

5 29

3 10

0 14

0 11

3 11

2 9

34 166

一般 0 0

特定 0 0

一般 0 0

特定 0 0

一般 0 0

特定 0 0

一般 0 0

特定 0 0

一般 0 0

特定 0 0

一般 1 1

特定 2 2

万寿荘 一般 0 0

河南荘 一般 0 0

一般 1 1

特定 2 2

0 1

0 0

0 1

37 170

看取り介護実施者数が昨年度の17名から34名と2倍となりました。特に春日丘荘においては、「彩の家」と合わせて合計20名の実施者数となるなど、取り
組みを積極的に進めてきましたが、今後はさらなる看取りケアの質の向上についても各施設において検討していく必要があります。

看

取

り

介

護

実

施

者

18 50

1

合計 65 0

0 0 0

(平成26年度中)

0 0

軽
　
　
　
　
　
費

和風荘

豊寿荘

合計

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

春日丘荘
グループホーム

白島荘
グループホーム

合計
（GH)

1

0 0

0

0

0

00

0 0

0

0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0

0 0 0 0

養
　
　
　
護

四條畷荘

東大阪養護

合計

0 0

0 0

0

0 0

永寿園とよなか
0 0 0

0

0

0 0 0

00 0

0

合計

00

0 0 0

0 0 0 0

0

0

白島荘 7 0

0 1 5豊寿荘

0 0

0 0 0 0

0 18 49

0

0 0 0

0

0

0

0

光明荘 5 0

3 3

0 2

計区分

春日丘荘 11 0

美原荘 7 0

特
　
　
　
養

永寿園とよなか

四條畷荘 19 0

春日丘荘「彩の家」 2 0

高槻荘

2 2

2

65

4 0 0 3

褥

瘡

処

置

者

痰

吸

引

施

行

者

胃

ろ

う

・
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（８）医療ケア実施状況

　看取り介護実施者数が昨年度の17名から34名と2倍となりました。特に春日丘荘においては、「彩の家」

と合わせて合計 20 名の実施者数となるなど、取り組みを積極的に進めてきました。今後はさらなる看取

りケアの質の向上についても各施設において検討していく必要があります。
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2．事業実績状況
(１)施設サービス事業
①特別養護老人ホーム

感染症が発生した施設もみられましたが、施設一丸となって蔓延予防対策を行うことで大きな感染拡
大には至りませんでした。また短期入所での空床利用を積極的に活用するなど取り組みを行いまし
たが、結果として、目標利用率99.１％に対して、実績は98.7％となり、わずかに目標達成とはなりませ
んでしたが、今後も短期入所の空床利用はもとより、利用者の体調管理や入院者が出た際の入退所
調整を滞りなく進めていく必要があります。

101.6%

（実績）合計 269,221 49,279 1,765 1,186 321,451 98.7%

達成率（％） 96.8% 114.0% 147.1% 101.6%

永寿園
とよなか
（40名）

98.4%

実　績 10,028

目標値 10,362 3,968 34 14,364

　（平成26年度中）

100.0%

4,522 50 14,600 100.0%

100.7% 100.7%

95.6% 142.6% 50.0% 100.0%

21,703 99.1%

実　績 17,571 4,230 50

白島荘
（100名）

21,851 99.8%
豊寿荘
（60名）

目標値 17,520 4,143 40

達成率（％） 100.3% 102.1% 125.0%

目標値 100.0%

達成率（％）

30,538 4,834 39 35,411実　績 100.0%

34,177 5,118 134 86 39,515 98.4%

31,943 3,390 78 35,411

97.1% 126.0% 67.1% 100.2%

96.5% 111.2% 279.2% 89.6% 98.4%

高槻荘
（110名）

目標値 35,405 4,601 48 96 40,150 100.0%

実　績

98.4%達成率（％）

41,699 8,273 692 50,664 99.1%

99.0%

光明荘
（140名）

目標値 42,958 6,567 1,032 50,557 98.9%

実　績

達成率（％） 97.1% 118.0% 104.0% 99.0%

100.2%達成率（％）

達成率（％） 98.1% 123.4% 75.0% 101.0%

春日丘荘
（132名）

99.3%

41,514 4,989 26 46,529 98.1%

101.5%

四條畷荘
（130名）

目標値 42,754 4,227 25 47,006 99.1%

実　績

春日丘荘
「彩の家」
（40名）

目標値 9,951 4,490 162 14,603 100.0%

実　績

達成率（％） 102.1% 100.7% 80.9% 101.5%

利用率
（％）

介護保険　　　　（日数） 障害福祉サービス
（日数）介護 予防

10,162 4,523 131 14,816 101.5%

101.0%

実　績 41,573 6,777 3 48,353 100.4%

99.5% 97.6% 97.6%

目標値 42,364 5,493 4 47,861

(単位：日)

美原荘
（140名）

目標値 42,661 6,058 1,824 410

達成率（％） 98.4% 99.3% 73.0%

50,953 99.7%

実　績 41,959 6,013 1,332 408 49,712 97.3%

施　設　名
（入所定員）

特　　養
（日数）

短　　期
計

（特養+短期）（日
数）

50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

実績

目標

269,221 

275,918 

52,230 

46,690 

目標達成度 比較

特養

短期

利用率99.1%

利用率98.7%

２．事業実績状況

（１）施設サービス事業

①特別養護老人ホーム

　感染症が発生した施設もみられましたが、施設一丸となって蔓延予防対策を行ったことで大きな感染拡

大には至りませんでした。また、短期入所での空床利用を積極的に活用するなど取り組みを行いましたが、

結果として、目標利用率 99.1％に対して、実績は 98.7％となり、わずかに目標達成とはなりませんでした。

今後も短期入所の空床利用はもとより、利用者の体調管理や入院者が出た際の入退所調整を滞りなく進め

ていく必要があります。
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②養護老人ホーム・軽費老人ホーム

一般
（30名）

特定
（20名）

一般
（110名）

特定
（40名）

一般
（40名）

特定
（30名）

一般
（1８０名）

特定
（９０名）

延在籍者数実績 12,683 5,777 40,124 14,429 15,446 10,007 68,253 30,213

延在所者数目標値 11,943 5,942 38,960 13,870 14,600 9,855 65,503 29,667

延在所者数実績 11,989 5,626 39,120 13,916 14,754 9,927 65,863 29,469

達成率（%） 100.4% 94.7% 100.4% 100.3% 101.1% 100.7% 100.5% 99.3%

利　用　率

一般
（40名）

特定
（30名）

一般
（50名）

特定
（50名）

一般
（230名）

特定
（80名）

延在籍者数 14,527 10,947 18,264 18,190 18,250 32,850 83,891 29,137

延在所者数目標値 14,306 10,601 17,520 17,520 17,885 31,044 80,755 28,121

延在所者数実績 13,941 10,712 17,895 17,750 17,767 31,042 80,645 28,462

達成率（%） 97.4% 101.0% 102.1% 101.3% 99.3% 100.0% 99.9% 101.2%

利　用　率 97.4% 94.5%

養護老人ホームについて、一般と特定を併せた利用率が96.7％となり、全体として目標利用率を達成することが
できました。軽費老人ホームにおいては、特定利用者において目標値を達成し、定員数の多い一般利用者にお
いてもほぼ目標達成となったため、全体の結果としても目標利用率を達成することができました。

96.5% 97.7% 96.4%

（平成26年度中）

（平成26年度中）

合計和風荘（70名） 豊寿荘（100名）
万寿荘
（50名）

河南荘
（90名）

96.5% 96.9% 96.7%

四條畷荘（50名） 東大阪養護（150名） 合計永寿園とよなか（70名）

96.6%

0 50,000 100,000 150,000

実績

目標

65,863 

65,503 

養護老人ホーム目標達成度 比較

一般

特定

利用率96.6%

利用率96.7%

0 50,000 100,000 150,000

実績

目標

80,645 

80,755 

28,462 

28,121 

軽費老人ホーム目標達成度 比較

一般

特定
利用率96.4%

利用率96.2%

②養護老人ホーム・軽費老人ホーム

　養護老人ホームについて、一般と特定を併せた利用率が 96.7％となり、全体として目標利用率を達成

することができました。軽費老人ホームにおいては、特定利用者において目標値を達成し、定員数の多い

一般利用者においてもほぼ目標達成となったため、全体の結果としても目標利用率を達成することができ

ました。
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（２）　在宅サービス事業
①通所介護

(3h-5ｈ) (5h-7ｈ) (7ｈ－9ｈ) (その他) 予防 介護 障害
目 標 値 1,680 0 144 10,230 0 48 93.6%
実 績 2,000 19 392 9,546 9 45 92.5%
達成率（％） 119.0% - 272.2% 93.3% - 93.8% 98.8%
目 標 値 915 580 8,692 527 0 85.6%
実 績 1,114 1,218 6,326 1,102 0 78.0%
達成率（％） 121.7% 210.0% 72.8% 209.1% 0.0% 91.1%
目 標 値 1,771 679 9,182 1,599 0 94.0%
実 績 770 921 8,550 1,141 171 82.1%
達成率（％） 43.5% 135.6% 93.1% 71.4% - 87.3%
目 標 値 1,574 1,163 9,397 1,989 0 90.3%
実 績 1,624 1,276 9,483 1,988 0 91.9%
達成率（％） 103.2% 109.7% 100.9% 99.9% 0.0% 101.8%
目 標 値 1,033 60 5,043 3,868 0 92.5%
実 績 844 16 5,716 3,687 0 94.9%
達成率（％） 81.7% 26.7% 113.3% 95.3% 0.0% 102.6%
目 標 値 60 2,176 6,116 1,379 90.0%
実 績 60 1,918 6,165 1,809 92.0%
達成率（％） - 88.1% 100.8% 131.2% 102.2%
目 標 値 1,200 1,530 1,451 7,554 0 90.2%
実 績 1,298 1,660 3,286 5,003 0 86.4%
達成率（％） 108.2% 108.5% 226.5% 66.2% 0.0% 95.8%
目 標 値 1,392 384 6,038 0 0 0 90.0%

実 績 1,022 153 5,661 0 0 0 78.8%

達成率（％） 73.4% 39.8% 93.8% 0.0% 0.0% - 87.6%

目 標 値 81 0 2,940 0 0 0 97.0%

実 績 57 0 3,035 0 0 0 99.3%

達成率（％） 70.4% 0.0% 103.2% 0.0% 0.0% - 102.4%
目 標 値 1,140 0 6,644 940 0 91.8%
実 績 1,922 60 5,851 845 0 91.3%
達成率（％） 168.6% - 88.1% 89.9% 0.0% 99.5%
目 標 値 0 840 2,663 0 0 99.8%
実 績 0 1,614 1,390 0 0 85.6%
達成率（％） 0.0% 192.1% 52.2% 0.0% 0.0% 85.8%
目 標 値 0 0 1,062 2,081 0 85.0%
実 績 0 54 949 2,181 0 86.1%
達成率（％） 0.0% - 89.4% 104.8% 0.0% 101.3%
目 標 値 0 0 1,535 1,758 0 88.8%
実 績 0 0 1,981 1,401 0 91.2%
達成率（％） 0.0% 0.0% 129.1% 79.7% 0.0% 102.7%
目 標 値 10,786 5,296 56,967 36,662 0 1,427 90.8%
実 績 10,651 7,051 54,538 33,059 180 1,854 87.8%
達成率（％） 98.7% 133.1% 95.7% 90.2% - 129.9% 96.7%

（平成26年度中）

東大阪デイサービスセンター
（15名） 2 29 258

4,021

豊寿荘デイサービス
（月曜日～金曜日３５名）

（土曜日１０名）
32 78 308

永寿園とよなか
デイサービス

（10名）
27

利用率
３月実利用者数

南茨木老人デイサービス
（月曜日～土曜日４５名）

（日曜日３０名）
18 115

沢池老人デイサービス
（月曜日～土曜日40名）

（日曜日30名）
10 86

営業日数
予防

介護
障害

春日丘荘デイサービス
（40名） 20 75 313

美原荘デイサービス
（42名） 24 97 1 309

延利用人数

365

14 86 309

365

309

250

(単位：人)

高槻荘認知症
デイサービス

（12名）
0 27 308

310

高槻荘デイサービス
（43名） 27 85 308

309

四條畷荘デイサービス
（35名）

昨年度と比較して法人全体で3.8ポイントの利用率上昇、延利用人数にして5,000人程の増加がみられました。これは、各利用者に合わせ
たサービス提供時間やサービス内容を提供することなど、ニーズに対応した結果であると考えます。特に、3Ｈ～5Ｈと5Ｈ～7Ｈの利用が合
計で5,200人ほど増加しており、短い時間でのニーズはますます増加すると推測されます。今後も各利用者のニーズに合わせたサービス
提供はもとより、平成27年度介護保険制度改正に伴い、要支援者に対する「介護予防・日常生活支援総合事業」と中重度者の受け入れ
について、検討を行っていく必要があります。

合     計 158 842 17

春日丘荘認知症
デイサービス

（12名）
0 26

光明荘デイサービス
（35名） 62 16

光明の郷デイサービス
（28名） 11 49

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000

実績

目標値

10,651 

10,786 

94,828 

98,925 

1,854 

1,427 

目標達成度 比較

予防

介護

障害

利用率90.8%

利用率87.8%

（２）　在宅サービス事業

①通所介護

　昨年度と比較して法人全体で 2.8 ポイントの利用率上昇、延利用人数にして 4,000 人程の増加がみられ

ました。これは、各利用者に合わせたサービス提供時間やサービス内容を提供することなど、ニーズに対

応した結果であると考えます。特に、3Ｈ～ 5Ｈと 5Ｈ～ 7Ｈの利用が合計で 5,200 人ほど増加しており、

短時間利用でのニーズはますます増加すると推測されます。今後も各利用者のニーズに合わせたサービス

提供はもとより、平成 27 年度介護保険制度改正に伴い、要支援者に対する「介護予防・日常生活支援総

合事業」と中重度者の受け入れについて、検討を行っていく必要があります。
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②訪問介護

（提供時間） （提供回数） （提供時間） （提供回数） （提供時間） （提供回数） （提供時間） （提供回数） 予防 介護 障害

12,629 13,486 2,972 3,024 1,734 1,956 17,335 18,466

8,349 9,179 2,587 2,749 1,876 1,796 12,812 13,724

66.1% 68.1% 87.0% 90.9% 108.2% 91.8% 73.9% 74.3%

9,767 9,710 2,912 3,495 2,707 2,320 15,386 15,525

6,556 6,381 2,139 2,670 1,804 978 10,500 10,029

67.1% 65.7% 73.5% 76.4% 66.6% 42.2% 68.2% 64.6%

14,133 13,229 2,668 2,621 1,416 1,608 18,217 17,458

15,965 15,615 2,943 2,968 2,329 1,989 21,237 20,572

113.0% 118.0% 110.3% 113.2% 164.5% 123.7% 116.6% 117.8%

12,124 12,987 6,137 8,526 18,261 21,513

11,811 13,642 7,169 9,022 18,980 22,664

97.4% 105.0% 116.8% 105.8% 103.9% 105.4%

21,420 23,482 7,350 8,585 6,270 6,396 34,611 38,463

18,628 21,046 7,308 8,035 6,171 5,751 32,107 34,832

87.0% 89.6% 99.4% 93.6% 98.4% 89.9% 92.8% 90.6%

10,511 12,998 3,190 3,210 13,812 16,328

8,629 10,278 2,483 2,670 11,112 12,948

82.1% 79.1% 77.8% 83.2% 80.5% 79.3%

13,992 13,152 3,756 3,984 660 600 18,408 17,736

18,501 36,279 4,293 4,438 203 173 22,997 40,890

132.2% 275.8% 114.3% 111.4% 30.8% 28.8% 124.9% 230.5%

12,561 41,231 384 384 12,945 41,615

11,307 41,337 161 138 11,468 41,475

90.0% 100.3% 41.9% 35.9% 88.6% 99.7%

107,137 140,275 23,232 25,303 18,924 21,406 149,293 186,984

99,746 153,757 21,914 23,668 19,552 19,709 141,213 197,134

93.1% 109.6% 94.3% 93.5% 103.3% 92.1% 94.6% 105.4%

予防の提供時間、提供回数においては、目標値達成とはなりませんでしたが、訪問介護員の確保が困難な状況でもあり、その事がサー
ビス提供に大きく影響したと考えます。介護の提供回数においては、全体として目標値を達成することができましたが、提供時間は目標
値の93.1％となり、1回で長い時間のサービスより、短時間で複数回のサービスに対するニーズが高かったと推測されます。今後は平成２
７年度の介護報酬改定にも明記されている通り、地域包括ケアシステム構築に向けて、今まで以上に中重度者利用者に対するケアの促
進にも力を入れていく必要があります。

（平成26年度中）

合　　　計

目標値

351 585 116

実績

達成率（％）

東大阪養護ヘルパー

目標値

2 42 0実績

達成率（％）

豊寿荘ヘルパー

目標値

71 125 3実績

達成率（％）

白島荘ヘルパー

目標値

34 60

実績

達成率（％）

高槻荘ヘルパー

目標値

109 91 53

実績

達成率（％）

光明荘ヘルパー

目標値

56 24

実績

達成率（％）

四條畷荘ヘルパー

目標値

43 82 17実績

達成率（％）

春日丘荘ヘルパー

目標値

43 51 6

実績

達成率（％）

美原荘ヘルパー

目標値

49 78 13

実績

達成率（％）

施　設　名
介　　　　護 予　　　　防 障　　　　害 合計 ３月実利用者数

0 50,000 100,000 150,000 200,000

実 績

目標値

23,668 

25,303 

153,757 

140,275 

19,709 

21,406 

提供回数達成度比較

予防

介護

障害

0 50,000 100,000 150,000

実 績

目標値

21,914 

23,232 

99,746 

107,137 

19,552 

18,924 

提供時間達成度比較

予防

介護

障害

②訪問介護

　予防の提供時間、提供回数においては、目標値達成とはなりませんでしたが、訪問介護員の確保が困難

な状況でもあり、その事がサービス提供に大きく影響したと考えます。介護の提供回数においては、全体

として目標値を達成することができましたが、提供時間は目標値の 93.1％となり、1回で長い時間のサー

ビスより、短時間で複数回のサービスに対するニーズが高かったと推測されます。今後は平成２７年度の

介護報酬改定にも明記されている通り、地域包括ケアシステム構築に向けて、今まで以上に中重度利用者

に対するケアの促進にも力を入れていく必要があります。
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③居宅介護支援事業所・地域包括支援センター

予防 介護 直営 委託
目 標 値 532 2,526 144 891 3,540
実 績 593 2,406 146 784 3,193
達 成 率 （ ％ ） 111.5% 95.2% 101.4%
目 標 値 360 1,776 216 1,747 2,364
実 績 403 1,624 218 1,786 2,630
達 成 率 （ ％ ） 111.9% 91.4% 100.9%
目 標 値 312 1,336 220
実 績 312 1,196 226
達 成 率 （ ％ ） 100.0% 89.5% 102.7%
目 標 値 1,704 384 60 366 1,327
実 績 1,746 448 68 309 1,553
達 成 率 （ ％ ） 102.5% 116.7% 113.3%
目 標 値 318 2,025 180 1,254 2,785
実 績 298 2,053 134 1,356 3,004
達 成 率 （ ％ ） 93.7% 101.4% 74.4%
目 標 値 300 2,580 300 1,701 1,950
実 績 550 2,570 358 1,821 2,029
達 成 率 （ ％ ） 183.3% 99.6% 119.3%
目 標 値 240 1,119 180
実 績 280 1,162 173
達 成 率 （ ％ ） 116.7% 103.8% 96.1%
目 標 値 0 348 120
実 績 49 43 70
達 成 率 （ ％ ） - 12.4% 58.3%
目 標 値 1,044 2,520 420
実 績 1,099 2,720 446
達 成 率 （ ％ ） 105.3% 107.9% 106.2%
目 標 値 277 287 50
実 績 203 208 52
達 成 率 （ ％ ） 73.3% 72.5% 104.0%
目 標 値 5,087 14,901 1,770 5,959 11,966
実 績 5,533 14,430 1,821 6,056 12,201
達 成 率 （ ％ ） 108.8% 96.8% 102.9%

居宅介護支援事業所では予防プランについて、四條畷荘で昨年度より実績が大きく伸びたことにより、合
計で1,700件程の増加となり、目標達成できました。介護については、500件程度の減少により目標達成に
は至りませんでしたが、今後さらに増加することが予想される重度者や医療ニーズの高い利用者に対して
積極的な支援が必要です。地域包括の予防プランについては、委託プランが昨年度より1,400件程増加し
たことで、目標達成となりました。今後も地域包括ケアの中心的役割を担うべく、各関係機関等との連携を
深めていく必要があります。

(平成26年度中)

万寿荘

合     計

101.9%

白島荘

豊寿荘

東大阪養護

四條畷荘

110.0%

光明荘

107.9%

高槻荘

105.5%

(単位：件)

春日丘荘

107.4%

南茨木

美原荘

89.8%

施　設　名
居宅介護支援（ケアプラン作成件数）

認定調査延件数
地域包括

（予防ケアプラン作成件数）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実績

目標値

5,533 

5,087 

14,430 

14,901 

19,963 

19,988 

目標達成度 比較

予防

介護

合計

③居宅介護支援事業所・地域包括支援センター

　居宅介護支援事業所では予防プランについて、四條畷荘で昨年度より実績が大きく伸びたことにより、

合計で 1,700 件程の増加となり、目標達成できました。介護については、500 件程度の減少により目標達

成には至りませんでしたが、今後さらに増加することが予想される重度者や医療ニーズの高い利用者に対

して積極的な支援が必要です。地域包括の予防プランについては、委託プランが昨年度より 1,400 件程増

加したことで、目標達成となりました。今後も地域包括ケアの中心的役割を担うべく、各関係機関等との

連携を深めていく必要があります。
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④訪問入浴

営業日数

予防 介護

目 標 値 257

実 績 345

達 成 率 （ ％ ） 134.2%

目 標 値 0 360

実 績 23 237

達 成 率 （ ％ ） 0.0% 65.8%

目 標 値 0 617

実 績 23 582

達 成 率 （ ％ ） 0.0% 94.3%

(単位：人)

目 標 値 3,285

実 績 3,220

達 成 率 （ ％ ） 98.0%

目 標 値 3,285

実 績 3,259

達 成 率 （ ％ ） 99.2%

目 標 値 6,570

実 績 6,479

達 成 率 （ ％ ） 98.6%

（平成26年度中）

サービス提供回数において、光明荘では目標値を大きく上回りましたが、高槻荘では目標値を達成
することができませんでした。これは訪問介護員の不足により、新規利用者の獲得に大きく影響した結
果といえます。実績の合計においても昨年度より80件程度減少していますが、訪問介護同様に利用
者の在宅生活を支える視点からも、訪問介護員の確保はもとより、利用促進についての検討が必要で
す。

夏場の入院などがあり、2つの事業所共に目標は達成できませんでしたが、昨年度との比較では利用
率が1.1％の上昇となり、比較的に安定した事業運営となりました。今後も一人でも多くの利用者が家
庭的な雰囲気で自立した日常生活が送れるよう、サービス提供に努めます。

(単位：人)

光明荘 4 190

施　設　名 予防 介護
３月実利用者人数

高槻荘 1 5 257

合     計 1 9 447

春日丘荘

白島荘

合     計

（平成26年度中）

⑤認知症対応型共同生活介護

施　設　名 予防 介護

④訪問入浴

　サービス提供回数において、光明荘では目標値を大きく上回りましたが、高槻荘では目標値を達成する

ことができませんでした。これは訪問介護員の不足により、新規利用者の獲得に大きく影響した結果とい

えます。実績の合計においても昨年度より 80 件程度減少していますが、訪問介護同様に利用者の在宅生

活を支える視点からも、訪問介護員の確保はもとより、利用促進についての検討が必要です。

⑤認知症対応型共同生活介護

　夏場の入院などがあり、2 つの事業所共に目標は達成できませんでしたが、昨年度との比較では利用率

が 1.1 ポイントの上昇となり、比較的に安定した事業運営となりました。今後も一人でも多くの利用者が

家庭的な雰囲気で自立した日常生活が送れるよう、サービス提供に努めます。
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予防 介護

通い 訪問 登録者 通い 訪問 登録者

目 標 値 300 50 3,489 420 210

実 績 282 18 44 3,072 398 211

月 平 均 23.2 1 3.7 253 33.0 17.6

達成率 (％ ) 94.0% - 88.0% 88.0% 94.8% 100.5%

目 標 値 48 12 4,257 258

実 績 62 14 16 3,944 1,320 216

月 平 均 5.1 1.2 1.3 329 110.0 18.0

達成率 (％ ) 129.2% - 133.3% 92.6% - 83.7%

目 標 値

実 績

達成率 (％ )

※　登録人数　：　月初登録者数×12ヶ月 （平成26年度中）

（平成26年度中）

⑦定期巡回・随時対応型訪問介護看護

白島荘
ひねもす

登
録
人
数

2 19

77.3%

85.9%

90.0%

77.3%

※　登録者　：　月初登録者数×12ヶ月

⑥小規模多機能型居宅介護支援

(単位：人)

春日丘荘「彩の家」　においては、利用者やご家族の緊急のニーズ等に対しても提供するサービスを柔軟に組み合わせることで対応し、介護の登録者数は目標達成しましたが、全
体の利用率では目標達成に至りませんでした。白島荘ひねもすについては、小規模多機能型居宅介護支援でのサービスのみならず、訪問看護ステーション等との連携による医療
的ニーズへの対応やその他社会資源の活用を行い、3月の実利用者数で2名の増加となりましたが、全体の利用率として目標達成には至りませんでした。2つの事業所共に、入院や
施設入所による登録者数の減少がみられたため、地域包括支援センターや病院など、関係機関とのさらなる連携を図ることで利用促進に繋げる必要があります。

施　設　名 利用率
３月実利用者人数

予防 介護

延利用人数

春日丘荘
「彩の家」

登
録
人
数

3 18

85.0%

98.1%

86.7%

85.0%

登録人数の目標値に対して特に夜間や深夜帯に勤務可能な人員補充が進まないこともあり、目標達成には至りませんでした。また、利用者の状況としても入院や施設入所により、
利用期間が短期間である傾向がみられました。昨年度66％であった達成率は96.8％となり、約30ポイントの増加となりました。今後も法人として事業の拡大・推進を行っていく必要が
あります。

施　設　名 登録人数

３月実利用者人数

介護

堺定期巡回

189

18183

96.8%

⑥小規模多機能型居宅介護支援

　春日丘荘「彩の家」　においては、利用者やご家族の緊急のニーズ等に対しても提供するサービスを柔

軟に組み合わせることで対応し、介護の登録者数は目標達成しましたが、全体の利用率では目標達成に至

りませんでした。白島荘ひねもすについては、小規模多機能型居宅介護支援でのサービスのみならず、訪

問看護ステーション等との連携による医療的ニーズへの対応やその他社会資源の活用を行い、3 月の実利

用者数で 2 名の増加となりましたが、全体の利用率として目標達成には至りませんでした。2 つの事業所

共に、入院や施設入所による登録者数の減少がみられたため、地域包括支援センターや病院など、関係機

関とのさらなる連携を図ることで利用促進に繋げる必要があります。

⑦定期巡回・随時対応型訪問介護看護

　登録人数の目標値に対して特に夜間や深夜帯に勤務可能な人員補充が進まないこともあり、目標達成に

は至りませんでした。また、利用者の状況としても入院や施設入所により、利用期間が短期間である傾向

がみられました。昨年度 66％であった達成率は 96.8％となり、約 30 ポイントの増加となりました。今後

も法人として事業の拡大・推進を行っていく必要があります。
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（３）　障がい福祉サービス事業

目 標 値 1,269 79.3%

実 績 741 46.3%
達 成 率 （ ％ ） 58.4% 58.4%
目 標 値 2,183 75.8%
実 績 327 11.4%
達 成 率 （ ％ ） 15.0% 15.0%

よりそいの丘
就労継続支援B型 1604

よりそいの丘
就労継続支援A型

就労継続支援A型については、利用率の目標値を７９．３％に設定しましたが、実績は４
６．３％となり、達成率は約６０％となりました。就労継続支援B型につきましても、７５．８％
の利用率の目標値でしたが、実績は１１．４％に留まりました。これは年度途中の事業開始
であり、また障害福祉関連事業所との関係作りも一からであったことから、利用ニーズの把
握が困難であった結果と推測できます。

160

(単位：人)

利用率
３月実利用者数

営業日数

障がい

延べ利用者数

9

（３）障がい福祉サービス事業

　就労継続支援Ａ型については、利用率の目標値を７９．３％に設定しましたが、実績は４６．３％となり、

達成率は約６０％となりました。就労継続支援Ｂ型についても、７５．８％の利用率の目標値でしたが、

実績は１１．４％に留まりました。これは年度途中の事業開始であり、また障害福祉関連事業所との関係

作りも一からであったことから、利用ニーズの把握が困難であった結果と推測できます。
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池
田
市

　（平成26年度中）

27,816

茨
木
市

老人福祉センター
桑田荘

平成26年度 15,344 10,657 14

15,052

老人福祉センター
南茨木荘

平成26年度 15,243 15,012 4 537 30,792

49,273 38,117

老人福祉センター
沢池荘

12,120

池田市
敬老会館

平成26年度 30,066

平成26年度

48,963

平成26年度実績合計 190,194

平成26年度
堺市立東老人
福祉センター

21,921

140,117

1,207

25,017

429,743

1,870

69,697

55,726

17,710

28,554

1,031

99,4326,630

1,382

11,672

101,956

99,062

1,815

27,976

（４）．老人福祉センター事業

施　設　名

堺
市

老人福祉センター事業の延利用者数について、茨木市の沢池荘・南茨木荘・桑田荘において16,000人程度の増
加があり、全体としても18，000人程度の増加となりました。沢池荘及び南茨木荘については来年度より多世代交
流センターとしての指定管理者として運営を行います。

1,122

延利用者数
合計延利用者数団体数

平成26年度
堺市立美原老人
福祉センター

堺市立北老人
福祉センター

19,185

平成26年度

14,127

(単位：人)

44,694

団 体 利 用一 般 利 用 延 人 数

男 女

11,382

（４）老人福祉センター事業

　老人福祉センター事業の延利用者数については、昨年度と比較して茨木市の沢池荘・南茨木荘・桑田荘

において１６, ０００人程度の増加があり、全体としても１８，０００人程度の増加となりました。沢池

荘及び南茨木荘については来年度より多世代交流センターとしての指定管理者として運営を行います。
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（６）地域貢献活動

施設名 活動内容 活動の頻度
・施設行事（夏のふれあい祭り、敬老祝賀会、ボランティア交流会など）への地域住民呼
びかけ

行事開催時

・世代間交流（幼稚園、小学校慰問） 複数回
・地域住民向け介護ビギナー教室の会場提供と講師派遣協力 年1回
・中学校職場体験の受け入れ 年1回
・認知症カフェの開催 13回
・堺市高齢者虐待一時対応事業の受け入れ １件
・福祉協力避難所 通年
・地域防犯パトロールへの参加 月3回
・施設行事（ふるさと祭り、敬老会など）への地域住民呼びかけ 行事開催時
・地域行事への職員の派遣 行事開催時
・地域での行事への出店 行事開催時
・地域住民(小学生)対象に介護体験・見学会を開催 年1回
・自治会防災活動（地域での避難訓練、災害時受け入れ、協定等） 年2回
・自治会の行事参加（地車曳き） 年１回
・地域住民の福祉相談窓口の設置（介護相談会） 年4回
・施設行事（春、秋祭り、敬老会など）への地域住民呼びかけ 年3回
・地域における福祉学習会への講師派遣（健康と栄養について等） 年3回
・施設を活用した地域住民との世代間交流（幼稚園慰問） 年6回
・施設を活用した地域住民への体操教室 毎週2回
・緊急支援サービス（自宅の清掃、配食など） 2件
「3丁目のカフェ」（認知症カフェ）の開催 11月から月1回
ふれあいささえ愛相談会（認知症介護者家族会） 2か月に1回
行事（ふれあい夏祭り・敬老祝賀会等）への地域住民への呼びかけと参加 行事開催時
「パンダフル喫茶」（近隣障害者施設のパン販売・喫茶）の開催（ボランティア参加） 月４回から５回
ボランティア交流会開催 年1回
地域ボランティアへの介護技術講習会 年1回
・施設を活用した地域住民との世代間交流（幼稚園慰問） 年2回
認知症サポーター講習会 年18回
近隣マンション自治会会議の場所提供 年６回
・「認知症ケア充実事業」における地域向け「認知症サポーター養成講座」開催 年２回
・「さつきまつり」「盆踊り」への参加呼びかけ 行事開催時
・地域向け行事「オープンカフェ」「オープン居酒屋」の開催 年３回
・中学校における福祉学習会の講師派遣 年1回
・福祉のおしごと「チァレンジセミナーin高槻市」にて講演 年１回
・老人福祉センターとの避難訓練の共有（相互参加） 年３回
・タウン誌主催の講演会にて講演 年１回
・つながれ！ボランティアｉｎみのお第１７回いきいき祭りの運営及び出店 年1回
・高校への介護授業の講師派遣 年1回
・いきいきサロンの会場提供 年1回
・施設行事（盆踊り、敬老会など）への地域住民呼びかけ 行事開催時
・地域清掃への参加 年2回
・施設を活用した地域住民との世代間交流（幼稚園慰問） 　年数回
施設行事（観桜会・敬老祝賀会・ふれあい祭り）への地域住民への呼びかけ 年1回
毎月第一・三日曜日に地域交流室での映画会開催 随時
施設や建替等の開放（平日営業地域交流室での喫茶等）、設備等の物品の貸出 随時
認知症サポータ―養成講座開催（地域向けの講習会） 年1回
・施設を活用した地域住民との世代間交流（保育園児訪問） 年４回
・子育てサロン　施設にて定期開催　入居者との交流 月１回
・校区社協　おしゃべりサロン（喫茶）定期開催 月１回
・自治会防災活動組織化会議参加 　年数回
・施設行事（ビアガーデン、花火観賞、夏祭り）への地域住民招待 行事開催時
・地域介護保険事業所研修会　会場提供 随時
・地域子供会活動　会場提供 随時
・地域自治会会議　会場提供 月2回
地域ボランティア活動支援（受け入れ・派遣等） 随時
定期的なバーの開催 月１回
地域住民への出張福祉相談会実施（イオンスーパーにて） 月１回
地域健康相談会・介護相談会への職員派遣 年8回
地域行事への参加（夏祭り・親子カーニバル・敬老会・展示会・町内清掃・小学校卒業も
ちつき大会・世代間交流キャンドルロード等）

行事開催時

施設行事への受入（夏祭り・豊寿ファミリー作品展・敬老祝賀会・東北物産展等） 行事開催時
地域一人暮らし防災時安否確認訓練参加 年1回
医療・福祉などの関係機関とのネットワークを形成（市内事業所共同主催福祉フェスタへ
の参加、協力）

年1回

地域住民が参加できる福祉イベントの主催（介護保険制度について） 年1回
サロンへ取り組み（高齢・障がい） 月1回
地域住民向けの福祉講演会・学習会の主催（介護予防教室・いけてるキャンパス） 年24回
地域高齢者のミニデイサービスへの参画（みんなの居場所） 月8回
施設を利用した地域住民との世代間交流（七夕飾り・芋掘り・苗植え・敬老祝賀会等） 年8回
関係機関とのネットワークを形成（介護予防教室・ボランティア交流会等） 年20回
施設行事（夏祭・イケダ文化ＤＡＹ・敬老の里祭り）への地域住民の呼びかけ 年3回
地域のボランティア活動（石橋公園清掃）支援（受け入れ・派遣等） 月1回
生活困窮者への生活支援活動（社会貢献事業） 年6回
地域における福祉学習会への講師派遣（男の料理教室） 年6回
河南町総合避難訓練参加 年1回
認知症サポーター養成講座開催 年1回
施設と保育園幼稚園小学校との交流会 年5回
かなんフェス参加 年1回
河南町秋の文化祭出展 年1回

平成２６年度中

地域貢献については、施設行事や施設のスペースを活用した地域住民との交流を各施設共に積極的に取り組んできました。また、昨今の災害発生を鑑
み、地域での防災への取り組み等についても参加を行うことで、地域との協働にも力を注いています。

春日丘荘

四條畷荘

美原荘・和風荘

河南荘

永寿園とよなか

万寿荘

光明荘

高槻荘

白島荘

豊寿荘

東大阪養護

（６）地域貢献活動

　地域貢献については、施設行事や施設のスペースを活用した地域住民との交流を各施設において積極的

に取り組んできました。また、昨今の災害発生を鑑み、地域の防災への取り組み等についても参加を行う

ことで、地域との協働にも力を注いています。
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　（７）　社会福祉法人等による利用者負担軽減制度

（単位：人）

施　設　名 特　養 訪問介護 通所介護 短期入所 合計

美原荘 4 0 1 1 6

春日丘荘 2 1 1 2 6

四條畷荘 2 0 0 2 4

光明荘 0 0 0 0 0

高槻荘 0 1 1 0 2

白島荘 2 0 0 1 3

永寿園とよなか 0 0 0 0 0

豊寿荘 1 0 0 0 1

東大阪養護 0 0 0 0 0

合　　計 11 2 3 6 22

　　（平成27年3月31日現在）

社会福祉法人等による利用者負担軽減制度については、昨年度との比較では7件の増加となりましたが、
対象となる利用者数から考えても件数の増加をさらに検討する必要があります。今後ますますの周知を行う
ことで利用者の負担軽減に繋げていく事が社会福祉法人の使命と考えます。

（７）社会福祉法人等による利用者負担軽減制度

　社会福祉法人等による利用者負担軽減制度については、昨年度との比較では 7件の増加となりましたが、

対象となる利用者数から考えても件数の増加をさらに進めるための取り組みについて、検討する必要があ

ります。今後ますますの周知を行うことで利用者の負担軽減に繋げていくことが社会福祉法人の使命と考

えます。
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区　　分
受　入
実人数

延受入
人　数

 活　　動　　内　　容

美原荘 220 2,212
盆踊り、書道、傾聴、ひまわり喫茶、民謡、音楽療法、朗読サービス、ホーム喫茶、カラオ
ケ喫茶、ハーモニカ演奏、清掃活動

春日丘荘 1,058 1,706 喫茶、クラブ活動・行事の手伝い、

春日丘荘「彩の家」 241 288 喫茶・将棋・書道・歌体操・フラダンス・塗り絵

南茨木デイ 243 660
配茶・髪型セット・配膳・カラオケ司会・麻雀・将棋・書道・絵手紙・大正琴・太極拳・歌体
操・リーディングサービス・生ギター演奏会

四條畷荘 106 1,635 喫茶・大正琴・民舞民謡・盆踊り・体操・書道・華道・麻雀・買い物付き添　等

光明荘 118 324
お花クラブ・書道クラブ・アロマテラピー・喫茶ボランティア・大正琴・体操ボランティア・太鼓
演奏・音楽療法・園芸・折り紙・ギター演奏・ハモニカ・盆踊り

高槻荘 216 2,699
喫茶、音楽療法、楽器演奏、ハーモニカ、カラオケ、歌体操、朗読、園芸、さつき祭り演出
（吹奏楽演奏）、盆踊り（踊り、太鼓、ダンス）,見守り、ハンドマッサージ、麻雀

白島荘 131 606
アコーディオン、カラオケ、アートフラワー、お花、習字、写真セラピー、衣類修繕、傾聴
定例行事（イベント時の利用者誘導、設営、見守り、出し物等）

東大阪 102 968
クラブ活動（民踊、詩吟、俳句、水彩画、書道、華道、陶芸、ハーモニカ）
季節行事（お琴演奏、銭太鼓、ダンスサークル、フルート演奏）

豊寿荘 150 1,092
喫茶手伝い、売店販売、クラブ活動講師（コーラス、生花、編物、書道）、歌体操、夏祭り手
伝い、バスツアー付添い、理美容サービス、傾聴、おやつ提供手伝い等

永寿園とよなか 60 897
喫茶、配膳、民謡端歌、傾聴、裁縫、ハーモニカ、手作り、音楽、農園、もちつき、踊り、映
画、夏祭り

和風荘 93 356
大正琴・パッチワーク・書道・健康運動体操・和風喫茶・傾聴ボランティア・ショッピングツ
アー・夏祭り・館内清掃・太極拳演舞・関大落語研究会・マンドリン演奏・和太鼓

万寿荘 80 297
書道・お話広場・踊り・リラックス体操・地区コーラス・すみれの会・歌体操・アートフラワー・
行事（夏祭りなどの季節行事）・法話

河南荘 128 327 花見の宴　盆踊り　ホーム喫茶　傾聴ボランティア　いきいき体操　園芸

合　　計 2,946 14,067

（平成26年度中）

　(８)　ボランティア受入状況　　　　　　　　　　　　　　　
ボランティア受け入れについては、昨年度と比較して受入実人数で1,300人程、延受入人数として1,500人程の増加と
なりました。このことは、法人全体としてボランティアを積極的に受け入れることで第三者の目によるサービスの質の向
上や地域との連携強化等を考えて取り組んだ結果と推測できます。今後も各施設に積極的に関わって頂けるよう、情
報発信していくことが必要です。

（８）ボランティア受け入れ状況

　ボランティア受け入れについては、昨年度と比較して受入実人数で 1,300 人程、延受入人数として 1,500

人程の増加となりました。これは、法人全体としてボランティアを積極的に受け入れることで第三者の目

によるサービスの質の向上や地域との連携強化等を考えて取り組んだ結果と推測できます。今後も積極的

にボランティア活動を行って頂けるよう、情報発信していくことが必要です。
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養
成

講
座

実
施

状
況

は
2
6
年

度
中

の
延

受
講

者
数

（
1
0
）
認
知
症
高
齢
者
数
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
）

　
当
法
人
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
う
ち
、
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

で
「

Ⅰ
」

以
上

の
判

定
が

あ
っ

た
利

用
者

は
5
8
.
9
％

と
な

り
、

全
体

の
半

数
以

上

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
事
が
考

え
ら
れ
る
認
知
症
高
齢
者
が

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
が
必

要
で
す
。

（
11
）
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
及
び
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
数

　
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
受

講
者

数
は

昨
年

度
よ

り
35
0
人

程
度

増
加

す
る

な
ど
、

各
施

設
で

の
取

り
組

み
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

今
後

も
地

域
の

認
知

症
高

齢

者
に
対
す
る
見
守
り
支
援
等
に
力
を
注
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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３．労務管理状況
(１)職員状況

⑤平均年齢と平均勤続年数

40.2才

9年 8月

平均年齢

平均勤続年数

男性

190名
44％

女性

240名
56％

①男女別職員数

3年未満

108名
25％

3～4年
61名
14％

5～9年
114名
27％10～19年

83名
19％

20～29年
35名
8％

30年以上

29名
7％

②勤続年数別職員数

20～29歳
76

18％

30～39歳
139名
32％

40～49歳
112名
26％

50～59歳
96名
22％

60歳～

7名
2％

③年齢構成別職員数

介護職員

248名
58％

生活相談員

指導員

53名 12％

看護職員

機能訓練

指導員

43名 10％

栄養士

8名
2％

その他

（主事等）

78名 18％

④職種別職員数

３．労務管理状況

（１）職員状況

⑤平均年齢と平均勤続年数
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その他 0名 2名

栄養士 0名 1名

職名 採用 退職

支援員 40名 26名

看護職員 12名 9名

機能訓練指導員 0名 0名

合計 52名 38名

 支援員については、新規事業にかかる新規事業開設準備業務への配置や職員の育児休業取得等によ
り、退職者数を上回る人数を採用しました。

職名 応募者数 合格者数

支援員 134名 57名

看護職員 21名 10名

平成26年度は支援員の採用試験を3回、看護職員の採用試験を7回開催しました。平均倍率は2.31倍と
なっています。

機能訓練指導員 0名 0名

合計 155名 67名

（２）採用状況

①採用状況（平成 26 年度中）

　支援員については、新規事業にかかる新規事業開設準備業務への配置や職員の育児休業取得等により、

退職者数を上回る人数を採用しました。

　平成 26 年度は支援員の採用試験を 3回、看護職員の採用試験を 7回開催しました。平均倍率は 2.31 倍

となっています。　

②職員選考状況（平成 26 年度及び平成 27 年度採用予定者）
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(３)離職状況

　平成26年4月1日時点の正規職員414名に対して今年度の離職者は38名、離職率は9.2％でした。勤続１年以内の離職率が15.4％と高い
値となっており、採用1年目の職員に対するフォローアップ研修やグループワーク研修以外に、更なるコミュニケーションの充実を図る
必要性を再認識しました。職種別離職率については、看護職員・機能訓練指導員が22.0％と高い値となっています。
※参考　常勤介護職員離職率　15.6％
(財)介護労働安定センター「平成25年度介護労働実態調査」より

　退職理由は、家庭状況関係が全体の38％となり、具体的な理由については、「子育てへの専念」や「結婚・妊娠」などの理由があ
り、私生活と仕事のバランスを保ち、誰もが安心して働くことができる環境整備の必要性を再認識しました。

15.4%

6.8%

10.5%

6.0%
8.9% 9.2%

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%

10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

②勤続年数別離職率

介護職員, 
20名, 53%

看護職員・機能訓

練指導員, 9名, 
24%

生活相談員, 
4名 10%

栄養士,
1名, 3%

その他,
4名, 10%

①職種別離職者数

9.7% 6.3% 4.7% 11.0%

100.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳

③年齢構成別離職率

8.0%

22.0%

8.3%

14.3%

5.9%
9.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%
④職種別離職率

人間関係, 
2名, 7%

仕事内容関係, 10
名, 32%

家庭状況関係, 12
名,38%

健康状態関係, 5名, 
16%

その他, 
2名, 7%

⑤退職理由

（３）離職状況

　平成 26 年 4 月 1 日時点の正規職員 414 名に対して今年度の離職者は 38 名、離職率は 9.2％でした。勤

続１年以内の離職率が 15.4％と高い値となっており、採用 1 年目の職員に対するフォローアップ研修や

グループワーク研修以外に、更なるコミュニケーションの充実を図る必要性を再認識しました。職種別離

職率については、看護職員・機能訓練指導員が 22.0％と高い値となっています。

※参考　常勤介護職員離職率　15.6％　

(財 )介護労働安定センター「平成 25 年度介護労働実態調査」より

　退職理由は、家庭状況関係が全体の 38％となり、具体的な理由については、「子育てへの専念」や「結婚・

妊娠」などの理由があり、私生活と仕事のバランスを保ち、誰もが安心して働くことができる環境整備の

必要性を再認識しました。
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階級 昇任者数 発令年月日
施設長級 0名 平成26年4月1日

副施設長級 1名 平成26年4月1日
科長級 5名 平成26年4月1日

総括主任級 2名 平成26年4月1日
主任級 9名 平成26年4月1日

選考内容 応募者数 合格者数
主任級昇任選考 39名 13名

表彰内容 対象者数
永年(30年)勤続表彰者 4名
永年(20年)勤続表彰者 4名
多年(10年)勤続表彰者 13名

業務推進表彰者 6名
ワンダフルカード表彰者 5名

（４）昇任状況

①階級別昇任者数

②主任級昇任選考状況

（５）職員表彰状況
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(６)職員研修 

①研修実施内容 

種別 
研修

区分 
研 修 名 実施年月日 参加者 内     容 

法
人
研
修 

新
人
職
員 

正 規 職 員 内 定 者 

施設見学会及び交流会 
H26.11.29 36 名 

１ 白島荘・OSJ 研修・研究センター見学 

  施設の概要説明、施設内見学（特養・ 

  グループホーム） 

２ 白島荘職員との意見交換会 

３ 交流会 

採 用 前 ・ 採 用 時 研 修 

H26.4 月～ 

H27.3 月 

（毎月 2 日間）

延べ 125 名

・基礎研修 

・人権 

（理念、個人情報、虐待防止、身体拘束排除） 

・接遇 

・ケアプラン・認知症・緊急時対応・介護技術等 

新人グループワーク研修 
H26.10.16 

H26.11.19 

14 名 

16 名 

・共同作業（施設内環境美化意識の向上） 

・グループワークを通じた連帯意識の向上 

新 人 職 員 

フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修 

H26.4 月～ 

H27.3 月 
延べ 134 名

・個別面談を行いメンタルケアの安定を図りモチベ

ーションをアップさせる。 

・個人の学びたいことや目標を確認し本人の希望や

力量に応じた個別研修プログラムに繋げる。 

新規採用職員集合研修 

H27.3.2～ 

H27.3.12 

（6 日間） 

延べ 236 名

１日目 事業団概要、職員評価制度、人権 

グループワーク 

２日目 感染症、急病への対応、夜勤の心得、 

３日目 腰痛予防、身体介護の基本、移乗介助 

４日目 排泄、食事、入浴、着脱介助 

５日目 認知症ケアの基本、接遇 

６日目 リスク、個別ケアと記録の取り方 

グループワーク 

初
級
職
員 

初級職員研修（事業団内 

他 施 設 体 験 研 修 ） 

H26.7.7～ 

H26.10.29 

（上記のうち 1 日間）

延べ 32 名

・勤務施設と同種の事業団施設を体験し、他施設の

運営方法や業務の手順等の体験をとおして職員の

振り返りと改善に役立てる。 

中
堅
職
員 

Ｏ Ｊ Ｔ 実 践 研 修 
H26.6.24.25

（2 日間研修）
延べ 9名 

【講義】 

・OJT を通じた効果的なリーダーシップ 

・指導者としての自己開示 

（６）職員研修

①研修実施内容
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指
導
職
員 

主 任 昇 任 者 研 修 H25.4.18 9 名 

・今後の事業団のあり方について 

・中長期経営計画における主任の心構えと役割 

・接遇と現場指導について 

・人材育成と現場マネジメントについて 

・職員評価制度について 

コ ー チ ン グ 研 修 H26.7.15 12 名 
【講義】 

・コーチングスキルの習得 

苦 情 対 応 研 修 H26.12.3 15 名 
【講義】 

・クレーム対応術を身につける 

第 １ 期 考 課 者 研 修 
H25.8.27 

H26.9.8 

16 名 

33 名 

・評価基準の目標合わせ 

・指導記録票の書き方 

・中間面接の方法・演習   

第 ２ 期 考 課 者 研 修 

（フィードバック研修） 
H26.12.11 6 名 

【演習】 

・評価の視点や理解を深め、評価基準の統一を図る

管
理
職
員 

財 務 管 理 研 修 H26.7.28 15 名 
【講義】 

・社会福祉法人の役割や内部留保について 

人 事 ・ 労 務 管 理 研 修 

ハ ラ ス メ ン ト 研 修 
H26.9.8 12 名 

【講義】 

・施設管理者に求められる適正な労務管理について

（労働関係法含む） 

・ハラスメントの知識と理解 

メ ン タ ル ヘ ル ス 

（ ラ イ ン ケ ア ） 研 修 
H26.9.8 13 名 

【講義】 

・メンタルヘルスの理解 

・管理者の役割と進め方について 

Ｏ Ｓ Ｊ 経 営 塾 
H26.6.10～ 

H27.3.12 
10 名 

【講義・演習】 

・管理者および経営者として必要な視点、知識、ス

キルの習得に向けた講義およびディスカッション 

指
導
者
養
成
研
修 

認知症ケア指導者研修 H26.5.23 19名 

【講義】 

・認知症の行動科学的理解 

・行動科学的観点からのケアの方法 

ﾘｰﾀﾞｰ養成自己啓発研修 
H26.6 月～ 

H27.2 
9名 

【講義・演習】 

・労務管理、財務管理、運営管理について 

・演習を通しての自己課題設定、自施設取り組み
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一
般
職
員
共
通
研
修 

リスクマネジメント研修 H26.7.28 15名 

【講義・演習】 

 ・事業継続の取り組みへの考え方 

・災害時における施設の役割 

メ ン タ ル ヘ ル ス 

セ ル フ ケ ア 研 修 

H26.5.12 

H26.10.6 

H26.11.17 

述べ 33 名

【講義】 

ストレスの仕組みやメンタルヘルスの理解を深め、

心の健康作りについての意識を高める 

推
奨
研
修 

肺炎リスクマネジメント研

修・ターミナルケア研修 
H26.11.25 延べ 24 名

【講義】 

・肺炎予防、正しい口腔ケアについて 

・死生観やグリーフケアについて 

より良い仕事に繋がるコミ

ュニケーション研修 

H26.12.11～

H27.1.20 
延べ 198 名

【講義】 

・より良い仕事に繋がるコミュニケーションとは 

・コミュニケーションの構造 

自
己
啓
発
研
修 

介 護 支 援 専 門 員 

受 験 対 策 セ ミ ナ ー 

H26.6.6 

H26.7.4 
延べ 81 名

【講義】 

・介護支援専門員資格試験の重点内容 

介 護 福 祉 士 

受 験 対 策 セ ミ ナ ー 

H26.10.3 

H26.11.7 
51 名 

【講義】 

・介護福祉士資格取得の重点内容 

 

②外部派遣研修実施内容 

種別 研修名 実施年月日 参加者 内     容 

海
外
研
修 

“ エ イ ジ レ ス 社 会 ” 

海 外 福 祉 事 情 ・ 調 査 研 修 

Ｈ26.10.18～

Ｈ26.10.24 

(5 泊 7 日) 

Ｈ26.11.17～

Ｈ26.11.22 

(4 泊 6 日) 

4 名 

・オーストラリア／シドニー 

認知症高齢者ケアの質の向上を目指して 

 ・アメリカ／ロサンゼルス 

  シニアの自立と社会復帰を目指した、米国リ

ハビリテーションと介護事情から学ぶ 

そ
の
他
主
な
研
修 

評 価者 （ア セッ サー ）講習 H26.9.19 11 名 

【講義・演習】 

・介護キャリア段位制度の意義、役割 

・模擬監査、記録の相互監査 

介 護 福 祉 士 

実 習 指 導 者 講 習 会 

H26.6.24～ 

H26.7.9 
1 名 

【講演】 

・実習生受け入れに当たって 

 スーパービジョンの意義・実習指導に当たって

                    

②外部派遣研修実施内容
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認 知 症 介 護 実 践 研 修 

H26.5.19～

 26.7.14 

H26.6.5～

H26.8.8 

H26.7.18～

 H26.9.12 

H26.9.16～ 

 H26.11.14

H26.12.4～ 

H27.2.9 

13 名 

【講義・演習】 

・認知症介護技術の向上を図り、認知症介護の専門

員を養成 

認 知 症 介 護 実 践 研 修 

（実践リーダー研修） 

H26.6.3～ 

H26.8.6 
5 名 

【講義・演習・他施設実習】 

・実践研修を修了した者が、リーダー的な役割を持

った認知症介護の専門員を養成 

東 北 研 修 

～ユニットケア施設見学研修会

～ 

H26.11.5～ 

H26.11.8 
10名 

【施設見学・講演・講話】 

・ユニットケア実施施設にてケアの取り組み内容を

学び、事業団内施設のケア内容の見直し、改善を図

る。 

新会計基準移行のための実務担

当 者 研 修 

H26.6.23～ 

H26.7.18 
1 名 

【講演】 

・会計基準の構成、新しい会計処理への移行 等

平成 26 年度 社会福祉法人 主

任／係長講座 
H26.7.7～7.8 1 名 

【講義】 

・これからの社会福祉法人と主任・係長の役割 

・アセスメントツールにもとづいた上司、部下との

関わり方 

・福祉施設で働く職員のためのセルフリーダーシッ

プ 

人権リーダー養成講座 
H26.10.22～

H27.2.26 
1 名 

【講義】 

・人権問題の基本知識 

・高齢者の人権問題 

・パワハラ問題・メンタルヘルス問題 

ユニットケア施設管理者研修 
H26.9.3～ 

H26.9.5 
1 名 

【講義】 

・ユニットケア施設における体制の整備及び管理運

営 

大阪府障がい者社会参加推進セ

ンター研修会 
H26.6.10 2 名 

【講義】 

・障がい福祉施策の現状と課題 

・障がい者差別解消法～暮らしやすい地域づくりを

めざして～ 
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ISO 内部監査員研修 
H26.6.23～ 

H26.6.24 
1 名 

【講義】 

・内部監査員養成について 

社会福祉法人会計に関する研修 H26.7.25 2 名 
【講義】 

・社会福祉法人の新会計基準への移行について 

社会福祉法人監事研修会 H26.9.3 1 名 
【講義】 

・監事がマスターすべき新会計基準 

社会福祉法人 労務管理者講座 H26.10.6～7 1 名 
【講義】 

・社会福祉法人の労務管理について 

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 

経 営 セ ミ ナ ー 
H26.12.5 3 名 

【講義】 

・介護保険法改正と介護報酬改定に向けて 

社会福祉法人の決算事務研修会 H27.2.2 1 名 

【講義】 

・期末決算業務に関する総括点検 

・会計基準への移行と予算書作成について 

高齢者福祉事業経営セミナー H27.2.3 1 名 

【講義】 

・介護保険制度、介護報酬改定に係る基盤整備につ

いて 

・地域包括ケアシステム構築に向けた政策動向と社

会福祉法人の役割 

経 費 ・ 養 護 老 人 ホ ー ム 

経 営 セ ミ ナ ー 
H27.2.5 1 名 

【講義】 

・セーフティネットとしての経費・養護老人ホーム

に期待される新たな役割について 

 

 

 ③外部研修実施内容 

種別 研修名 実施年月日 修了者 内容 

大

阪

府

指

定 

大阪府相談支援従事者研修 

（２日課程・５日課程・現任） 

H26.10～ 

H27.2 
792 名 

【講義・演習】（５日課程・現任研修） 

・障がい福祉サービスの相談支援事業所における

相談支援専門員の養成 

【講義】（２日課程） 

・サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者

の養成 

大阪府サービス管理責任者等研

修 
H27.1 459 名 

【講義・演習】 

・障がい福祉サービスにおけるサービス管理責任

者及び児童発達支援管理責任者の養成 

③外部研修実施内容
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大

阪

府

受

託 

大阪府身体拘束ゼロ推進員養成

研修 

H26.8～ 

H26.11 
136 名 

【講義・演習】 

・身体拘束ゼロ推進員の養成 

堺

市

受

託 

堺市認知症介護実践研修 

H26.5～

H26.7 

H26.9～ 

H26.11 

72 名 

79 名 

【講義・演習】 

・認知症介護技術の向上を図り、認知症介護の専

門員を養成 

堺市認知症対応型サービス事業

管理者研修等 

H27.2.12 

H27.2.16 

H27.3.3 

H27.3.5 

36 名 

【講義・演習】 

・堺市認知症対応型サービス事業管理者の養成 

・堺市小規模多機能型サービス等計画作成担当者

の養成 

 

123



（
７
）
職
員
資
格
取
得
状
況

資
格

3
7

7
2
2

2
4

1
1

1
5

2
7

3
1

2
2

1
1

4
0

4
3

2

5
0

1
1

3
3

4
1

1
3

1
7

0
1
3

3
0

3
2

0
2

1
0

5
4

2

4
0

6
2
5

5
2

1
0

2
4

0
9

3
0

2
4

0
2

1
0

4
2

1

3
5

5
1
8

2
4

1
1

1
6

2
1
3

4
1

2
6

0
1

4
0

5
1

4

3
1

3
1
8

4
1

1
2

1
4

2
1
5

5
0

2
0

0
0

3
1

7
4

4

2
3

3
1
6

3
0

1
1

1
2

0
9

3
0

1
8

2
1

0
0

3
2

2

1
2

5
1
4

2
1

0
0

6
0

3
0

0
1

0
0

2
1

1
5

0

5
3

1
1

1
0

0
2

0
2

0
0

1
0

0
1

0
0

0
0

3
1

3
1

1
0

0
3

1
2

0
0

1
0

0
0

0
0

1
0

2
2

4
1
9

1
2

1
0

1
0

0
6

1
0

1
1

0
1

1
0

1
2

1

7
0

4
1

0
0

0
2

1
1

1
0

3
0

0
0

0
0

1
0

2
1

5
1

0
0

0
3

0
1

0
0

0
0

0
0

0
1

1
1

1
1

4
0

1
0

0
2

0
0

0
0

1
0

0
0

0
0

1
0

1
9

9
1
6

0
0

0
0

9
0

4
1

0
9

0
0

0
0

3
2

2

2
8
7

5
9

1
9
8

2
7

1
8

7
8

1
3
5

8
8
5

2
4

2
1
6
9

3
8

1
7

2
3
4

2
9

1
9

認 知 症 介 護 指 導 者 養 成 研 修

介 護 福 祉 士

社 会 福 祉 士

社 会 福 祉 主 事

（ 任 用 含 ）

看 護 師

准 看 護 師

理 学 療 法 士

作 業 療 法 士

言 語 聴 覚 士

柔 道 整 復 士

栄 養 士
施

設
名

・
種

別

美
原

荘

春
日

丘
荘

四
條

畷
荘

喀 痰 吸 引 の 研 修 修 了 者 ( １ ４ 時 間 )

喀 痰 吸 引 の 研 修 修 了 者 ( 5 0 時 間 )

喀 痰 吸 引 指 導 者 講 習 終 了 者

認 知 症 ケ ア 専 門 士

実 習 指 導 者 研 修 終 了 者 （ 社 会 福 祉 士 ）

実 習 指 導 者 研 修 終 了 者 （ 介 護 福 祉 士 ）

主 任 介 護 支 援 専 門 員

介 護 支 援 専 門 員

精 神 保 健 福 祉 士

認 知 症 実 践 者 研 修 修 了 者

認 知 症 実 践 者 リ ー ダ ー 研 修 修 了 者

（
単

位
：

人
）

（
平

成
2
7
年

3
月

3
1
日

現
在

）

豊
寿

荘

永
寿

園
と

よ
な

か
(特

養
)

万
寿

荘

河
南

荘

事
務

局

合
　

　
 計

光
明

荘

高
槻

荘

白
島

荘

東
大

阪
養

護

和
風

荘

永
寿

園
と

よ
な

か
(養

護
)

衛 生 管 理 者

（
７
）
　
職
員
資

格
取
得
状
況

124



(6)職員配置状況
　①特養・養護・軽費　職員現員数

専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務

正
職 1.0 1.0 1.0 4.0 1.0 3.0 24.0 4.0 1.0 4.0 1.0 35.0 10.0
契
約 2.0 0.8 2.0 4.0 0.8
パ
ー

ト
1.2 2.5 0.5 2.7 23.0 1.4 1.4 27.4 5.3

正
職 1.0 1.0 2.0 3.0 1.0 2.0 26.0 1.0 1.0 1.0 33.0 6.0
契
約 1.0 1.0 2.0 3.0 1.0
パ
ー

ト
7.7 1.2 2.8 0.6 0.6 0.6 25.7 0.5 36.7 2.9

正
職 1.0 1.0 1.0 2.0 8.0 1.0 1.0 11.0 4.0
契
約 1.0 1.0 1.0 2.0 5.0
パ
ー

ト
0.8 0.6 1.3 16.3 0.5 19.0 0.5

正
職 1.0 2.0 1.0 3.0 1.0 2.0 25.0 5.0 5.0 1.0 31.0 15.0
契
約 2.0 10.0 12.0
パ
ー

ト
1.4 4.8 0.9 0.7 30.1 0.9 38.8

正
職 1.0 1.0 1.0 3.0 1.0 2.0 26.0 1.0 1.0 36.0 1.0
契
約 1.0 1.0 3.0 4.0 1.0
パ
ー

ト
2.3 2.4 1.4 27.0 0.3 33.4

正
職 1.0 1.0 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 23.0 1.0 1.0 31.0 3.0
契
約 1.0 4.0 1.0 6.0
パ
ー

ト
4.1 0.3 0.2 1.0 29.2 34.3 0.5

正
職 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 21.0 1.0 1.0 1.0 26.0 4.0
契
約 1.0 1.0 3.0 1.0 1.0 5.0 2.0
パ
ー

ト
2.8 0.2 21.7 24.5 0.2

正
職 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 15.0 1.0 1.0 1.0 20.0 4.0
契
約 0.2 2.0 2.0 0.2
パ
ー

ト
0.6 0.2 1.0 17.3 1.3 0.9 19.8 1.5

正
職 1.0 1.0 1.0 8.0 1.0 10.0 2.0
契
約 0.5 0.5 0.5 0.2 5.0 0.8 0.5 5.0 3.0
パ
ー

ト
0.8 0.9 12.7 0.2 13.6 1.0

正
職 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 3.0 1.0 1.0 6.0 5.0
契
約 1.0 1.0
パ
ー

ト
1.0 15.0 16.0

正
職 1.0 1.0 3.0 3.0 1.0 8.0 1.0 7.0 11.0
契
約 1.0 1.0 2.0 1.0 3.0 2.0
パ
ー

ト
0.8 13.9 0.8 13.9

正
職 1.0 1.0 1.0 2.0 1.0
契
約 0.5 2.0 3.0 0.5
パ
ー

ト
0.5 2.0 7.2

正
職 1.0 1.0 1.0 1.0 4.0 1.0 1.0 1.0 6.0 5.0
契
約 1.0 1.0 1.0 3.0
パ
ー

ト
0.3 7.3 7.6

正
職 1.0 1.0 2.0 1.0 1.0 15.0 1.0 1.0 1.0 20.0 4.0
契
約 0.2 2.0 2.0 0.2
パ
ー

ト
0.6 0.2 1.0 17.3 1.3 0.9 19.8 1.5

正
職 1.0 1.0 1.0 2.0 5.0
契
約 1.0 2.0 1.0 4.0
パ
ー

ト
0.1 0.9 1.0

正
職 1.0 1.0 1.0 2.0 5.0
契
約 1.0 2.0 1.0 4.0
パ
ー

ト
1.3 0.6 2.0 3.9

正
職 3.0 12.0 4.0 6.0 5.0 4.0 31.0 1.0 8.0 23.0 3.0 202.0 22.0 3.0 19.0 3.0 7.0 282.0 74.0
契
約 9.0 1.5 5.0 1.9 2.0 1.3 2.0 0.2 41.0 3.8 1.0 1.0 3.0 0.5 63.0 10.2
パ
ー

ト
17.1 2.1 19.8 4.0 4.7 0.2 6.4 0.6 244.5 18.8 3.0 1.6 1.1 295.5 28.4

(単位：人)
副

施

設

長

支

援

員

（

主

事

）

看

護

職

員

機

能

訓

練

指

導

員

支

援

員

(

指

導

・

生

活

相

談

)

支

援

員

（

介

護

）

支

援

員

（
介

護

支

援

専

門

員

）

栄

養

士

合

計

特別養護老人ホーム
四條畷荘

1.67

特別養護老人ホーム
光明荘

2.21:1

特別養護老人ホーム
春日丘荘「彩の家」

1.34:1

特別養護老人ホーム
春日丘荘

2.16:1

施設名

特別養護老人ホーム
美原荘

2.23:1

介
護
・
看
護
配
置
状
況

職　種
施

設

長

特別養護老人ホーム
高槻荘

1.73:1

特別養護老人ホーム
白島荘

1.86:1

特別養護老人ホーム
豊寿荘

1.28:1

特別養護老人ホーム
永寿園とよなか

1.38:1

養護老人ホーム
四條畷荘

2.50:1

東大阪養護老人ホーム 5.42:1

豊中市立養護老人ホー
ム永寿園とよなか

9.87:1

軽費老人ホーム
和風荘

4.91:1

軽費老人ホーム
豊寿荘

2.56:1

軽費老人ホーム
万寿荘

8.47:1

軽費老人ホーム
河南荘

11.84:1

合　　 計 2.50:01

（平成27年3月の実績で記入）

（８）職員配置状況　

　①特養・養護・軽費　職員現員数
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　②デイサービス等　職員現員数

専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務

正
職 1.0 1.0 2.0 3.0 1.0
契
約 1.0 0.2 1.0 0.8 2.0 1.0
パ

ー

ト 1.7 0.2 11.6 11.6 1.9
正
職 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 3.0
契
約 1.0 1.0 2.0
パ

ー

ト
1.0 1.0 12.7 12.7 2.0

正
職 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 3.0
契
約 1.0 1.0
パ

ー

ト
0.6 1.4 1.4 1.9 13.9 13.9 5.3

正
職 1.0 2.0 1.0 4.0
契
約 1.0 3.0 2.0 6.0
パ

ー

ト
1.0 5.0 5.0 25.0 1.0 35.0

正
職 1.0 1.5 2.0 0.5 1.0 2.0 4.0
契
約 1.0 0.2 1.8 1.0 2.0
パ

ー

ト
1.0 0.3 0.6 5.8 5.8 1.9

正
職 1.0 1.0 1.0 2.0 1.0 6.0
契
約 3.0 3.0 6.0
パ

ー

ト 2.0 2.0 9.0 6.0 9.0 10.0
正
職 1.0 1.0 0.9 0.8 1.0 2.7
契
約 0.5 1.0 0.3 0.5 1.0 1.3
パ

ー

ト
1.2 7.4 5.7 7.4 6.9

正
職 0.5 1.0 0.5 2.0
契
約
パ

ー

ト
0.2 1.2 0.4 0.4 7.6 8.0 1.8

正
職 1.0 1.0 1.0 1.0 2.0 2.0 3.0 5.0
契
約
パ

ー

ト

正
職 1.0 1.0 0.2 1.0 0.8 2.0 2.0
契
約 1.0 3.0 4.0
パ

ー

ト
0.2 0.5 4.6 4.6 0.7

正
職 1.0 1.0
契
約 1.0 1.0
パ

ー

ト
2.8 2.8

正
職 1.0 1.0 2.0 1.0 3.0
契
約 1.0 1.0
パ

ー

ト 3.0 1.0 6.0 10.0
正
職 1.0 1.0 0.1 1.0 1.1
契
約 0.1 0.1 0.2 1.0 1.0 0.4
パ

ー

ト
0.3 0.3 3.7 3.7 0.6

正
職 1.0 0.6 0.4 2.0
契
約 2.0 2.0
パ

ー

ト
4.8 4.8

正
職 0.5 0.5 0.5 1.5
契
約 1.0 1.0
パ

ー

ト 1.0 10.0 11.0
正
職 0.3 0.3 0.3 0.9
契
約 2.0 2.0
パ

ー

ト 0.2 0.2 0.7 0.6 0.7 1.0
正
職 1.0 1.0
契
約 3.0 1.0 10.0 2.0 13.0 3.0
パ

ー

ト

正
職 1.0 1.0
契
約 0.2 0.2 0.4
パ

ー

ト
0.2 0.2 0.4

正
職 1.0 1.0 2.0 4.0
契
約 3.0 3.0
パ

ー

ト
0.4 0.6 1.0

正
職 15.3 2.0 1.0 7.0 13.1 6.0 9.8 1.0 13 42.2
契
約 3.0 1.8 6 1.4 7.6 21.0 13.3 30 24.1
パ

ー

ト
1.0 1.0 1.0 18.8 0.4 12.1 2.5 91.8 44.1 94.2 78.5

(単位：人)

施設名

美 原 荘
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

支

援

員

（

介

護

）

栄

養

士

合

計

職　種 管

理

者

事

務

看

護

職

員

機

能

訓

練

指

導

員

支

援

員

（

生

活

相

談

・

計

画

作

成

）

春 日 丘 荘 老 人
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

茨 木 市 立 沢 池 老 人
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

茨 木 市 立 南 茨 木 老 人
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

高 槻 荘 訪 問 入 浴

光 明 荘
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

高 槻 荘 郡 家
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

箕 面 市 立 光 明 の 郷
ケ ア セ ン タ ー

豊 寿 荘
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー
永 寿 園 と よ な か

春 日 丘 荘 「 彩 の 家 」
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

高 槻 荘 や す ら ぎ
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

春日丘荘グループホーム

白 島 荘 グ ル ー プ ホ ー ム
「 華 の 家 」

小規模多機能型居宅介護
事 業 所 「 ひ ね も す 」

小規模多機能型居宅介護
事業所春日丘荘「彩の家」

四 條 畷 荘
デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー

デイサービスセンター
「ふ　れ　あ　い」

光 明 荘 訪 問 入 浴

合　　 計

（平成27年3月の実績で記入）

　②デイサービス等　職員現員数
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　③ヘルパー職員現員数

専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務

正
職

1.0 1.0 1.0 1.0

契
約

2.0 2.0

パ
ー

ト
1.0 5.6 6.6

正
職

1.0 1.0 2.0

契
約

2.0 2.0

パ
ー

ト
19.0 1.0 1.0 19.0 2.0

正
職

1.0 0.2 1.2

契
約

4.0 0.6 4.6

パ
ー

ト
10.2 1.6 10.2 1.6

正
職

1.0 1.0

契
約

3.0 1.0 4.0

パ
ー

ト
11.0 0.6 0.3 11.0 0.9

正
職

1.0 1.0 2.0

契
約

6.0 1.0 7.0

パ
ー

ト
0.8 15.6 16.4

正
職

契
約

1.0 2.0 1.0 2.0 2.0

パ
ー

ト
7.3 1.1 7.3 1.1

正
職

1.0 1.0

契
約

1.0 1.0

パ
ー

ト
2.0 2.0

正
職

1.0 1.0

契
約

5.0 5.0

パ
ー

ト
0.5 14.7 0.6 15.2 0.6

正
職

7.0 1.0 2.0 0.2 1.0 9.2

契
約

1.0 25.0 1.0 2.0 0.6 27.6 2.0

パ
ー

ト
2.3 85.4 4.9 1.3 87.7 6.2

(単位：人)
事

務

員

合

計

郡 家 ･ 高 槻 荘
ﾎ ｰ ﾑ ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ

職　種
管

理

者

サ
ー

ビ

ス

提

供

責

任

者

訪

問

介

護

員

施設名

美 原 荘 訪 問 介 護 事 業 所

春 日 丘 荘
ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン

四條畷荘訪問介護事業所
｢ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝほほえみ」

光 明 荘 ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ ｽ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ

白 島 荘 訪 問 介 護 事 業 所
「 は く し ま ヘ ル パ ー 」

ホームヘルパーステーション

「 ふ れ あ い 」

豊 寿 荘 訪 問 介 護 事 業 所
「 ゆ た か 」

合　　 計

（平成27年3月の実績で記入）

　③ヘルパー職員現員数
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　④居宅介護支援事業　職員現員数

専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務

正
職

1.0 1.0 1.0 1.0

契
約

2.0 2.0

パ
ー

ト
3.0 0.5 0.8 3.0 1.3

正
職
契
約

1.0 1.0 1.0 1.0 2.0

パ
ー

ト
3.2 3.2

正
職
契
約

1.0 1.0 2.0

パ
ー

ト
2.7 2.7

正
職

1.0 1.0 2.0

契
約

3.0 3.0

パ
ー

ト
0.8 0.8

正
職

1.0 1.0

契
約

1.0 2.0 1.0 2.0 2.0

パ
ー

ト
1.3 0.3 1.3 0.3

正
職

1.0 1.0

契
約

5.0 5.0

パ
ー

ト
2.2 2.2

正
職
契
約

1.0 2.0 1.0 2.0

パ
ー

ト
0.2 0.2

正
職

1.0

契
約

1.0 1.0

パ
ー

ト

正
職

1.0 1.0

契
約

6.0 6.0

パ
ー

ト
4.2 4.2

正
職
契
約
パ
ー

ト

正
職

4.0 2.0 1.0 2.0 5.0

契
約

4.0 21.0 4.0 19.0 8.0

パ
ー

ト
17.6 0.5 1.1 17.6 1.6

(単位：人)
合

計

光 明 荘 居 宅 介 護
支 援 事 業 所

職　種 管

理

者

介

護

支

援

専

門

員

事

務

員

施設名

美 原 荘 居 宅 介 護
支 援 事 業 所

春日丘荘居宅介護支
援 事 業 所

南茨木居宅介護支援
事 業 所

四條畷荘居宅介護支
援 事 業 所

（平成27年3月の実績で記入）

高 槻 荘 居 宅 介 護
支 援 事 業 所

白島荘居宅介護支援
事 業 所 「 は く し ま 」

豊 寿 荘 居 宅 介 護
支 援 事 業 所
「 ゆ た か 」

万寿荘居宅介護支援
事 業 所

合　　 計

ケアプランセンター
「ふれあい」
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　⑤定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業　職員現員数

専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務 専任 兼務

正
職

1.0 2.3 0.2 0.1 0.5 4.1

契
約

4.25.05.04.1

パ

ト
7.35.00.32.0

※兼務の場合で職種ごとに按分が必要なものについては、それぞれ按分後の常勤換算数を記入ください。
ただし、管理者が複数事業所の兼務をする場合については「１」で記入するようにして下さい。

(単位：人)

職　種
管

理

者

オ

ペ

レ

タ

定
期
巡
回
サ

ビ
ス
を
行
う

訪

問

介

護

員

等

随
時
訪
問
サ

ビ
ス
を
行
う

訪

問

介

護

員

等

計

画

作

成

担

当

者

合

計

施設名

堺定期巡回・随時対
応ケアサポートOSJ

（平成27年3月の実績で記入）

⑤定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業　職員現員数
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４．各種会議開催状況

（１）専門職種会議

種別
開催頻度 内容と成果

施設長会議 偶数月 事業運営管理に必要な重要案件の審議

経営戦略会議 奇数月
南北施設に分かれ、経営上の諸問題の解決に向けた検討と施設間の連携
についての検討

主事会議 偶数月
新会計基準の理解と円滑移行。全施設における経理帳票類の分類、整理
方法の統一化の検討。経費節減の推進。月次予算執行状況の管理

介護科長会議 年3回 人材戦略について。指導が必要な職員への事例検討

在宅サービス科長会議 年6回
各在宅サービス会議の進捗管理
第２回在宅サービスネットワークの開催

介護総括主任（主任）会議 年4回 業務標準化チェックリストについて

看護職員会議 年3回 重度化への対応、看取りケア研修会の実施

栄養士会議 年4回
安全かつ満足して頂く食事の提供
備蓄食品の管理方法等、非常災害時の食事提供体制作り

生活相談員会議 年3回 受け入れが困難なケースに対してスムーズに対応する方法の確立

機能訓練指導員会議 年5回 個別機能訓練、集団活動内容の充実。摂食・嚥下の理解、誤嚥の防止

施設介護支援専門員会議 年3回 施設ケアプラン作成の手順書の完成。困難事例等の検討

リスクマネジャー会議 年4回 災害時対応マニュアルと安全管理マニュアルの見直し

デイサービス会議 年3回
職員のスキルアップ及びサービスの質の向上に対する職員交換研修の実
施

居宅介護支援専門員会議 年4回 精神疾患、難病等に対する事例検討及び研修の実施

ヘルパー会議 年4回 人材の育成・定着についてのアンケートの実施

（２）プロジェクトチーム等

雇用安定等ＰＴ 年9回 新規採用職員確保や雇用定着促進の取り組み検討

組織評価ＰＴ 年8回 組織評価方法の検討

中長期経営計画推進ＰＴ 年10回 26年度達成目標の進捗状況のチェック及び後期計画策定の素案作り

法人衛生委員会 年4回 労働災害防止等に関する総合的対策の計画的推進

４．各種会議開催状況

（１）専門職種会議

（２）プロジェクトチーム等
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6．第三者評価受審状況

(平成26年受審分)

平成26年12月22日 社会福祉法人　大阪府社会福祉協議会

特別養護老人ホーム　光明荘 平成26年12月22日 社会福祉法人　大阪府社会福祉協議会

白島荘グループホーム「華の家」
平成27年2月25日受審

評価決定日 未定

小規模多機能型居宅介護事業所
「ひねもす」

平成27年1月7日受審
評価決定日 未定

特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

特別養護老人ホーム　四條畷荘 平成26年9月22日 日本ユニットケア推進センター

特別養護老人ホーム四條畷荘 平成26年12月10日 ＤＮＶ　ＧＬ　ビジネスアシュアランスジャパン株式会社

特別養護老人ホーム　　高槻荘

施設名　 評価決定日 評価実施機関

軽費老人ホーム（ケアハウス）　和風荘 平成27年2月9日 特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

堺市立北・東・美原老人福祉センター
及び美原総合福祉会館

平成27年3月31日 特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

特別養護老人ホーム　白島荘 平成27年2月18日 特定非営利活動法人　市民生活総合サポートセンター

５．第三者評価受審状況
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